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国際教育協力日本フォーラムの背景と目的

開発途上国における基礎教育の普及の必要性は国際社会で広く認識され内「万人のための教育」を実現す

るべく、開発途上国政府はもとより、先進諸国、国際機関も努力しています.その中で、日本も、教育を

人間の安全保障の実現、国づくり、人材開発の基礎であるととらえ、ミレニアム開発目標(恥IDG母、ダカー

ル行動枠組みを踏まえた「成長のための基礎教育イニシアティプ (BEG町:B描icEducation for Grow由

lnitiative) Jを2002年から実施するなど、教育分野での国際協力をODAにおける重要分野と位置づけて取

り組みを強化しています.

国際教育協力日本フォーラム(通称AF}は、 2004年3月に日本の開発途上国への教育分野の国際貢献

の一環として、文部科学省と外務省の提唱で創設された年次国際会議です.その目的は、開発途上国自身に

よる自立的な教育閥発の重要性とそのような自助努力を支援する国際教育協力の必要性について、開発途上

国の行政責任者と内外の援助機関関係者が自由かつ率直に意見交換する場を提供すると同時に、文部科学省

が取り組んでいる「国際協力イニシアティプ」について、日本の自立的教育開発の経験とそれに基づく国際

教育協力の可能性の観点から広く世界に発信していくことです.

第5回フォーラムを開催する 2008年は、ダカール行動枠組みやMDGsが目指す2015年までの初等教

育完全普及に向けた取り組みの、ちょうど折り返し地点に当たります.また、日本がEFAーフアスト・トラッ

クイニシアティプの共同議長国を務めるほか、第4回アフリカ開発会議及び北海道洞爺糊G8サミットの

開催、国際協力機構と国際協力銀行のODA部門との統合など、日本の国際教育協力をとりまく環境も大き

な転換を迎える年となります.そ乙で今回のフォーラムは、こうした内外の動向を踏まえて「あらためてア

フリカの教育協力を考える」とともに、「南南協力と日本の役割」といった今後の教育協力の新しいモデル

に焦点を当て、活発で建設的な議論の場を提供いたします.
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プログラム

9: 00- 参加受付

10 :∞-10: 20 主催者代表挨拶
池坊保子 文部科学副大臣

小野寺五典 外務副大臣

[代読小田克起外務省国際協力局審議官]

10 : 20 -10 : 50 基調帯演(開発途上国側)

ママドゥ・ンドイエ アフリカ教育開発連合 (ADEA)事務局長

r2015年への折り返しの年に教育協力と日本の役割に期待すること」

10 : 50 -11 : 20 基調講演(日本側)

牟田博光 東京工業大学理事・国l学長
r2015年にむけての日本の国際教育協力」

11 : 25 -12・00 質疑応答

12: 00 -13・30 休憩(昼食)

13: 30-17・00 午後の部:パネルセッション

13 : 30 -15 : 00 セッション1

「あらためてアフリカの教育協力を考える 学校現場と教育政策」

モデレーター:

ケネス・キング 元エジンパラ大学アフリカ研究センター長

パネリスト:

デズモンド・パーミンガム 世界銀行FTI事務局主幹

ママドゥ・ンドイエアフリカ教育開発連合事務局長

横関祐見子 ユニセフ東部・南部アフリカ地域事務所

基礎教育・ジェンダ一部門東南部アフリカ地域チーフ

15 : 00 -15 : 30 休憩

15: 30-17: 00 セッション2

17: 00 

「アフリカとアジアの教育協力一南南協力と日本の役割ー」

モデレーター

石原伸一 国際協力機構人間開発部第一グループ基礎教育第二チーム長

パネリスト:

マリー・ゴレツティ・ナカブゴ ウガンダ・マケレレ大学上級講師

カリキュラム教授法教科研究科長

アジアンT.S.アプFゥラ 東南アジア教育大臣機構理数科教育センター所長

小野由美子 鳴門教育大学言語系(国語)教育講座教授

閉会
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【主催者代表挨拶】

池坊保子

文部科学副大臣

本日はお忙しい中、第5困ジャパン・エデュケーション・フォー

ラムに、大勢の皆様にお集まりいただきました乙とに、心より御礼

申し上げます。主催者である文部科学省を代表し、一言御挨拶を申し上げます。

本フォーラムは、国際社会が一致団結して取り組んでいる「万人のための教育」包FA)の実現に向け、開

発途上国の自立的な教育開発を支援する乙とを目的として開催するものであります.第5回目に当たる今回

は、本年5月に開催される第4回アフリカ開発会議 (T1 CADIV)などを踏まえ、「アフリカの教育協力

を考える」とともに、「南南協力と日本の役割」といった教育協力モデルにも焦点在当て、幅広く御議論頂

く予定であります.

まず、本日乙乙1:、基調講演者としてママFゥ・ンドイエアフリカ教育闘発連合事務局長並びに牟田博

光東京工業大学副学長をお迎えできましたことを心からうれしく思います.ンドイエ氏は、セネガルの元教

育大臣であり、現在もアフリカ教育開発連合事務局長としてご活躍されておられ、アフリカの教育開発に関

して、幅広い知識と経験を有しておられると承知しております.牟田副学長は、外務省のODA評価有識者

会議委員長を務められているほか、文部科学省が行っている国際協力イニシアティプの推進委員会委員長を

お務めいただいており、日本の国際教育協力をもっともよく知る方でいらっしゃいます.お二人の御講演は、

本フォーラムの議論に重要な示唆を与えていただけることと存じます.

また、本フォーラムの対話セッションに、内外の教育開発の現場でご活躍いただいている方々をお迎えでき

たととを感謝申し上げます。

本年は、我が国でアフリカ開発会議 (T1 CAD)やG8サミットが開催され、世界が日本の国際的なリー

ダーシップの発揮に期待・注目しており、本日の議論におきまして、アフリカ開発会議やG8サミットに向

けた示唆となりうる内容やメッセージをいただきます乙とを期待しております。

また、本年は2000年に定められたEFA実現のための「ダカール行動枠祉や「国連ミレニアム開発目標」

の達成期限とした2015年へ向げ、中間点となる年にあたります.我が国も国際社会の一員として示された

ターゲットの達成に向け貢献していかなければならないと考えております.

とのため、文部科学省では、開発途上国における教育協力のため、我が国の教育研究上の知識や経験を整

理・蓄積するとともに、我が園の知見を踏まえた教育協力モデルの構築などを行う「国際協力イニシアテイ

ブ」に取り組んでいますが、今後も、開発途上国の人づくり、国づくりを支援するため、我が国の経験と人

材を活かした国際教育協力の取り組みを進めてまいりたいと考えております.

今回のフォーラムを通して、開発途上国自身による自立的教育開発の重要性とそのような自助努力を支援

する教育協力の必要性について有意義な議論が行われますととともに、開発途上国における教育の質の向上

の重要性について、広く内外の闘係者の方々に御認識を深めていただく契機となりますことを祈念し、御挨

拶の言葉とさせていただきます。
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【主催者代表挨拶】

ご列席の皆様、

小野寺五典

外務副大臣

[代読:小田克起外務省国際協力局審議官]

本日は、「第5四国際教育協力日本フォーラム」にお集まりいただ昔、心より御礼申し上げます.本フォー

ラムの主催者であります外務省を代表して一言御挨拶申し上げます.

開発途上国における教育の発展に向けた努力を支援するための国際協力のあり方について、自由かつ率直

に意見交換する場として開催されてきたこのフォーラムも、今年で5回目を迎えました園今回も、海外から

ご参加いただきました方々も含め、教育の第一線でご活躍の実務者や研究者の方々をお迎えして、このフォー

ラムを開催できます乙とは乙の上ない歓びであります。

教育は、人間一人ひとりが、自らの才能と能力を十分に伸ばして自己実現を図机尊厳をもって生きるこ

とを目指すという「人間の安全保障」を実現する上で不可欠な要素です.また、教育は国家の経済社会開発

の基礎であり、途上国が自立を遂げるための大前提となります.我が国は、教育による人づくりを国づくり

の基礎として、発展を遂げてきたという自らの経験を踏まえ、 ODAをはじめとする国際協力においても教

育分野を重視して取り組んできました.

2008年は、rEFA(万人のための教育)J実現のためのダカール行動枠組みやIMDGs(ミレニアム開発目標)J

の達成期限である 2015年に向けた中間年です.との節目の年に、我が園はG8議長国という大役を担い、

初等教育の完全普及に向けた国際的な支援枠組みである「ファスト・トラック・イニシアティプ(目1)Jの

共同議長圏在勤めます.本年前半の我が園の外交日程は目白押しであり、 4月にG8開発大臣会合とFTI実

務者会合、 5月末に第4回アフリカ闘発会議 (TICADN)、そして7月に北海道洞爺湖サミットと、数々の

主要な国際会議が開催され、開発について議論が行われる予定です.外務省としては、乙れら一連の会合を

通じて、教育に適切な光をあてつつ、国際社会におけるEFA、MDGs達成に向けた機運の維持と向上に取

り組んでいく考えです.

EFAを主導しているユネスコの最新の報告書によれば、 1999年から 2005年の聞に、世界全体の就学率

は83%から 88%に改善し、未就学児童の数は96百万人から 72百万人に減少しました.特に、サプサハラ・

アフリカ及び南西アジアにおいて急速な進展が見られます.

勿論、未だ学校に適えていない子どもは多くいますし、また、教育の公平性、賀、能力向上等において多

くの国が道半ばであるととは事実です。しかし、近年の進捗は、強いオーナーシップと政治的意志を持った

途上国自身による努力と、国際社会による支援が有機的に連携すれば必ず結果に結びつくことを示すもので

あり、今後、国際社会による取組を更に進めるに当たり、我々を勇気付けるものです。
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では、とれまでの努力を踏まえて、我々は何殺なすべきでしょうか。

EFA及び教育分野のMDGs達成に向けて取組を進めるに当たり、私は次の3点が重要と考えます。

まず第1に「人聞の安全保障」の視点です。現場の一人ひとりに最も必要な支援が履くよう、教育に闘す

る政策・制度の構築と、現場での個人やコミュニティのエンパワーメントの双方をE重視する「人間の安全保

障」の考え方に立って取り組むべきです。

第21之、「成長と自立につながる教育」です。教育は、長期的には、経済成長泰道じて途上国の貧困削減

をもたらすと共に、途上国の自立に必要な人づくりを担うものでなければなりませんa この観点から、私は、

基縫教脊支援のみならず、中高等教育や職業訓練等もバランス良く含む全体的で一貫性のある教育システム

の構築に向けた取組が重要と考えます。

そして第3に、他の分野との連携強化ですa 教育は保健、水，衛生、ジェンダ…等の他の開発言葉題と療援

に関連しています。他分野との連携強化により更なる相乗効果が期待できると考えます。

このような考え方は、特に日新しいわけではありませんo 2002年に我が国が発表した「成長のための基

礎教育イニシアティブ (BEGIN)Jに既に反映されているものですa 我が国はとのBEGINに基づき、教育

へのアクセスの拡大、質の向上、そしてマネジメントの改善の3点に重ぎを霞いで協力しています。具体的

には、学校施設建設などハ-j.t面の支援と、理数科分野を中心とした教員訓練・カリキュラム改善や、学校

運営能h強化支援などソフト画の支援を組み合わせた取組、高等教育や技術教育・職業訓練等、開発途上国

の国づくりを支える人材を育成するための支援等があげられます。

我が国の国際協力が、途上国の多様なニーズを踏まえて更に効楽的なものとなるよう、このような点を踏

まえて、二国間援助と国際機関表通じた援助を適切に組み合わせ、援助スキームの改善や一層の連携後進め

るとともに、途上国、他のドナー国号機関、更に大学や民間企業、 NGO等々との更なる協力の推進に取り

組んでいく考えです。

EFA及び教育MDGs達成は、国際社会共通の日擦であり、より幅広い開発課題の解決に向けて不可欠な

要素です。我が国は、 G8議長層、 FTI共同議長国として、国際社会と緊密に連携し、教育協力における議

論をリードしていく所存ですe

本日のフォーラムにおいて、我が国を含む国際社会のこれまでの取組と成果を見直すとともに、アフリカ

における教育協力及び南南協力と日本の役割について活発な議論が行われ、関係者の皆さまに理解を深めて

いただくとともに、今後の教育協力のあり方等について有意義な議論が行われますことを祈念して、私の挨

拶に代えさせていただきます。

ご清聴有り難うございました。
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全体要旨

フォーラムの概要

第5回国際教育協力日本フォーラム (JEF-V)
自立的教育開発に向けた国際協力

国際社会は2015年までに初等教育完全普及を目指しているが、 2008年はその折り返し点に当たる.こ

れはダカール行動枠組みによって世界的に取り組まれている目標であり、日本も国際教育協力をODAの主

要部門として積極的に拡大している。さらに 2008年に、日本は第4回アフリカ開発会議や北海道洞爺湖

G8サミットを開催し、万人のための教育ーファスト・トラックイニシアティブ (EFA-FTOの共同議長国

を務め、日本のODAを一括して実施するために国際協力機構と国際協力銀行のODA部門を統合するなど、

日本にとって重要な出来事が続<0国際教育協力日本フォーラムは、日本の開発途上国への教育分野の国際
貢献の一環として、文部科学省、外務省、広島大学、筑波大学の主催、国際協力機端、国際協力銀行の後援

によって2004年3月に創設された年次国際会議である。

第5回フォーラムは、「自立的教育開発に向けた国際協力」という基調テーマを維持しつつ、「あらためて

アフリカの教育協力を考える」とともに「南南協力と日本の役割」といった今後の教育協力の新しいモデル

に焦点を当てて、 2008年2月6日に東京で開催され、各国の外交官や政府省庁の代表、開発援助機関、大

学、シンクタンク、コンサルタント会社、 NGO/NPOや一般から総勢約180人が参加した.午前の部では、

アフリカ教育開発連合(ADEA)のママドゥ・ンドイ工事務局長と東京工業大学副学長の牟田博光教授による

基調講演があった.基調講演の概要は次の通りである.

基調講演(ママドゥ・ンドイエ・アフリカ教育開発連合事務局長)

r2015年への折り返しの年に教育協力と日本の役割に期待することJと題した講演で、ンドイエ氏は、

EFA・ジョムティエン会議後の加速期における前向きの統計を示して、1)教育のすべてのレベルにおいて、

生徒の受入能力が拡大し、 2)進学率の改善によって教育を継続する生徒が増え、 3)男女平等が改善され、

4)国家予算の教育費が増え、 5)識字率が大幅に改善されるなど、アフリカの成功の歴史的な経緯を説明し

た.このような成功の一方、教育を受けた市民の不足、教育レベルの不均等な分布、非効率な教育制度、低

い質、学校施設や教材の不足など、新旧の課題もある.ンドイエ氏は、1)科学的・技術的な訓練を含めて、

あらゆる教育手段を活用し、科学的な人材集団を育成するために全面的な改革をすること、 2)高等教育の

パラダイムを現状に合わせて修正するとと、3)学習の機会に関して全体的かつ包括的な観点を持つことなど、

教育制度の改革を提案した。政策形成はまず、教育の現状を踏まえなければならない.成功を長続きさせる

ためには、アフリカが多様性を持つ大陸であることを、日本や国際社会は忘れではならない.ンドイエ氏は

自らの分析に基づき、1)国際社会が資金提供のコミットメントを守札2)より広いジョムティエンのビジョ

ンに立ち返り、 3)伝統的な縦割り主義を打破し、 4)長期的な援助計画を推進し、 5)政策の対話と知識の

共有を確保し、 6)能力開発の新たなビジョンを推進し、 7)外国パートナーの多様な長所を最大限に生かす

ように調整し、 8)教育開発の内発的なモデルの出現を推進することを期待して、講演を結んだ.

基調講演(皐田博光・東京工業大学副学長)

牟田教授は、日本の国際協力と2015年に向けて日本が期待されているととについて講演した.教授はまず、

1990年のジョムティエンの宣言以降、国際教育協力分野における日本のODAが増大したことと、今後の
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国際教育協力における JICAの基本方針について述べた.教授は、国際教育協力事業の成果が発現するには

時聞がかかると多くの人々が指摘しているが、他の長期的なプロジェクトでも同じ状況であるにも闘わらず

評価がきちんと行われているため、教育プロジェクトの長期的なインパクトや自立発展性を評価する乙とは、

実際に可能であると述べた.これまでの日本の評価結果によると、国際教育協力事業は、 1)教育インフラ

の整備、 2)初等中等教育レベルでの技術教育事業の教訓、 3)プログラム・レベルの国際教育協力事業評価、

4)政策レベルの国際教育協力事業評価などの具体的な成果が出ている.教授は、日本は2015年に向けて

BEGIN'の方向性を大きく見置す必要はないが、具体的な効果を出すために堅持しなければならないことと

して、 1)政策の実行、 2)プログラムに基づく体系的な国際教育協力、 3)援助協力のリーダーシップ、 4)

制度化とスケールアップ、 5)知識や経験の結集などを提言した.今年日本はFTIの共同議長国となるにあ

たり、自助努力を支援するために途上国政府のコミットメントを重視する BEGINの理念に基づいて具体的

な行動に取り組むべきであると、強調した。

パネルセッション

午後、 2つのパネルセッションが開催され、新たな視点で国際教育協力を考える必要性と、アフリカとア

ジアの教育協力における日本の役割について討議された.限られた時間ながら、会場からは多くの質問が出

て、熱心に議論された。各セッションの要点は次の通り。

セッション1: 

「あらためてアフリカの教育協力を考える 学校現場と教育政策」をテーマとするセッション1では、元

エジンパラ大学アフリカ研究センター長のケネス・キング教授がモデレーターとなり、世界銀行が支援する

F官やアフリカ東部・南部におけるユニセフの活動について専門家が報告した.

世界銀行FT1事務局のデズモンド・パーミンガム主幹は、FT1ができた経線およびFT1の方針を交えて

FT1について説明した。 FTIは、国レベルにおけるプロセスを通じて、技術援助および資金援助を提供する.

2007年の年次報告書は、1)アフリカにおいて総就学率が80%から 95%に向上した乙と、 2)FTIの中で

サブサハラ・アフリカの6カ国が、初等教育修了率の向上でトップの成績だったこと、 3)初等教育総入学

率が最下位だったアフリカの5カ国が、最大の増加を示したことなど、アフリカにおける成果を示している.

地域における学校の強化および教師の欠勤減少と勤務態度改善について、ケニアとガンピアの例をパーミン

ガム氏は紹介した.進展があった一方で課題も残っており、すべてのパートナーが開発途上国の優先事項に

対して効率的に協力し、正しいインセンティプを導入するよう、さらに努力しなければならないと、パーミ

ンガム氏は強調した。

ユニセフ東部・南部アフリカ地域事務所、基礎教育・ジェンダ一部門東南部アフリカ地域チーフの横闘祐

見子博士は発表内容を一部変更し、ケニアで現在起きている危機に言及した.横闘博士は2000年のダカー

ル合意以降の進展について報告する中で、就学率は課題の一部であり、教育へのアクセスと質の問題を全体

的に取り組む必要性があると語った。博士は、いつもどおりのやり方でなく、1)より統合した取り組み、 2)

分野横断的なアプローチ、 3)除外された子供たちを取り入れていく努力、 4)創造的で戦略的な方法、 5)

ガパナンスと平和構築のための教育の役割など、新たな戦略が必要であると主張した.博士は、ケニアで最
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近起きた学校の破壊について生々しく語り、子どもたちに壊された学校を見せまいとして親が迅速に行動し

早朝に瓦機を片づけたことを報告し、 5点目の重要性を強調した.最後に、子どもたちに投資することで

状況が改善すること、そのためにも初心に立ち返り、 EFAの努力を再活性化しなければならないと語った.

教育は人権であるととを認識し、平和のために子どもたちに投資するととによって、日本の提唱する「人聞

の安全保障」をめざす活動であるべきと述べ、教育開発は人間の安全保障を推進する重要な要素であり、そ

れを実現するためにも平和が必要であるとのメッセージで発表を締めくくった。

両者の発表について、会場から様々な質問やコメントが寄せられた.ドナーの長期的な関与を可能にする

「スロー・トラック・イニシアティプ」の提案や、代替の初等教育を提供する宗教系の学校の役割など、議

論は多岐にわたったo FTIに関して、自立発展性や質について懸念する声も上がったが、多くの参加者は、

子どもたちに教育の権利を提供する責任を園にとらせるための確固たる根拠となるものとしてFI1を支持

した.教育から何を得たいと期待するかや、生涯教育の概念についても質問が出された.日本に「専門学枕

のようなで技術支援や訓練を行う例を提供してほしいという要望も出された.

セッション2: 

「アフリカとアジアの教育協力 南南協力と日本の役割」をテーマとしたセッション2では、固際協力機

構(耳CA)人間開発部第一グループ基礎教育第三チーム長の石原伸一氏がモデレーターとなり、ウガンダ、

マレーシア、日本の3人の専門家が、アフリカ・アジア聞の協力事業や、とれらの南南協力の例に基づいて

今後の有望な教育協力の新しいモデルを構築するために、どのような役割在日本が果たすことができるかに

ついて発表した.

セッションの冒頭、石原氏は「授業」と「ネットワーク」を中心に、 JICAの例を示しながら、本セッショ

ンのテーマの背景を概説したo 30年にわたる JICAのプロジェクトを分析した結果、ほとんどが教室にお

ける「授業Iを中心としていることがわかった.特に日本の「授業研究Iのコンセプトは今やアフリカでも

アジアでも応用されているo rネットワーク」については、東南アジア教育大臣機構・理数科教育センター

(SEAMEO RECSAM)や、ウガンダでは国連大学(UNU)やユネスコなど、多くの組織がかかわり、理数

科教育を中心に取り組まれてきた。とのようなネットワークの成功は、アフリカ大陸だけでなく中南米でも

更なる協力につながり、ホンジュラスでは最近、教科書を出版している.このように南南協力は事実、日本

が検討すべき有望なモデルである.

ウガンダのマケレレ大学教育学部上級講師・カリキュラム教授法教科研究科長のマリー・ゴレッティ・ナ

カプコ博士は、南南協力における教育協力の傾向や意義について概説した。博士は、アフリカ大学協会(AAU)

やアフリカ地域大学問ネットワーク (USHEP!A)などによるアフリカ内協力の例を紹介した。ナカブコ博

士は、教育分野における日本の南南協力の役割について、日本が現在支援している1)基礎教育開発のため

のアフリカ・アジア大学問対話プロジェクト、 2)サブサハラ・アフリカにおける普遍的初等教育江JPE)

実施の研究のための南南協力ネットワー夕、 3)校内研修を通じて初等・中等教育の質を改善するための南

南協力ネットワークに関して概説した。アフリカ内南南協力を推進するためには、リソースの確保、南の調

整能力の開発と強化、アジア・アフリカ大陸における人材育成の支援を通じて日本がアフリカとアジアにお

ける能力開発の支援に取り組むことなどが必要であると主張した。

東南アジア教育大臣機構・理数科教育センター (SEAMEORECSAM)所長のアジアンT.S.アブドウラ

博士は、研修、研究開発、特別プログラム、出版など、同センターのプログラムと活動を報告した。とれら

のプログラムでは多くの参加者が、情報通信技術(ICT)の基礎的リテラシーや乗数効果について学び、視
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察や学校・施設見学、野外研修、授業の実践研究や公開講座などを体験した。同センターは研修前後にテス

トを実施し、コースの評価も行っている.今後の計画として、 RECSAMのコンサルタントをケニアに派遣

すること、 「アフリカ閥発のための新パートナーシップ (NEPAD)Jに対するマレーシアとJICA主催の研

修プログラム、 RECSAMがADEA理数科教育ワーキンググループ (WGMSE)に加入することなどを予定

している.

鳴門教育大学言語系(国語)教育講座の小野由美子教授は、個人的な視点および大学の視点から教育協力

について自身の経験を振り返りながら、互いに学べる乙とに関して梧った.小野教授は南アフリカおよびア

フガニスタンで活動してきた。また鳴門教育大学は瓦CA長期研修員を受け入れ、理数科の短期研修を提供

しているほか、アフリカから客員研究員を受け入れている.教授は、成功のカギは教員にあり、1)校内研

修としての授業研究、 2)研究開発学校の指定、 3)教員としての経験が豊かな校長の任用が、教員と教授法

の質の改善に有効であるとした。教授はまた、フィリピン、イン戸ネシア、ベトナムにおける授業研究を通

したアフリカとアジアのネットワークを提案した。最後に、人材開発の共同研究によって知識を広く豊かに

するのに、教員養成機関は独自の貢献ができると教授は結んだ.

発表に続昔、会場から多くの質問とコメントが出された.多くの参加者が自らの南南協力の経験を語った

一方で、南南協力について初めて聞くという参加者もいた。南南協力のためにリソースとODAの支援をマッ

チさせることに関して懸念も述べられたが、将来的な方向性として、すでにJICAが関わっている事業を日

本が支援し発展させるものとして、全体的に見て南南協力の構想は、非常に前向きに受け入れられた.その

ほか、現地の言語で教育が行われている地域から日本は多くを学ぶことができ、南南協力を支援することは

日本にとっても利益があるという指摘もあった.日本における校長の任命に闘する質問もあった。最後に、

モデレーターより MDG達成の次のステップとして、授業の質向上への取り組みが大変重要であること、また、

多様な関係者がオール・ジャパンとしてどのような方向性を目指すかというビジョンを描く必要性が訴えら

れ、セッション2が終了した.
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【基調講演】

r2015年の折り返しの年に教育協力と日本の役割に期待すること」

ママドゥ・ンドイエ

アフリカ教育開発連合 (ADEA)事務局長

セネガル政府の識字・国語推進大臣 (1993-1995年)、同基礎教育・国語大臣を歴任 (1995-1998年)0

2001年より現職o 1965年に小学校の校長に就任後、中等教育および教員養成大学の教員を長年にわたり

務める.アフリカ教育訓練開発機構<Associationfor也eDevelop血阻.tofEducation姐 dT:岡田泊ginAfrica 

ADEF)事務局長(1992-1993年)0キンシャサ大学において教育研究訓練のPost-Univ'開 ityDiploma 

(F阻A)(博士号に相当する)を取得。アフリカの政府間組織である成人教育・識字地域協議会会長、世

界銀行経済開発研究所の外部諮問委員、ユネスコ教育研究所(現ユネスコ生涯教育研究所)理事を歴任.

Pro，司pect.湿の編集委員.
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f2015年の軒り揺しの年に教育協力と日本品種割紅葉富持することJ

ご3転席の皆様

友人、ご参加の皆様

ママドゥ・ンドイエ

アフリカ教育開発連合 (ADEA)事務局長

ADEA事務局長として、との国際教育協力日本フォーラムに参加できるととを光栄に存じますo ADEA 

は22の開発機関およびアフリカのすべての教育大庄が加親しています。その主な機能は、アフリカの教育

開発のために、課題、政策、改革の戦略に関して、すべての関係者の対話と共通理解を推進するととです。

このため、国際教育協力日本フォーラムにお招きいただき、お話しする名誉な機会をいただいたととを、

日本の文部科学省および外務省、筑波大学、広島大学に心より感謝申し上げます。教育開発は各国政府が最

大の責任を担っているととは確かですが、貧図国の成功と失敗のいくつかは、膝史的に日本を含む国際開発

協力にも起因してきました。特1;::アアリカの場合はほとんどがそうです。外国からの援助が、有効である場

合も誤った方法が続く場合も、大きな影響を及ぼしているからです。との国際的な連帯という観点から、私

はアフリカの教育の現状について概説し、とのような状況において求められる改革と、期待される国際的な

支援について、お話ししたいと思います。また国際的な支援に関連し、日本の開発協}]について期待すると

とを、いくつか述べたいと思います。

まず、今日のアフリカの現状について考えます。

1. 発展と成功

この間に対する答はほとんど、アフリカが様々な函で他の地域より遅れているととを強調するのに留まっ

ているように思います。このような狭い比較考察は、統計の平均値にアフリカの多様性が隠されてしまうこ

とが原因です。実際には進歩も成功もあるにもかかわらず、全体的に暗い様相が示されるので、アフリカの

悲観主義仏企o-pessn1llS盟)があおられ、進歩や成功が統計の陰に隠れてしまいます。まず、 z:れまでの前
進を見ることによって、どれだけ進歩したかを客観的に測るととができ、残された課題が評価でき、将来の

見過しを立てることができます。

成功の終結

植民地という不利な状況があったにもかかわらず、 1960年代から凶70年代の半ばにかけて、新しい独

立国は、教育開発を促進するために大きな努力を強いられました。特に、植民地統治を迅速に引き継ぎ、ア

フリカの人格(pe民泊n訟にとって有害なイデオロギーの固定観念を取り除く役割を担う、中級および上級

の管理織の訓練が急務でした。この期間、生徒数は年間平均 5%伸びていました。いろいろな点で、これは

非常に高い伸び撃でした。とれほど高く伸びた地域は他にありませんでした。

しかしその後、比較的停滞した時期がありました。主に 1980年代のことです。 1970年代の中頃に起き

た石油危機による経済危機と、学齢人口が大幅に増加したためです。サブサハラ・アフリカにおける一人当

たりの国内総生産 (GDP)は、この時期、毎年1.1%減少しました。 1鉛 O年から 19的年の問2に、初等教
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育の生徒数は年間 2.5％増えましたが、学齢児童の総数は、それを上回る増加率（3.1％）でした。そのため、

アフリカの初等教育の総就学率（GER）は、1980 年は 79.5％でしたが、1990 年は 74.8％に減少しました

（UNESCO 1999）。この平均の傾向を詳しく分析すると、17 カ国で初等教育の就学率が減少した時に、20

カ国では増加しました。また中等教育の総就学率は、1980 年の 17％から 1990 年には 22％に増加しました。

特に女子の就学率は 12％から 19％へと 7％増えて、男子の +3％（22％から 25％）より高い伸び率でした。

モーリシャス、ナミビア、南アフリカでは生徒数が約 60％も大幅に増加した一方、10％未満の増加率の国

が 8 カ国ありました。データがある 14 カ国のうち 11 カ国では、初等教育から中等教育への進学率が増加

しました。ボツワナでは顕著に伸びた一方、スーダンとコンゴ共和国では大幅に減少しました。

　同じ期間に、高等教育の就学率はほぼ倍増し、全般的に1.6％から3％になりました。男子は2.5％から4.1％

に増加しました。女子は倍以上増え（0.7％から 1.9％へ）、男子（2.5％から 4.1％へ）より高い伸び率でし

た。3カ国を除いて、アフリカのすべての国で、人口 10 万人あたりの高等教育学生数は大きく伸びています。

特にボツワナ（10 万人当たり 119 人から 299 人へ）、カメルーン（135 人から 288 人へ）、モーリシャス（197

人から 330 人へ）、ジンバブエ（127 人から 588 人へ）では高い伸びを示しています。国内の高等教育機関

における学生受入人数が増えたため、ほとんどすべてのアフリカ諸国で、国内で勉強する学生（1980 年に

は約 20％）に対して外国留学で高等教育を受ける学生の割合が大幅に減りました。モーリシャスがその顕

著な例で、1985 年の 320.8％から 1995 年には 29.4％になりました。　

　教育制度のすべてのレベル（初等から高等まで）において、教員を増やすために大きな努力が払われました。

1980 年から 1990 年の間に�、その数は幼児教育では 38,000 人から 101,000 人に、初等教育では 1,307,000

人から 1,720,000人に、中等教育では338,000人から 676,000人に、高等教育では43,000人から 78,000人に、

それぞれ増加しました。大方の印象とは反対に、生徒対教師の比率（教師 1人あたりの生徒数）は、この間、

全体的に改善しています（表 2.1 を参照）。

表2.1. 生徒対教師の比率(1980年, 1990年, 単位：％)　 

幼児教育 初等教育 中等教育

1980 41 39 27

1990 32 37 22

出典 : UNESCO 2002.

　統計がある国の状況は様々でした。1990 年の統計では、初等教育の生徒対教師の比率は、18 カ国で 40

より少なく、18 カ国では 40 より多い数字でした。例えばブルネイでは、初等教育の教師 1 人に対する生徒

数は 37 人から 67 人に増えましたが、エチオピアでは、同じ数字が 64 人から 36 人に減りました。中等教

育では、教師１人あたりの生徒数は、ベナンでは 45 人から 29 人に減りましたが、マリでは 28 人から 45

人に増えました。

　世界的には、この数字の改善は、国民総生産（GNP）に対する教育費の割合を増やすように努力された

ため（1980 年から 1990 年の間に 5.1％から 5.3％に増加）と、特にフランス語圏の国々では、GDP に表

れる教員の給与が下がったことによって単位コスト（unit costs）が減少したためと説明できます（Mingat 

�  1980 年から 1990 年のデータは、2002 年 12 月 2 日から 6 日までタンザニアのダルエスサラームで開催

された MINEDAF 会議のためにユネスコが作成した基礎資料による。　
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2004)。実質、 GNPに対する教育費は、ガンピア、ケニア、レソト、マラウイ、モーリシャス、セネガル、

南アフリカ、スワジラン戸、タンザニア、ジンパブエにおいて、かなり増加しました。ゆ君。年の時点で、

各レベルにおける教育費の内訳を見ると、幼児教育と初等教育に教育費の 50%以上を支出している国は7

カ国でした。教育費のカテゴリー別内訳は、教員の給与 (40%から 90%)や学習教材(10%未満)でした。

単位コストは、一人当たりのGDPに対してコモロの0.1からエチオピアの0.37までで、少数の例外を除いて、

高等教育の場合、エチオピア、ギニア、マラウイ、ブJレンジ、スワジランド、ジンパブヱで一般的に減少し

ています。

データの傾向を見ると、サブサハラ・アフリカからサハラにかけて、 1980年から目的年の問に、教育

開発にかける努力が均等ではなかったととがわかりますα1官官。年にジョムティエン会議が関かれる直前に

は、アフリカの子どもの4人に l人が初等教育を受けられず、アフリカの成人の2人に 1人 (48.7%)が、

読み書きができませんでしたロ教育鱗皮肉の効率の悪さは、高い留年里告と中途退学準にはっきりと表れてい

ます。生徒の2人に 1人は初等教育の最低限の学力を身につけないままで終わっています。とれも留によっ

て状況が異なります。留年率は、 15カ国で20%以上、ぞれ以外の吉カ国で30%以上でした。英語濁の国#

に比べて、一般的にフランス語圏やポルトガル話題の国#では、ずっと高い留年率でした。セイシニEル、スー

ダン、ジンパブヱを含め、いくつかの国々では自動進級制を導入しました。

が1jfjJ(!J

EFAに関するジョムティエン会議は、広く訴えるよい機会であり、就学率向上を加速する重要な機会だ

と考えられました。 2000年にダカールで開催された「万人のための教育(EFA)J世界会議、モントレー会議、

ミレニアム開発日様 (MDGs) と子どもの権利に関する函連総会 (2∞日年)は、教育を基本的人権とし、

貧困との戦いや経済や社会の開発表推進するために必要な要素と考え、教育に対する国際的なコミットメン

トを確認し強調しました。

アフリカにおける成果は、日的年から目的年までと、均的年から 2004年まででは、大きな違いがあ

ります。サブサハラ・アフリカにおける初等教育の生徒数の年平均増加率は、 19初年から 199宮年は3.2%

でしたが、 1吉9宮年から 2004年は4.9%でした (UNESCO2003b. 2004， 2007)。さらに、アフリカでは

1990-91年度から 2002-03年度の間4に、すべての教育レベルで生徒数が増加しました。 1官官。年代の初めは、

ゆっくりとした前進でしたが、 EFA針画、制度面や技術面の能力 (capacity)向上、教員の採用や初任者研

修の改革、女子の就学率を上げ全体的に平等な機会を推進する戦略、学費の撤廃、管理の分権化、参加型ガ

パナシスなど、新たな支援政策が策定されて、進歩が加速しました。そして非常に重重要だったのが、経済成

長の回復を反映させたり、教育予算をこれまで以上に優先したりするととによって、教育に対する財務支出

を増加し、教育分野に対する GDPの割合を増加するという政策でした。

1990-91年度には、アフリカの子ども全体の4分の l近くが、小学校 l年の教育も受けられませんでし

たが、 2002-03年度の統計では、その数字は学齢期の子どもの 10%未満でした。 2002-03年度の総就学

率 (GER)は95凶8%(表2.2)で、サブサハラ・アフリカにおける学校の受け入れ能力は大きく向上しましたe

2002-2003年度には、データのあるアフリカ諸国のうち 23カ国で、すべての学齢期の子どもを学校に受け

入れられる収容能}jがありました。総就学翠 (GER)が50%未満だったのは、 2カ国(ニジエール、ジブチ}

のみでした。小学校の修了率については、ほとんどの国において、との期間に顕著に向上していますa 例外
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はブルンジ、コンゴ民主共和国、ケニア、ザンビア、ジンバブエでした。その反対に、モーリシャスやセイ

シェルでは、普遍的初等教育がほぼ達成されました。それに対して、中部アフリカの平均の数字は 56.5％、

西アフリカは 52.2％で、遅れている地域となっています。男女平等についても、2002-03 年度の総就学率は、

女子が 95％、男子が 98.4％で、1990-91 年度（女子 68.3％、男子 86.7％）に比べて改善されています。修

了率のジェンダー平等指数は、2002-03 年度に 0.87 でした。総入学率（GIR: gross intake rate）（表 2.2）

を考慮すると、この指数は 0.95 に上がります。この点においても、前者の数字に関しては、少なくともア

フリカ諸国の 3 分の 2 は、0.80 より大きい指数を記録しています。後者の数字は、初等教育における男女

平等の改善が明るい見通しであることを示しています。

表 2.2. 初等教育における総入学率（GIR）(％ )

1998–99 2002–03

全体
男

(M)

女子

(F)

GPI 

(F/M)
全体

男

(M)
女子(F)

GPI 

(F/M)

南西アジア 105.1 111.2 98.5 0.89 105.6 108.1 105.6 0.98

東アジアおよび太平洋 108.4 112.5 104.2 0.93 110.8 115.0 108.0 0.94

サブサハラ・アフリカ 88.7 91.3 86.1 0.94 95.8 98.4 94.9 0.96

先進工業国 100.3 101.1 99.6 0.99 99.4 100.5 98.3 0.98

開発途上国 104.2 104 104.7 1.01 104.3 106 102.1 0.96

移行国 93.7 92.7 94.8 1.02 102.6 102.7 102.5 1.00

世界全体 101.1 102.0 100.2 0.98 101.1 100.2 102.1 1.02

出典: UNESCO 2006. 310                                        　　　　　　　　   注: GPI = ジェンダー平等指数

　識字については、アフリカは世界で最も大きく前進しています。1990 年には識字率が 50％でしたが、

2000 年から 2004 年には、アフリカの 3 分の 2 近く（60％）が読み書きができました（表 2.3）。アフリカ

諸国の過半数が、力強く前進しています。男女差は存在しますが、平等に向けて大きく改善しています。特に、

女子のほうが男子より識字率が高いレソトや、セイシェル、ジンバブエ、ナミビア、ボツワナなどでは顕著

です。アフリカで、成人の識字率が最も高いのが中部アフリカ（73.7％）、次いで東アフリカ・インド洋諸

国（62.4％）です。

表 2.3. 開発途上国における 15 余年における識字率

1990 (％) 2000–04 (％ )

北アフリカ 48.1 59.6

サブサハラ・アフリカ 49.7 60.9

中南米・カリブ海 85 89.3

東アジア 79 91.3

南アジア 47.5 58.5

東南アジア 84.1 89.2

西アジア 67.3 76.4

オセアニア 62.8 71.6

出典 : UNESCO-Breda 2005, 72.

　全体的に、中等教育（前期および後期）についても、アフリカ諸国は 1990-91 年度から 2002-03 年度の

間に�、大きく前進しました。総就学率（GER）の平均は、7ポイント向上し、28.3％から 35.4％になりました。

� 1990-91 年度から 2002-03 年度の数字は、UNESCO-Breda (2005) の資料による。　
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進学率もかなり改善しました。1990-91 年度に、中学 1 年に相当する年齢層の若者の 28％が中学 1 年生に

入学しましたが、2002-03 年には、18 ポイント増加し 46％になりました。高校 1 年生への進学は、それほ

ど顕著に向上しませんでしたが、それでも 18％から 22％へと大きく伸びました。

　大方の考えに反して、アフリカにおいて 1990-91 年度から 2002-03 年度の間に、学生数が相対的に最も

増えたのは高等教育でした。この期間に、高等教育に在学する学生数は、人口 10 万人当たり 232 人から

449 人に増えました。これは 94％の伸びです。3 カ国を除いてアフリカ諸国はすべて、大幅に増えましたが、

特に東アフリカ・インド洋諸国（180％）と西アフリカ（100％）で特に顕著に増えました。モーリシャス、

マリ、コモロ、ジブチでは 300％以上の増加率でした。

　この分析からいくつかのよい傾向がわかります。アフリカは、次の点で前進しました：

• 教育のすべてのレベルで（初等から高等まで）、生徒の受入能力がかなり増えました。これによって、

教育へのアクセスが増える見通しが明るく、アフリカにおける卒業者数も将来的に増えることが期

待されます。

• 進学率が改善され、教育を継続する生徒が増えました。この傾向によって、生徒の進級状態を管理

しやすくなるはずです。特に就学期間を延ばすことができるようになり（初等教育プラス前期中等

教育）、後期中等教育へのアクセス向上から始めて、高等教育への入学許可が合理化されるようにな

るでしょう。

• 男女平等が加速的に改善されています。入学受入数が増えると共に進学率が向上し、一般的に特に

女子の就学が改善されるでしょう（表 2.4）。

• 国家予算の教育費が増え、外国の援助も増えました。

• 識字率が大幅に改善されました。

表 2.4. サブサハラ・アフリカにおける教育へのアクセスの進展 ( 総就学率、単位：％ ) 1990-91 年度と 2004 年

初等教育 中等教育 高等教育

1990–91 2004 1990–91 2004 1990 2004

男子 女子 全体 男子 女子 全体 男子 女子 全体 男子 女子 全体 男子 女子 全体 男子 女子 全体

SSA 86.7 68.3 77.5 96 85 91 22.6 17.8 20.1 34 26 30 2.4 0.9 1.6 6 4 5

世界 105.7 93.1 99.5 109 103 106 55.4 46.1 50.7 67 63 65 10.0 18.8 14.3 23 24 24

出典 : 1990-91 年度の数字は UNESCO 2002 から。初等教育は表 6、254、中等教育は表 7、252、高等教

育の 1990 年の数字は、 UNESCO 2003b、表 8、358。2004 年の数字は、 UNESCO 2007 から。

初等教育は表 5、269、中等教育は表 8、293、高等教育は表 9、300。

注 : SSA = サブサハラ・アフリカ

長引く課題・新たな課題

　すでに述べたような進歩があったにもかかわらず、あるいは、そのような進歩によって、長引く問題や新

たな問題が出てきました。全体的には、ほとんどのアフリカ諸国で前進していますが、これらの国々が教育

－開発－教育の好循環に入るためには、国民全体の知識とスキルのレベルを上げ、技術的な変化や姿勢をよ

りオープンに受け入れる必要があり、まだ遠い道を歩まねばなりません。それに加えて最近、早急に対処し

なければならない新たな課題が浮上してきました。すなわち、普遍的な初等教育を実現するために学齢期の

児童の「最後の 4 分の 1」を就学させると共に、初等教育修了後の教育への権利を拡大するという緊急の需

要に応えることです。開発の様々な段階をサポートするために、生産手段の向上と導入が求められており、

グローバリゼーションの力がますます強く作用しています。これが最も顕著に現れているのが、情報通信技
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術（ICT）革命の世界的な拡大です。

教育を受けた市民の不足 

　最近の進歩にかかわらず、持続可能な経済成長のサイクルに入るためには、教育を受けたアフリカの人々

が、まだ不足しています。アフリカ大陸の非識字率は 40％で、世界で最も高い地域です。それに比べて世

界平均はずっと低く 18％です。アフリカの非識字率は世界平均に比べてはるかに高いだけでなく、開発途

上国が多く存在する地域も含めて、世界のどの地域よりも遅れています。

　2001 年に、先進国全体の平均就学年数が 12.8 年だったのに対し、アフリカ大陸の平均就学年数は推定 6.8

年でした。全体的な教育開発指数は低いままです（表 2.5）。アフリカでは、最初から不利な条件があったの

に加え、現在の障害（エイズ、戦争や内戦、デジタル・ディバイド、科学格差など）の克服が難しい状況で

すが、アフリカ諸国は、歴史上の遅れを取り戻すために、教育と訓練を加速する課題に取り組むことが不可

欠です。そのためには、各国の実情に合わせて、優先事項は何か、どのような投資がどの程度必要かを判断

しなりません。教育制度の開発には全体的な取り組み（holistic approach）が必要ですが、より遅れている

国々は、取り組みの中心に基礎教育を置き、基礎教育を優先しなければなりません。そして実際、これらの

国のほとんどがアフリカにあります。

表 2.5. 2004 年 EFA 開発指数

EDI SSA の国の数 SSA の国

高い EDI 世界 47 カ国のうち 1カ国 セイシェル

中程度の 

EDI
49 カ国のうち 8カ国

ボツワナ、カーボベルデ、モーリシャス、ナミビア、南アフリカ、

スワジランド、ザンビア、ジンバブエ

低い EDI 29 カ国のうち 21 カ国

ベニン、ブルキナファソ、ブルンジ、チャド、ジブチ、赤道ギニア、

エリトリア、エチオピア、ガーナ、ギニア、ケニア、レソト、マ

ラウイ、マリ、モーリタニア、モザンビーク、ニジェール、ナイジェ

リア、ルワンダ、セネガル、トーゴ

出典 : UNESCO 2007, 表 1, 200-01.

注 : EDI = EFA 開発指数 ; EFA = 万人のための教育 ; SSA = サブサハラ・アフリカ

教育レベルの不均等な分布 

　アフリカでは、教育を十分に受けていない人々が均等に分布しているわけではなく、開発基盤の障害となっ

ています。これは平等の問題だけでなく、開発の問題でもあります。教育は、専門家としてのスキル、テク

ノロジーの変化への柔軟な対応、仕事の生産性、社会資本の拡大、経済成長などに影響を与えるからです。

労働力は、いわゆるインフォーマル経済セクターに大量に投資されるので（都市および農村部）、教育や訓

練の不足によって、このセクターが最も影響を受けます。実際、最も大きな社会格差は、農村部で顕著です。

農村部にアフリカの人口の過半数（71％）が居住しており、2000 年に、農村部における総就学率（GER）

は 70.9％、初等教育の修了率は 28％でした。それに対して都市部では総就学率が 103.5％、初等教育の修

了率が 61％でした。2000 年の調査では、最も貧しい 20％の層の多くは農村部や都市の周辺部に住み、総

就学率が 63.1％、初等教育の修了率が 23.4％でしたが、最も豊かな 20％の層では、総就学率が 106.7％、

初等教育の修了率が 68.6％でした。このように、アフリカ諸国の経済の社会的基礎となる最も幅広い層で、

教育とスキルのレベルに弱さを抱えています。これらの格差に加えて、男女の不平等が根強く残っています。

女性が重要な役割を果たす、健康、栄養、家族レベルの人口調節などの面に社会的な悪影響があり、格差を
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さらに広げています。これらはマクロレベルの経済成長や社会開発・人間開発の要素に影響を与えるため、

影響は甚大です。さらに、社会的な一体性や民主的な市民の育成にも悪影響し、それらが欠如しているとと

が、頻発する戦争や内戦の根底にある原因にもなっています。

/1;語家事'tJ:議tit:紙夕

アフリカでは、効率が低いため教育のリソースが非常に無駄になっていますa 留年や中途退学の率は特に

高く、中でも初等教育では高い率です。その結果、 2002-03年度では、小学校に入った児童の40%が小学

校を修了しませんでした。 19宮0-91年度には、との数字は49%でした。留年や中途退学は、ぞのまま継続

率や修了率の低下につながります。留年は中途退学の原因となるととがわかっています。早いうちに小学校

からドロップアウトした犠牲者のほとんどが、非識字への道を引き返してしまいます。すなわち、少ないリ

ソースで就学率の向上を図らなければならない中、大きなニーズに応えるためのリソースが不足しているた

め、逆戻りが起きているのです。多額のリソースを費やして、アフリカの児童の就学を目指して努力され

てきましたが、児童の40%近くが初等教育安修了する前に中途退学します。投資が無駄になるだけでなく、

アフリカの普遍的教育の実現に大きな障害となっています。すなわち、就学率の向上を加速するのに取り組

むと同時に、留年と中途退学を抜本的に削減する戦略を立てて、教育制度の効率を高めることが必要です。

長fldN

低い質は、教育制度をとりまく効率に悪影響を及ぼします。産業界の場合は、商品の 50%が市場の要求

を満たさなければ、どうなるでしょうか。採算の合わない事業を閉鎖するようには、アフリカの学校は閉鎖

できませんが、小学校を修了した児童の半数が基礎的な学力を身につけていない状況は受け入れられません。

学)Jの成果安大幅に向上させるととが緊急に必要です。克服しなければならない障害として、研究や考察が

指摘しているのは、教員や指導主事の資格が弱いとと、学習教材の不足、授業時間・学習時間の不足、不適

切な学校管理などです。まだ学授は十分に子どもたちを受け入れられる態勢にありません。子どもたちも学

ぶ態勢になければなりません。幼児教育のプログラムはアフリカの教育制度の中で弱い部分ですが、将来入

学する児童量が、縫長筆頭でも栄養面でも、また知校・愛情・肉体的な可能快に目覚めているという点でも、学

校に来る態勢が整っているように守るために、幼児教育の充実は重要な課題です。

重きにJL;::-tJ: t j幸苦正君主?の学芸ヂ

アフリカでは、学校で学ぶことが必ずしも役に立っていません。アフリカ社会の実情とニーズに合った教

育にしなければならないことは、当初からアフリカの脱植民地化の決定的要素とされてきました(I路1年

の教育に闘するアジスアベパ会議入しかし、アフリカ諸国のほとんどは、アフリカの人格 (perso盟.a)にとっ

て最もショッキングな植民地イデオロギーの要素、特に綾史と文学に、少々手を入れて削除するだけで済ま

そうとしました。ごく少数の国#は、新たな経済的社会的ニーズに基づいて抜本的な改怒号を計画し実行する

ことを目指し、優れた政治決断をしましたが、そのために必要な、未知の領域を探求する専門性がありませ

んでした。これらの実験は、ほとんど直感に基づいて行われ、ほとんど成功せず、困難に箆面したり中断し

たりしました。初等教育、中等教育、大学教育の伝統的な百科事典的博識知識や形式主義は、植民地を支配

していた国身でも、すでに廃れていましたが、ほとんどのアフリカ諸国で広く続いていましたα 地域社会や

個人の希望や期待や、民間経済 (popu1areco盟G血がや国家開発のごーズを考えると、学校や訓練プログラ

ムで教えられていることは時代遅れで、日常生活や仕事や社会的慣習の問題を解決するのに役に立たないと、

一般的に考えられましたα
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教育制度のすべてのレベルで、教育と、それを取り巻く経済、文化、社会との関係は弱いものでした。乙

の関係が、学習や訓練、行動や省察、建設、変化の基礎となるとは、あまり考えられていませんでした。と

れらと向き合い緊絡に相互作用し合ってこそ、教育は開発に重量献できます。アフリカ社会の中で教育制度が

解離した状態は今も続いています。その証拠i之、正式なカリキュラムのほとんどは、アフリカの言語や地域

校会の知識安教えていませんa

マクロ経済の観点からも、教育計画は国家の開発計画にほとんど入っておらず、内発的発展の可能性を伸

ばすアプローチを醸成するとともありません。との点で、高等教育や研究は、アフリカの状況で役立つ情報

や能力を創造し普及する使命をほとんど巣たしていませんa グローパリゼーションの中で、アフリカの高等

教育や研究は、大陸全体の教育制度と同様に、弱体化した科学的・技術的プログラムの悪影響校受けていま

すa 弱体化の徴候は、技術教育や職業訓練の分野で特に顕著です。とれらの分野では近年その傾向が悪化し、

中等教脊でこれらのプログラムが大幅に削られていますα また、とれらの分野の研究は、各国の経済開発や

職業の現状やニーズと無関係に行われていることが、しばしばあります。

経済、社会、政治、文化に役立つように、学習の日的、内容、プロセスが期待遇りの成果そ出すように、

アフリカの教育制度や訓練制度の指針を決め、構築し、計闘するにあたり、とこれらの問題は大きな課題となっ

ています。ここでも、問題の性質や範囲は、アフリカの各国の状況によって異なります。自国の現状やニー

ズに合わせた教育制度にするため、大きな改革を何年にもわたって実施してきでいる国もあります。とれら

の国々の改革は、最終段階にあります。一方、改革を実施するのが遅れ、まだまだ改革を継続しなければな

らない固有もあります。また、様々な理由で、実効のある改革に着手できていない国々もありま寸。

課題は、まだすべて分析されていません。また課題は各国の教育制度に、それぞれ異なった影響を与えますe

どのような改革がまず必要か、具体的な優先事項を決めるためには、状況をきちんと把援することが不可欠

ですα 最も期待できる政策は、具体的な課題に合わせて戦略を立てたものです。質唱を伴わずに教育へのアク

セスや平等を図つでも、なぜ教育が必要か、つまり学習の成果が明らかにされなければ、努力やリソースの

無駄になります。アクセスや平等を伴わずに質の向上を図れば、教育制度は社会の不平等を再生産し強化す

るものになります。質を伴わずに妥当性を追及すれば、平凡な認知経験論{叩伊itive悶 lpiricism)への墜

落になりがちです。妥当性を伴わずに質の向上を目指せば、意義も有用性も明確にわかちないまま、フォー

マルな知識の習得を守るととになります。質が伴わないまま効率を追求守ると、学習の成果が評価されたと

たんに失われてしまい、幻の成績となってしまいますα そのため、全体のダイナミックなJJを推進する触媒

的な相互作用を通じて、飛躍する効果を生み出すためには、これらの戦略を組み合わせることが非常に大切

ですα その観点に立っと、すべてのニーズに取り総むのに必要なリソース悲動員し、教脊制度の改善唱を計画

し、様々な優先事項に対して効果的に資金を配分するなど、他にも多くの課題が出てきます。さらに、この

改革の構想と実施に必要な、すべての主体やパートナーを参加させ賓任を持ってもらうように、教育制度や

学校の統治メカニズムを構築する課題もあります。

教育制度改革

教脊制度は、内側も外側も変える必要がありますα 日本を始めとする国際開発協力の貢献は、これらの変

化をもたらす支援の効果によって評価するべきですα アフリカが国際援助に期待することを、よりよく理解

するために、国際援助団体は、アフリカの教育開発がE室蘭する課題に取り組むために、どのような変革が必

要かを明らかに守る必要があります白
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訴事の-IflR9I.土方舟

アフリカの教育改革の全体的な方向は、具体的な変化が一貫して継続的にもたらされるよう、長期的な視

野に基づくものでなければなりません。世界経済にうまく統合されるように、アフリカは知識と改帯に焦点

を合わせた開発戦略そ策定し、段階的に実施しなければなりません。知識を中心とした「生産と交換Jの競

争的なグローバル z システムの要求に焦点を合わせる必要があります。優先事項、計画、資令調達など開発

戦略の中心に、教育を位置づけるべきです。教育制度の構造改革は、科学的，技術的な)({t.を広く普及する

ことを目指し、次のような戦略目擦を持たなければなりません。

・知識、テクノロジ一、管理能力を備えた科学的な人材集団を育成する。
@ 教育を提供するあらゆる方法安開発し動員する(フォーマル、ノンフォーマル、インフォーマル、対面、

遠隔、自由学習)。そのために、膨大なICTの機会を活用して、生涯学習を推進し、知識社会を構築

し、オープンでダイナミックな文化を推進する。

・内発的発援の可能性を生み、成長の促進と対外的な交換価値の向上に賞献する、科学技術の研修、
研究、革新を開発する。

長期的に取り組むためには、アフリカは、科学技術の予算と朔発への投資を増やすために新たなパートナー

シッブを構築しなければなりません。そのためには、オープンで柔軟に適応できる状況が現地になければな

りません。このような内発的な能力を訓練するには、まず現殺のシステムを変えて、現地の現状とニーズを

認識し考慮することが必要です。ぞれが開放さと適応力を培う出発点となるでしょう。

とのような弁証法的な観点から、アフリカの教育制度を根付かせながら同時に開放するととは、お互いに

矛盾することではなく、緊密に関連していますα 根を下ろすとと{および集中すること)は、自己の内に引

きともるととではなく、自分の立場と役割、自分の価値や社会習慣、自分の長所や短所、自分のリソースや

ニーズ唱をよく知ることです。他者と有意義な交換ができるようになるためには、根安下ろすととが必要です。

教育制度の場合、学校とアフリカ社会が最初から解離している現状を考慮しながら、全体的に改革をするこ

とです。アフリカの言語を、二カ国語教育の枠組みの中で、指導に用いる第一言語とすること、カリキュラ

ムの中に現地の知識を取り入れること、周辺の状況と学習を関連付けるととなどが、教育の修得を容易にす

るための要素となります。これらのプロセスは、変革に表される観察と実験の分野そ概念的に理解し開放す

るために必要な、菌感的な基礎となります。とのようなプロセスを経て、科学知識を広く普及させ社会を技

術的に開放することによって、母言語を読み書きできる環境が作られます。そのような知識や情報の源ができ

ると、アフリカの文化と世界の他の;文化の簡にダイナミッタな交流が必然的にもたらされるでしょう。そう

なれば、変化しないアフリカというアイデンティティの神話に縛られている状況安打破できるでしょう。

これらの戦略的な改革のオプションが提示されれば、どのような変化を選択するか、どのようなリズムで

変革していくかは、進歩の状況や各国の実情や現状やニーズによります。上記のような課題を考えると、幅

広い可能性があります。アフリカや他の地域で分析された経験を考察すると、教脊制度の各レベルにとって、

次のような傾向が最も有望だということがわかります。

差t'i8H9l11若手設庁のぎ成

万人に平等のアクセスを提供し、普遍的初等教育の実現に向けた取り組みを加速する政策を断酒として実

施しなければなりません。ぞれには、万人に質の高い教育を提供するという日擦後忘れてはなりません。そ

のような政策は、教育を受けられない人々(女子、農村部の子どもたち、貧しい人々、遊牧民、孤児、身体

障害者}のために次のような戦略を立てること意味します巴

(a)スクールマッピングを改善し、必要に合わせて複式学級を導入するなどの再編によって、学校を家
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庭に近づけるa

(b)現地のニーズをカリキュラムや学校の予定に反映させる。

(c)現地の言葉や文化を取り入れる。

差別是正政策は、これらの戦略を効果的に補います。例えば授業料無料の政策、奨学金、給食プログラム、

必要としている子どもたちにより厚く資4訟を提供することなどです。さらに、樹皮肉の効率安高め、学習の

成果を向上するために、とれらの戦略や措置を組み合わせるのもよいでしょう。従来は「エリートの選別と

訓練」という考え方によって、教員の言手紙や生徒の進学決定がしばしば行われてきましたが、「万人の成功」

が、ぞれにとって代わらなければなりません。そのためには、訓練を受けた熱心な教員を配属し、必要な数

の本や教材をそろえ、子どもたちの学習に対する姿勢を育くむなど、質の高い学習のための基本的な諸条件

を強化する必要があります。あとは、各学校のダイナミックなカによりますが、ぞれ自体、車の根の主体に

よる管理とアカウンタピリティの質によりますα ぞれはスキルと鋭り当てられたリソースに従います。つま

り、学授の管理職に対する研修や、学校内における「質の文化Jの制度化が重要です。また分権化も重要です。

分権化により、学校の自治や、関係者や蹟擦の受益者に対するアカウンタピリティや、彼らによる自助努}j

が強化されます。

家主Fの震嘉手韮tJtI.ご~$d9.どぶJ主 QI::I:Ì

初等教育が進歩するにつれて、家族や共同社会や国を教育する必要性が高まってきましたα 初等教育安修

了1ずる生徒の数は、 2015年までに 3倍になると推定されています。とのような拡大に応えるために、需要

に従って義務教育期間を延長する動きが多くの国々で起きており、基縫教育のプログラムを昌年、吉年、 10

としています。その中で前期中等教育の拡充が始まっています。アフリカの数カ留の統計で、前期中等教

育へのアクセスが拡大する傾向にありますが、ぞれもとの動衰の一部です。

しかしエリートのモデルから大衆モデルへの移行には、多くの問題が伴いますa 問題解決のために、改革

を立案し方向を定め、うまく実施しなければなりませんa 教員、教室、設備、教材などを大幅に増やす必要

があるため、現地のリソースに合わせたモデルにしなければなりません。とれらの戦略を、より幅広く、よ

り費用効率よく用いることによって、リソースが限られている国々も、資命的に実行可能なものにしなけれ

ばなりません。学校の建設と管理の分権化は、コミュニティの参加を促し、支出の効率を上げまず。ブル

ネイにおけるコミュニティの中学校や、セネガルの近隣中学校 (thelower-時四ndaryschools of proximity) 

の例もそうです。

若者が現有や将来に議面する問題にうまく対処するために必要なスキルを身につけることがで護るよう、

カリキュラムを改訂しなければなりません。特に、変化する社会や経済の要請に応えられるスキルが必要で

す。この点で、エイズの世界的流行、麻薬との鴎い、メディア爆発、 ICT核命、社会や技術の進歩などに最

も注目しなければなりません。

現時点で、共通のコア・シラパスやプログラムの多様化は必要でしょうか。職業訓練または磯業訓練の準

備段階を取り入れるのがよいのでしょうか。これらの問に対する答は、国家の政策が、教脊において科学技

術面の強化が必要と考えているか、この教育がほとんどの生徒にとって最終的な学校教育であり活動的な生

活や就織に向けた準備をしなければならないと理解しているかなどによります。就職指導の観点から、生徒

を選抜して落とす教育よりも、生徒たちを進路指導し振り分けて様有なコースが提供できるよう、プログラ

ムや教育提供方法を多様化することが現実的だと恩われます。との点で、アフリカは世界の他の地域から失

敗や成功を学べるでしょう α

後期中等教育については、高等教育(一般教育および専門教育}に進学する生徒を選抜し準備させるとい
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う日擦があり、それに基づいて、アクセス、教育内容、目的を決めなければなりません。また、後期中等教

育が技術教育や職業訓練を取り入れるという条件で、職業コースを再編するのと同様に、高等教育のコース

も定めることができるかもしれません。これによって、より多くの学習者に対して進路指導し継続的に訓練

を提供できる可能性が広がるでしょう。

晶君絞殺tJfe綬殺到原告1'JttJt:99

アフリカでは、ほとんどどこでも伝統的な技術教育や職業訓練が行き詰まっています。より広い視野で、

専門的なスキル開発を検討する必要があります。職業訓練に対して多額の投資が行われでも、ある車産業の訓

練が充実すると、求人がすぐにいっぱいになり、また適切な職業訓練を求めて投資唱をするという問題が繰り

返し起きてきます。そして求められる仕事も常に移り変わっています。また、非常に多くの労働者が経済の

インフォーマル部門にいるのですが、彼らは訓練制度の対象とされていません。散発的な試みはあっても、

経済状況が許さず、適切な解決策はなかなかありませんa ノンフォーマル教育制度だけでなくフォーマル教

育や訓練制度の可能性安広げるために、 3つの主要な改革を検討するべきです。第1に、すべての教育レベ

ルにおける普通教育(草組底討education}において、農業や工業の基礎的な妓術訓練、製造工程や取引の知識、

進路指導など、職業訓練の準備段階の内容と臼的を強化するととです。とれには、スキルの開発に貢献する

ために、普通教育のキャパシティーを増やせるかどうかという問題があります。第2の改革は、中等教育に

おける技術教育授、中間的なものと最終的な職業訓練とに分けることです。との改革によって、技術教育の

科学的な面を強化でき、経済に貢献できるエンジニアや中級および上級の技術マネージャーを育てる之とが

できます。 3つめの改掠は、中等教育における職業訓練を、従来の多様なノンフォーマル教脊と結びつける

ととによって、インフォーマル経済の大きなニーズや構造の変化に応えられるように改革し、近代化し、大

幅に強化するととです。見習いのための夜間コースや、機ぎながら学ぶプログラム(職業訓練センターと伝

統的な学習の場とを結ぶ)、共通の資格認定制度または成績承認斜度、その他の協力活動などが、契約プロ

グラムの枠組みで鱗度化できるかもしれません。

成功のカギとなるのは、職業訓練のメカニズムが柔軟で職場の変化に常に適応できること、よりオーブン

で参加型の管理体綴を求める官民のパートナーシップができることです。

高等教育のパラダイムを修正する

高等教育では学生一人あたりの単位コストが高く、アクセスの規制だけでなく内部効率の改善も必要です。

高いレベルのスキル、特によりダイナミックな経済部門におけるスキルがどの程度必要か、国が出した概算

に従って計画し、学生の流れを管理しなければなりませんa 高等教育と研究の目的は、経済成長、 MDGsの

達成、内発的な開発の可能枠釘j出に讃援に結びついていなければなりません。このためには、地域社会に貢

献する高等教育と研究という、公的サービスの使命を再確認する必要があります。また、留の発展の可能性

と強み安明確にし、評価し、発展させるように、応用面を重重視してパラダイムを変え、授業、訓練、研究の

方向を修正する必要がありま寸。この点から、地域社会や企業の需要によって、多様化、専門化、磯業化へ

向かう傾向は明らかになるでしょう a そうすれば、高等教育や研究は、アフリカの開発ニーズに沿って、科

学技術の創造や国際化を強化するのに必要な、知識基盤や専門性の構築を臼指すようになるでしょう。そし

て、グローバルな変化や競争の全体的な環境にうまく対応するために、アフリカ諸国が積極的に変化し適応

していけるように、高等教育や研究は賞献できるでしょう。この方向に転換するために、管理や財務を改革

することによって、高等教管機関や研究機関の自治、競争力、アカウンタピリティを強化したり、より計画

に参加したり、認定制度や品質保護のメカニズムを改善したりする必要があります@また、このような改革は、
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菌、民間セクタ一、市民社会などを含む官民のパートナーシッブの構築によって行うべきですα また、実践

と専門のネットワークや共同体化。血血unitiesof practice and exp釘tise)、COE(ce:盟.tersofe亙cellencel、教

員や学生の交流、南南パートナーシッブ、南北パートナーシッブ等を通じて、地域のリソースをプールする

ことを奨励するのも必要です。

学習の機会に関する全体的かつ包括的な観点

改績を通じて、とのような課題に対処するために、アフリカの各国政府や外国のパートナーは「学'i!fo援

会について金持tl19. 8J1tf119t1:#lAれを持つことが大切ですα 学望事の機会は、特に「サブセクターJとして一

般的に考えられている、例えば中等普通教育、技術教育・磯業訓練 (TVET)、ノンフォーマル教育、ノンフォー

マルなスキル開発、高等教育、遠隔教育などを含みます。またインフォーマ)1-<な徒弟制度や5草地訓練、ライ

フスキルの開発、 Eラーニングなど、従来の「教育制度」の枠組みを超えた教育の機会も含みます。

これは(1)r，韮ftl警護君主れを 6"""ぷ'67fFの拶謬設すから 84吉;d'69fFのC7fAの1きめの率緩変厳/に延長し、

(2)整合伎のある統合された「ポ'XfJjf，必要智'lfe/llf;，厳選搬コをさらに発展させるために必要です。

状況を考察し政策を立てるための第一歩として、教育と訓練の現状を把握すると同時に、子どもたちゃ若

者や地域社会の要求を知らねばなりません。彼らは、万人に人生の平等の機会を提供する、質の高い、人々

の要請に応える役立つ学習の機会を求めています。さらに、反主主義、事委善、パ歳、無'if!JJ!fなど、広く受け

入れられている共通の原則を共有するととも、出発点として必要です。

つまり、次のような現状があります。

・アフリカでは、小学校に入学した子どものうち初等教育を修了するのは平均して 60%で、そのうち
60%だけが中学校に進学する。つまり、少数しか中学校に行かない。

e 多くの国々では、生徒の過半数が初等教育を修了しない。特に女子、農村部の子どもたち、恵まれ

ない子どもたちの多くが初等教育を修了していないα

・初等教育の質は全体的にたいへん低く不適切であるα
フォーマルな職業訓練は、二主に男子だけに提供されている。

e 若者ーの君。%は、インフォーマルなセクターでスキルを身につけている。

すなわち、若者のほとんどは、学校以外の様身な学習の機会{インフォーマルやノンフォーマル)で基縫

教育を受けざるをえないということです。初等教育修了後のフォーマルな教育を正規に受けることができる

ようになる子どもたちは、ごく:PA費なのですoE芯4/;/無視できない求縁殺のflJjJ!i!，ぷFチでめ山積しています。
ここから、子どもたちのニーズに応え、護軍申立学i!fコースや、選手沼善意震と勝業星空'If岳会ゐす';E-語f'lfを提供

するには、どのような方法があるのかという問題が出てきます。

コスト効率よく、すべての人々が基礎教脊を修了し、ポスト基礎教育を受けられるようにするためにも、

また子どちたちゃ若者の様々な状況に対応するためにも、基礎教育やポスト基礎教育の多様危が不可欠です。

J主化的慣習、広範図の貧困、地理的分布、不健康、身体障害などにより、これから先も当分は、若い人#が

通常の全日制学校に通えるようにならないだろうと恩われますe そのため彼らは、教育の三普段な搭鮮万厳に

頼るでしょう。また、基礎教育の成巣として身につけるのが望ましい彪方の井ータノ手立やで調節するととも

必要でしょう。

留の経験によって、基礎教育サイクルを再構成し延長する方法として、少なくとも 5つの選があるように

思えます。

i) 差許認請す'Ifの遊-7;rーマノ争指d:ぴ fノシアえずーマノ長j 教育の変形も含む{宗教教育などの「制度J
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も含む}

ii)公府.NII察学-11(ODL)を通じた普通教育

iij) (部分的または完全な)(説j波長害者授の道一スキル、企業主主精神の開発、職業のオリヱンテーショ

ンなどからなる

iv)ノシア#-7/T，ぷ繍F撲のj舷方政策の道一実用的な識字、ライフスキルなどの個人的な能力を合

む

v)グシプ#ーマノ怯設長苦労綴渡の道 「学校と職場における共同訓練 (duelt路湿ingmod出)Jを通じて

専門性を高めることが、現在はしばしば行われている

検証と明確化のために、 f.li霊法の暴君主r-'l苦役iV;.誇諺 (RPL)Jのコンポーネントを取り入れて ffifI，茨変革事務
轟IJ~ (NQF)Jを構築する様#なアプローチを模索するととが役立つでしょう。ほとんどのNQFは、お'iliE.

l/ffit，拶彩、スキル修得の様々な手段の損害:isL-などのために作られています。とれはスキル開発の効望告を上
げ、職業需要に効楽的に応えるために不可欠ですa しかし、基礎教育およびポスト基礎教育で必重富の彪汐

をいかに学んだか、学習成果を品脅威守るための、より限定的なメカニズムもあり、そのような「厳討すのF

覇軍}方法を検討する必要があります。成呆を検証し同等牲を示すことは(validation組 dequivalencies of 

educ滋10ω、-J害総持'IQt;d.与臣家tJ:アク古Xを推進するために、なくてはならない尺度です@

ノシ7#ーマ'jTi!t'qは、フォーマルな基礎{初等)教育を補う様々な学習の道を提供しています。これ

には恵まれない子どもたちゃ若者のための作家ダ淳や、中途退学者、孤児や弱い立場にある子どもたち

(OVC)、学齢を過ぎた人身などのための拶穿プログタぷなどがあります。ノンフォーマル教育 (NFE)は

また、若い人#が社会経済的な環境の中で生活や仕事ができるように教育するととを目的とした、代替の

教育手段としても話一周されています。ノンフォーマル教育はしばしば、託規の学校教育安ベースにした/複

合容の'J7"aグタふをつくるのに寄与します。とのようなプログラムでは、「リスク」のある若者の就学を

支援するために、他のセクターの機関(f!J:だの/ず一井アーシグプを通じて)が「タ7e:ずポー升」を提供

します。

弱点賓のメJ幸二ぷL¥(NQFも、 NQF以外も含む}を活用して、「ノンフォーマ)j;Jなアプローチのブログ

ラムでありながら、認定、支援、成果などの函において「フォーマルJなプログラムにすることができます。

とれによって/ンフォーマルなプログラムは、設F学長ヂの枠組みの中で、より幅の広い代替教育{正規の

教育唱を補完するもの)の一部となり、学校に行けない若者が、学校教育とは異なったルートで、基礎教育

から高等教育まで教育や訓練を受けることができます。

民間機関は、基健教脊やポスト基縫教育のすべてのレベルで、たいへんカをつけてきました。代替教育

や補習プログラムの両方において、スキル開発、職業技術教育・訓練 (TVET)、高等教脊の大きな役割を担っ

ています。

結論

アフリカの教育開発が直面する課題と、各国の実情に合わせて課題に対処するために必要な改革が明ら

かになった後、国際的な援助機関が、アフリカ諸国の主主な奴所〈政策、デー夕、リソース、能}j)や相対

的な長所などを考慮して、どのように支援を効果的に提供するかを決めまず。この点で、私たちが行った

分析はすべて、次のような期待をはっきりと示していますe
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1) 資余援供のコミットメントを守る

各援助国がコミットした援助額を支援してほしいと期待するのは当然かもしれません (GDPの0.7%)。

教育分野では、援助機関はダカールで強力にコミットするととを約束しました。もしそれが実行されれば、

万人のための基礎教育は急速に進援するでしょう。

2) より広いジョムティエンのビジョンに立ち返る

ミレニアム開発目標が初等教育に焦点を当てたために、その他の学習の機会を見務とし、教脊開発の全体

的なピジョンが見られなくなっている可能性があります。より広いジョムティエンのビジョンに立ち返り、

アフリカの教育援助のために、より多様で、より総合的なアプローチ後日指す必要があります。

3) 伝統的な縦割り主義を打破する

援坊の分野横断的なアプローチによって、資源を共有して相乗効巣を明確にでき、援助プログラムの効率

を上げ方向性を出せるようになるでしょう。また、より広いジョムティエンのビジョンそ推進で索、複合的

なプログラムによって、より実状にあった妥当な教育を推進できるでしょう。

4) 長期的な援助計画を推進する

短期的な計画では、大きな変化をもたらすことは図難です。目標安達成するためには時間もたゆまぬ努}j

も必要です@援助計画は予測可能性 (predictability)と長期的な取り組みを目指すべきです。

5) 政策の対話と知識の共有化を確保する

国際協力を調整し、協調し、整合性唱をとることによって、教育開発の政策や計画に闘して、国の主体性

(ownership)を強化しようとする傾向にあるのは望ましいことで、その方向を今後も推進すべきです。しか

し、各国紋府と開発機関の問で政策や戦略の対話が減ってはなりません。対話の強化を目指し、専門家たち

が経験や知識を共有できるようにするべきです。そのために援助機関は、管理者を重視して教育スタッフを

減らすのではなく、教育スタッフを増やすべきです。この点は日本の開発援助にも当てはまります。

的能力開発の新たなピジョンを推進する

従来の訓練や技術援助は、分析、計画、管理、モニタリングの能力を開発する上で、限界があります。

体的な磯業スキルは、実際に仕事脅したり、責任ある立場におかれたりする中で、形成、実施、評価など主重

要な時期に専門家のサポートを直接得ながら、身につけることができま?。アフリカの能力開発においても、

実績を伸ばすために、国際協力は現地に専門家を配属できるべきです。この面でも、日本の開発協力のご尽

力が期待されています。

7) 外国のパートナーが持つ多様な長所を最大限に生かすように調整する

外国からの援助は、より調整が図られるようになりましたe パリ宣言の約束が守られれば、さらによく調

整されるでしょう。外国のパートナーのそれぞれの長所が発揮できるように、十分にフレキシブルに協調が

溺られなければなりません。日本に対しては、科学技術教育の分野や、教育制度のすべてのレベルにおける

訓練への協力に、多くの国々が大きな期待を寄せています。
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8) 目標、内容、アプローチ、コストについて、教育開発の内発的なモデルの出現を推進する

アフリカは、寸べての子どもたちゃ若者を教育し訓練し、成人の非識字を徐々になくすために、教育への

アクセスを拡大し続けていますロしかしアフリカは、植民地時代の大きな負の遺産を抱えている上に、人口

が急激に増え、経済的なリソースが限られているため、との勢いはもちろん鈍化しています。

アフリカの開発教育が現在抱える課題に取り組むために、まず、膝史的な遅れを取り戻す勢いに拍車をか

けなければなりません。アフリカの経済において、科学技術の進歩に貢献する知識基盤を構築することが求

められており、との点をE監視しなければなりませんa 同時に、との知識基盤を、アフリカ固有の持続可能な

開発の基礎に、しっかりと根付かせることち必要です。この道を着実に進むために、 (a)全体的なビジョン、

(b)万人のための教育、 (c)協力の3つが大きな行動指針となるでしょう a

全体的なビジョン

アフリカは、教育開発の不完全で断片的なビジョンを捨て、全体的なピジョンを持つべきです。つまり、

教育制度の各レベルを適して見る縦の次元、訓練の様々なルートを水平に見る検の次元、教育の多様な提供

方法一特に、/ンフォーマルやインフォーマルの教育・訓練やICTまま命がもたらす新たな機会など をあ

わせて者慮しなければなりません。

万人のための教育

乙の全体的なビジョンの中心となるのが、断固として平等を臼指す政策によって推進される「万人のため

の教育』のプライオリティです。とれは、人間の尊厳を認めるととから生まれる倫理的なプライオリティで

すα また繍発のプライオリティでもあります。どのようなエリートの管理職でも、仕事のさ主康枝、管理、技

術を積極的に受け入れる姿勢、衛生、健康などを改善守るプロセスやツールを吸収できる能力ある園長(藤氏、

漁民、殺人、その他の熟練労働者〕の集団がいなければ、持続可能な開発(農業革命や産業務命〉を引き起

こすことはできません。明らかに、万人のための教育の年数がS年、 7年、 8年、号年、 10年のどれを意味

するかは、子守閣の開発段階や政策の選択やリソースによります。どちらにしても、万人のための教育に対す

るプライオリティは、全体的なピジョンの中心におかれて初めて一貫して効率的に実現できますa 全体的な

ビジョンにおくことで、とのブライオリティに従って構成部分の全体を調整できます。「万人のための教育」

への多様で統合されたアプローチは、リソースが増えるほど、すべての国民の様#な教育ニーズに対応でき

ますα リソースには、フォーマル、ノンフォーマル、インフォーマルな教育、対面の教育、遠縞教育、オー

プンな相互学習など、教育を提供する多様な方法も含まれます。また、そのような全体的なビジョンに合わ

せて、技術教育や職業教育を含めた中等教育および高等教育を改帯することによって、教脊分野のプライオ

リティ(万人のための教育)だけでなく、その他の分野のプライオリティ(開発の経済的、社会的、文化的、

政治的目標)に貢献できます。これらの改革は、次のような様々な問題や矛震した問題も一緒に対応し、成

功のために調整しなければなりません。

(a)教育や訓練のレベルや質を上げながら、供給を大量に増やすe

ぬ〕アフリカ回有の開発に対する価値観を推進しながら、国際的な水準まで訓練のレベルを上げる。

(c)主主襟学習の機会後増やしながら、生徒のコースを調整する。

{母子どもたちの平等な機会を損なわずに、家庭の教育費を含め、民間の財源を動員する。

(e)教育の文化的、社会的、政治的、個人的な要素も推進しながら、経済のニーズに合わせた訓練を権保するe
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協力

これらの改革は、教育政策を構想し実施する上で、従来の縦割りを捨て、分野横断的なアプローチと協力

削必要です.この意味で、開発の様々なイニシアティプや戦略や計園田中心にI万人のための教育」をおいて、

経構成長由加速、貧困や日v/エイズやマラリアなどの風土病と白闘い、民主主義体制の確立、 MDGs由

実現などに取り組むことが必要です.これによって、教育分野は、経済、保健、環境、地域社会の開発など、

様々な分野を結ぶ交点に位置付げられます.開発白重要な問題との関係を明らかにすることによって、教育

白妥当性や有効性に対する他分野からの要請だけでなく、教育白内容目的.アプローチ、リソースなEの

面においても、教育は他白分野から多〈を得て、さらに豊かになります.とのような教育由新たな関係によっ

て、パラダイム・シフトがもたらされるでしょう.そして、教育目指針を立てるために分野横断的に戦略が

練られ命教育を実施し管理するパートナーシップが構築されるでしょう.

課題は多く複離です.関連する緊張に対応する回は簡単ではありません.成功するための条件を整えるた

めには、次回ような行動が必要です.

-最高レベルの政治的意思を動員して、「アフリカにおける教育白第2田10年J(the Second Decade of 

Edt四白血inA面回りを活用して教育を訴え、主要な教育改革を元首サミット白歯車題に入れる.

-政策目対話と利益関係者白書加を推進し、改革回目標と戦略についてコンセンサスとパートナーシップ

をできるだけ幅広〈確立し、リソースを確保し、実施する.

・経験回交棟、相互学習、戦略パートナーシップを推進して、同様の課題に対処する園田能力を高める.

-エイズなどの世界的流行病やその他の風土病、戦争や内戦貧困、ジェンダ一等による差別などの環境

問題を擁らす。

とれらすべての分野で、アフリカ大陸や他地域閉経験した有望で革新的な成功例から学び続けるととがで

き、事考になります.しかし必ずしも、そのまま踏聾するのではなく、自分たちの状況に合わせて成功する

ように、再構築するのがよいでしょう.知識社会への移行田プロセスは、学習のプロセスであり、学習の制

度や社会を創造することによって達成されます.
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【基調講演】

r2015年に向けての日本の国際教育協力」

牟田博光

東京工業大学理事・副学長

外務省ODA評価有識者会議座長、文部科学省国際協力イニシアテイプ推進委員会委員長、国際協力機構外

部有識者事業評価委員会委員長、国際協力銀行円借款評価有識者委員会委員。専門分野は開発評価、教育工

学、教育計画.学術博士(大学の地位配置と遠隔教育) 0 日本の国際協力政策における第一人者として、政

府・関係省庁や実務機関に政策助言を長年行なうほか、実践においてインドネシアの人材育成計画、教育計

画において調査・助言に携わってきた。国際開発学会理事、日本評価学会理事・副会長o Human Resource 

Development Quar官'rly査読者。 1980-82年新渡戸フエロ一、 2003年国際協力功労表彰受賞.
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f2015年記i句吋て諮問本品購醸喜重育協力j

上国際教育協力事業の増加

牟回博光

東京工業大学理事・商学長

我が国はとれまで様々な国際教育協力を行って参りましたa まずそれらを評価の立場から概観し、次に

2015年に向けて、今後どのように国際教育協力を行っていくべきかについて意見を述べたいと4思います。

1官官。年にタイのジョムティエンでEFA(Educatio盟forA11)宣言が採択されましたが、この宣言は他のド

ナー同様、ぞれまで職業・技術教育や高等教育への協力が中心であった日本の国際教育協力政策にも、大き

な影響を与えましたαJICAの「掬発と教育分野別援助研究会jは臼本が今後国際教育協力分野にカを入れ

ることの重要性について 1官官4年に報告書をまとめていますが、その中で、今後の国際教育協力における基

本方針として、ゆ91年度の二国間ODAにおける国際教育協))の割合8.1%を10年後の 2000年度までに、

15%程度までに増大させるとと、また、基礎教育への協力を最も重視すべきであるとと、さらに、基礎教育

だけに集中するのではなく、各国の教育開発の段階を見極めて、相手国が最も必要としている国際教育協力

を実施するとと、の3点を提言しました(国際協力事業団 19宮4)。

分野の分類の仕方が異なるため、直接の比較はできませんが、例えば、文部科学省がまとめた「国際教育

協力懇談会」の 2006年の報告ー警によれば、国際教育協力が」居間ODA全体に占める割合は近年増加傾向

にあり、 2004年には 10.4%と計算されています。また技術協力に占める教育分野の協力の割合は、 19日1

年以降1官官号年までは緩やかな上昇であったものが、2000年以降顕著に上昇してきたととが示されています。

2000年に国連ミレニアム・サミットで採択された「国連ミレニアム宣言」に基づく MDG宮{ミレニアム開

発目標}が一つの契機になったと考えられますa

2.国際教育協力事業の評価

国際教育協力事業は成果発現まで時間がかかるところから、評価時点ではなかなか成果が見えにくい、と

よく言われていまサ。しかし、世界銀行の分析結果を見ても、教育分野の協力はブロジコこクト・アウトカム

でもセクタ ・アウトカムでも満足度が比較的高いと替われています(WorldB組 k200ぬ)。長期的なイン

パクトや自立発展性が確保しにくいことは他の分野でも同じことであり、教育分野であるから、ことさら成

果が誤.aれないということはありません。

これまでの我が国での評価結果から見ても、教育分野の協力事業はほとんどの評価項目において、高いと

評価されています{外務省国際協力局他 2007 ;国際協力機構 2007)。このように、一般的には教育分

野の国際協力は、その必要性が理解しやすく、成巣も出やすい分野ではないかと考えられます。

(1)教育インフラ整備

我が国がこれまで行ってきた国際教育協力事業の典型は、学校校舎建設事業や教材・教具などの教育イン

フラ整備事業です。無償資金協力による学校建設事業は1宮77年から始まりましたが、当初は漁業学校・

訓練所や、大学などの高等教育機関がな対象でありました。しかし、 1988年に開始されたフィリピン学

校校舎建設計画を契機として、基礎教育学校校舎の建設が割合でも絶対額でも多くなっていま寸。

一般プロジェクト無償資金協力による学校校舎建設事業は質が高いものの、他ドナーと比較してコストが

高いことについて、これまで批判もありました(例えば傘回 1号99払津村 199めα もちろん、日本の協力
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で作る学校のすべてが高い訳ではありません。開発調査で学校建設を行った例では、現地仕様で小学校とし

てト分な機能を持つ学校を他ドナーよりも安く作っている例もあります (KRI2005， Appendix 1 Table 3). 

費用が高いことは仕様の問題だけではなく、契約形態の問題もあります。有償資金協力の場合はアンタイド

が原則ですので、費用が高いということは通常ありません。世界銀行との協調融資によってJBICが建設に

協力したフィリピンの初等教育事業では、低いコストで大量の学校を建設し、小学校教育の量と質の改善に

寄与したと評価されています〈国際協力銀行 2001)。

また、外務省は小学校建設を念頭に霞いて、 200高年度から現地仕様の設計 z施工段階における現地業者

の積極的な活用を可能とする「コミュニティ支援無償Jを導入しました。とのスキームによって、 2006年

度から 2010年度までの5年間で、アフリカにおける学校校舎建設事業において 30%以上のコスト織減日

擦を設定しています。(外務省 2007)。

1件あたりは小額ですが、数多くの実績がある協力としては、棋の根・人間の安全保障無償資金協力があ

ります。学校校舎建設、教育機材整備・購入などの支援を安舗で行っています。地域住民に喜ばれ、顔の見

える協力としての効果も評価されています。 (ODA評価有識者会議 2004)。

(2)初等中等教育レベルでの技術協力事業の教訓

評価結果から導き出される教訓は将来の類似事業に活用されることが期待されているものの、現実には、

プロジェクトの評価精巣から得られる教書11があまりに個別に過ぎて、必ずしも一般化、概念化されておらず、

他の事業に使いづらいという点が指摘されています。

こで、国際協力分野別に一般的な教訓を得ることを目的に、J1CAは分野ごとに、特徴的な事業をレビュー

する作業を行ってきましたα 初等中等教育/理数科分野については、現職教員研修を実施する事業が 10件、

現職教員研修と教員養成研修を実施するもの2件と、代表的な事業後レビューしましたが、事業のiE杏唱を左

右する要素として、以下の5つが抽出されています{国際協力機構 2004)。

日企画・立案司事業の重要な成功要因の一つは事業の企画段階に起因している。企画立案段階における

入念なニーズ分析や、因果関係を十分に踏まえたロジック構築と投入内容の選定は、特に事業の効率

性に影響を及ぼす要因となっていた。

2)成果の普及手段:教員研修の方法として、「カスケード方式J(伝達講習方式}と「クラスター方式J(学

区内研修方式)はそれぞれ異なる特徴を持っている。この特徴を踏まえた上で研修を実施しているか

否かは、インパクトの発現に大きな影響を及ぼしていたa

3)連携.事業内外の関係機関との連携のあり方は、特に効率燃に影饗を及ぼす要因となっていた。

4)制度化事業1;::対する政策的支援の獲得は、中央及び地方レベルでの財源の確保に繋がっている。基

金の設立や研修の平日開催などに対する政策的支援は、特に自立発展殺に大きく関係していたa

5)モニタリング調モニタリングや評価を通じて事業の計画を如何に適切かつタイミングよく修正するか

が、事業の日標達成に大ぎく貰献していた。

これらはいずれも、国際教育協力事業のみならず、他の国際協力事業についても言える重要な教訓でず。

(3)プログラム・レベルの国際教育協力事業評価

国際協}j事業では、その事業によって蕊援生産されるアウトプット(校舎、設備、訓練された教員など}

よりも、ぞれらがもたら寸社会的な成果であるアウトカム{就学率の向上、教育の質のi向上、教え11のl向上

など}が重要である、さらにはそのような社会的成果によってもたらされる広範な社会的変化であるインパ

クトがE重要であると考えられます。しかし、アウトカムやインパクトの評価はまだ十分なされてはいません
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(World Bank 2006a)。

日擦が上位になればなるだけ、それに貰献すると考えられる要因は多くなります。就学童撃の向上が当面の

目様であれば、学校建設事業だけではなく、親に対するキャンペーン、学校給食、教育内容改善、女子教育

改善、などの関する事業を組み合わせて、プログラムとして実施する必要があるでしょう。現地政府や他ド

ナーとの連携署協調は当然必要となります。しかし、目標が高次になれば評価は複雑になり、インプットと

成巣の関係はわかりづらくなりますに盈apm能組dDykstra2∞6)。
各ドナーはそれぞれ独自の援助方法を持っており、現地政府にそれに応じた対応やプロジェクトの維持に

ための予算措蛍をもとめます。ドナーが増えれば増えるほど、現地政府は複雑な対応をしなければならず、

人的にも資命的にも大きな負担となります。個別プロジェクトが増えるととは、現地政府の能力強化に必ず

しもつながりません。ぞとで、関係者で達成すべき上位目標を合意し、どのように援助協調すれば目標達成

が可能かを十分話し合う必要が出て来ます。このような、目的指向型の「プログラム化」の推進については

我が国も今後jJを入れていく必要があります(外務省 2007)。

しかし、プログラム的な国際協力は事前の十分な現状分析、及び各ステータホルダーとの綿携な打ち合わ

せが必要とされるとともあり、必要性は言われながらまだ十分実施されているわけではなく、援助協調にも

i分つながっていないのが現状です (Jomt Evaluation of E五ter且alSupport to Basic 1羽田鋭部血Developi盟g

Cou且なies2003)。

① 事業量の総体が大きいプロジェクト群

プログラム・レベルの評舗と言われているものは、現状では、個#バラバラに実施されている事業をいく

つか束ねて、当初から意図されたプログラム的な国際協力であるがごとくに評価してみる、というものが大

半ですが、そうではあっても、いくつか重重要な知見受得るととはできます。外務省がNGOと合同で実施した、

「フィリピン教育分野評価」げ1務省 2006)は、 2000-2004年度に我が国がフィリピンの教育分野で実施し

たODA事業の集合体を評価対象としています。具体的には、無償資金協力、市:の根無償資金協力、青年海

外協力隊チーム派遣、革の根・人間の安全保障無償資金協力、魚Lの様技術協力、日本NGO支援無償資金協

}]、技術協力事業の 37事業、及びJBlCとの借款契約が結ばれ、対象期間中に実施されている世界銀行と

の協調融資事業、貧困地域初等教育事業、アジア開発銀行との協調融資事業、貧困地域中等教育拡充事業で

す。対象は、基礎教育、高等教育の他、職業訓練も含んでいます。

基礎教育を対象とした事業群では、校舎建設に多大な重量献が見られ、数千を超える教室やトイレの整備を

支援しました。またとれらハードに加えて、教員や教育管理者の訓練などソフト爾での支援受世界銀行やア

ジア期発銀行などと役割分担をしながら行いました。とのようなハード・ソフト両面での支援により、学校

の運営が円滑になされ、児蛍生徒の学力向上に寄与していると考えられています巴さらに、現地の教育機

関や現地NGO.我が国のNGO等と協力して、一つ一つの規模は小さいものの、現場のニーズにあわせて、

教室主整備に止まらず、ストリート・チルドレンを保護する施設建設や、ノンフォーマル教菅、車筆業訓練そ還

して貧困を削減しようと守る事業など、きめ細かな支援が行われています。これらは結果として、家庭に問

題を抱える子どもが学校に適えるようになることに貢献していると考えられています。

これらの協力が総体として社会にインパクトを与えたかどうかをマクロ指擦の変化によって見てみると、初

等中等教育の教家の期加数、生徒数などで明磁な改善が見られ、就学率で限定的な効果があったと許イ面され

ていますa また、フィリピン政府の教育政策、自立発展性などにも効果が見られました。事業実施地域では

教脊の質的向上についても、改善が見られ、一定の相乗効果があったと判断されています。協力の規模が大

きいことから、これらのインパクトに対する我が国の寄与は大きいと判断されます。
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② 事業量は小さいが有機的な連携のあるプロジェクト群

すべての朔発途上国に対して、我が国がとこのような包括的な援助を行うととはできません。しかし、他ド

ナーと協力して、プログラム的援助の一翼を担うことによって、全体としての援助効果を高めるととはで

きます。ホンジュラスの基礎教脊分野では、ホンジュラス政府や他ドナーと同じく EFA-FTI(万人のため

の教育、ファスト・トラック・イニシアティプ)計額に沿って、 PBA(Progr紐 l-b踊edApproach : L肝 ergne

組 dA1ba 2003)に基づき、国際的援助協調の下で、教員研修・教紛の全国展開に際しての資金提供、現職

教員研修と新規教員研修の分担を行った事業の評舗が行われています。終了E撃の向上という、 EFA-FTIの

共通の目標の達成にむけて、比較的規模の小さなJlCA事業と他ドナーの成果が連携して、より上位の成果

につながりつつあることが示されています。

「算数指導能力向上プロジコミクト」で作成された教材は固定教材として採用され、全国配布の印刷代はス

ウェーデンが拠出し、軍が全国に配布し、スペインの資金で全国レベルで研修するなど、援功協調の優れた

モデルとなっています。 JICAの投入が相対的に限られている場合、プログラム臼様ーシナリオの明確化や

援助協調を通じた成果の拡大を含めたシナリオの作成、プログラムの実施、達成日擦に応じた投入形態の選

択などが課題として挙げられていま'"t(国際協力機構 2006)。

(4)政策レベルの国際教育協力事業評価

① ODA中期政策

とのように、個々のプロジェクトやプログラムの工夫はもちろん必要でサが、何よりも我が回全体の政策

が重要になります。 l拘留年に「政府開発援助に関する中期政策J01:1 ODA中期政策}が閣議決定されましたe

とのIBODA中期政策には重点課題として貧困対策や社会開発分野への支援が挙げられ、その中に、基礎教

育が含まれ、以下のように香かれています。

1)校舎・資機材のようなハード面での協力と共に、学校運営等の組織・能力強化への支援、カリキュラム・

教材開発、教員養成など、教科教育，教育行政両面にわたるソフト面での協力強化を図る@

2)特に女子の基礎教育支援をE重視していく。

3)開発の主体である住民への啓蒙活動や、協力事業実施において住民参加を進めるため、青年海外協力

隊の活用や民間援助団体 (NGO)との積極的な連携を図る。

4)基礎教育への支援が各地の実情に応じ、職業教育の促進や就業能力の向上に結びつくよう努める。

ODA中期政策でこのように基礎教育のE重視が示されたことは、その後の 2000年の「国連ミレニアム・

サミット」で採択されたMDG告への対応につながったと評価されています (ODA中期政策評価検討会

2004)。

② MDGs 

教脊関連MDGs達成に向けた我が国の取り組みの評価に関しでは、 ODA評価有識者会議が行った評価報

告書 (2∞めがあります。この報告書ではMDG告のうち教育分野に関連する臼標2とみ指標6から 10

を取り上げて分析しています。

教育関連MDGsに直接的貢献が期待されるとり級みに演する 2001年度-2003年度の国際協)J実績とし

ては、「子供/家庭/コミュニテイ署レベルの課題Jに対サるとり組みが755億円です。「初等教育と関連

分野(教育現場)レベルの課題j に対する取り組みは701徳用ですが、中でも、『教育の質の改善Jに対す

る取り組みは276億円J教育サービスの拡大Jl87億円、「関連サプセクターJl6宮億円と続いていますα 「行
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政レベルの課題」に対する取り組みは27億円などとなっています。

「教育の量の拡大」、「質の改善」、「子どものレディネス{学習準備)向上のための保健・栄養改善」を対

象とする初等教育関連サブセクターでは、協力のスキームとして、一般無償資金協力の投入量が最も多く、

草の根・人聞の安全保障壁無償資金の金投入額はその約4分の lの規模です。しかし、建設コストの関係から

考えると、草の板蓋人間の安全保障無償資令によってカバーされた学校数は一般無償資令協力のそれとほぼ

同じではないかと推定されます。さらに草の根・人間の安全保障無償資金による学校の方がアクセスの困難

な場所に建設されることが多いことから、教育改善に大きく重量献していると考えられる、と評悩されていま

す。

教育関連MDGsに間接的責献が期待されるとり総みに関しては、 7，74吉億円の投入実績がありますが、と

の額は誼接的貢献が期待される取り組みに対する投入合計、 1，540億円の5倍に当たります。との間接的貢

献が期待されるインフラ整備事業等の多くは、教管課題への重量献を明確な目標としないで計極策定、実施さ

れていることが多いため、とれらの事業が教育開発をより意識した形で実施されれば、成果は明確に、かっ

大きくなると期待されています。

また、識字教育や未就学児童を対象としたノンフォーマル教育については、 NGOとの連携事業による成

果の高さが挙げられます。日本ユネスコ連盟との開発パートナー事業による支援で実施された識字教育推進

のための事業は、「寺子腫プロジェクトJと呼ばれ、アジア各国で進められています。

③ BEGIN 

2002年自月に、カナナスキス・サミットにおいて、日本政府は「成長のための基縫教育イニシアティブJ

BEG立す (BasicEducation for Growth In組成ive)を発表しました。 BEGINは、外務省と文部科学省両省の

協)Jのもとに作成され、国際社会に向けて発表された、我が国の基礎教育分野における協)Jのあり方後示し

た宣言であり、同時に、教育に特化した政策としては最初の国際協力政策でした。

BEG取では、我が国の教育経験や教育協力経験を踏まえて、途上国紋府のコミットメント重視と自助努

力支援、文化の多様性への認識・相互理解の推進、国際社会との連携・協調に基づく支援、地域社会の参画

促進と現地リソースの活用、他の開発セクターとの連携、日本の教育経験の活用、という国際教育協}jにお

ける基本理念を示しました。とれらの基本理念に基づいて、 EFAや阻)Gs達成に欠かせない3本の柱①教

育の「機会Jの権保に対する支援、②教育の「賀」向上への支援、③教育の「マネジメント」の改善、を重

点分野とし、日本の新たな取り組みとして、現職教員のf苫用と国肉体制の強化、国際機関との広範囲な連携

の推進、紛争終結後の国造りにおける教育への支援、を掲げました。

日本政府はBEGINと同時に、ダカール行動枠組みの目標達成に困難を抱えている低所得国を支援するた

め、向こう 5年間で総額2，500億円の教育協力を行うことを発表しました。これは、財務省のODA予算削

減方針の下でも、教育分野への投入は削減しないという日本の強いメッセージを示すものでした。

有償資金協}j、無償資金協})、技術協))のみならず、国連の「人間の安全保障基金J、世界銀行の『政策・

人的資源開発基金(PHRD)J、「日本社会開発基金(JSDF)J、ユネスコの「人的資源開発信託基金J、「万人の

ための教育信託基金ム「エイズ教育特別信託基金ムrJT教育信託基金Jなど、国際機関信託基金による基

礎教育支援が行われましたα

BEGINは政策が出されても既存の事業を束ね渡すのがで、政策に基づいて新規事業が創出された訳で

は必ずしも無く、協力金額が純増したというわけではありませんでした。しかし、基礎教脊を中心とした国

際教脊協力を援助関係者に意識させ、国際教脊協力事業を体系化しようとした意義は大きかったと考えられ

ます。
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3. 2015年に向けての国際教育協力事業の課題

UNFsCOのEFAグローバル，モニタリング・レポート 2007によると、 EFAやMDG告の達成を目指し

た初等教育分野における全世界的努力によって、19鈎年から 2004年にかけて、世界全体の未就学児童数

は2，100万人減少し、 7，700万人となったとされていますが、まだ目様水準の達成には多くの課題がありま

すα 財政的な資命が不足している事もありますが、現地政府の公教育支出張いかに効率よく、平等に支出す

るかを含めたかiサ11 2007)、効果的な教育システムの構築が必要です。我が国の 2015年に向けた方針は、

BEGINが示した方向と大きく異なる必要はないと考えますが、実効を得るためのいくつかの留意点を述べ

たいと思います。

政策の実質化

日本政府として、発表する政策やイニシアティブは、提言だけに終わらせるのではなく、政策やイニシア

ティブのための新たな基金の設賞、追加予算の確保など具体的な計画を持たせ、即効性、実行性のあるもの

とするととが必要です。また、提案するだけではなく、具体的にフォローアップ体鱗そ整備し、広報活動も

適切に計画、実施するととが重要で守。

(2)プログラムとしての体系的な国際教育協力

多くの戸ナーが活動する環境の中で、その事業がプログラム活動全体の中でどのような働ぎ悲しているか

という位置づけと、プログラム全体としての活動がアウトカムやインパクトにどのような効果をもたらすか

というロジックを、詳細に検討する必要がありますα そのためには、現地政府や各ドナーの行う事業関の連

携、プログラムとしての体系的な構築が重要です。 EFAやPRSPといった、現地裁府や各ドナーが合意した、

国家的な上位目標達成のための大吉なプログラムの中のコンポーネントとして、事業が級み込まれ、プログ

ラムの体系的構造がしっかりしているととが重要で寸。

(3)援助協調の下でのリーダーシッブ

様々な事業活動が全体としてプログラムを構成するにはそれら事業が有機的に連携している必要がありま

すが、識がどのような役割を担うかは重要な課題です。担当する事業が、プログラムの中で戦略的な位置を

占めていれば、成果に対して大きな貧献ができるでしょう。我が国の協力がプログラムの中の重要な要素で

あるためにも、援助協調の動ぎの中で、リーダーシッブを取り、日本の教育経験を越えても{聖書村 2003)、

より本質的、効果的、効率的な事業分野接指向していく努}jが必要でしょう。

(4)制度化とスケールアップ

地域L内容、方法などの範図を定め、実験的な事業を行えば、通常ぞれなりの効果は期待出来ます。しかし、

ぞれ校制度化し、スケールアップするのは容易ではありません。モデルを見せて、このとおりやってごらん

と言うだけではなく、制度化とスケールアップの部分にまで踏み込み、社会的成果を確実にすることを考え

なければなりません。本年 10月に予定されている新JICAの設立によって、有償資金協力、無償資金協力、

技術協力などを組み合わせ、他の社会開発セクターとの連携コンポーネントそ含めた国際教育協力を検討し、

実践することが容易になると期待されます。また、我が閣の援助スキーム問の連携だけではなく、他Fナー

との連携も十分視野に入れて、制度化とスケールアップの事例を多く築くととが必要ですa
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(5)様#な知の結集

20何年度は、我が留はFTIの共同議長国となりま寸。途上国政府のコミットメント重視と自助努力支援

という BEG闘の基本理念を生かして、 FTII;:対する日本としての具体的な取り組みを工夫し、実践する必

要があります。そのためには、オールジャパン体制を確立する必要があります。例えば、文部科学省の国際

教育協力イニシアティブ活動は、国際教育協力のため、大学、 NGO等、我が国の教育関係者等が有する教

育研究上の知識や経験を整理・蓄積するとともに、我が国の知見をふまえた国際教育協力モデルの構築など

を行うことにより、圏内外の協力関係者が教育協力の現場で容易に活用でき、しかも活用効果の早期発現が

期待できる成果群を形成するととを目指していますa これらオールジャパンの様々な知が具体的な国際教育

協力活動の展開につながることを期待したいものです。
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[基調講演後の質疑応答]

吉岡和浩{広島大学)

基調講演をくださったお二人に感謝申し上げます。さて正午まで質疑応答の時聞をとりたいと思います。

一回目の質問をどうぞ。

N/ffJl 
ポールドウィン.s .ングパネ(南アフリカ共和国駐日大使〉
まず、お二人の基調講演者に感謝申し上げます。開発途上国、特にアフリカの教育問題について詳しくお

諮しいただき、ありがとうございました。しかしアフリカ連合{立国0魁}の基本的な単位である地域の経済

機関の役割については、あまりお話に出ませんでしたα 地域開発を協調的に行うために、とれらの機関の支

援を得ることが非常に護要と考えます。彼らはデータを持っており、自分たちの地域における教育のニーズ

をよく知っています。基礎教育のニーズに対する NGOの支援については、日本の青年海外協)J隊(JOCV)

は成人対象の基礎教育で特別な役割を果たせるだけでなく、企業の社会的責任の一端として民間企業とも協

力できるのではないかと思います。さらにJOCVは農業部門でも活動されているので、よりフォーマルな訓

練を繍発するためのユニークな場となると思います。

N/ffJ2 
青木丁m恩{国際熱帯木材機関:ITO) 

素晴らしい発表をいただいた基調講演者のお二人に感謝申し上げます。今、私たちの機関は、日本、アメ

リカ、中南米などの小学校と協JJして、績林も含めた環境教育プログラムを始めようと計画しています。児

童1:対する環境教育や植林活動について、ご意見をお聞かせください。小学校のカリキュラムに取り入れる

べきとj思われますか。 ITOは国際的な援助機関やNGOと協力し、貧困削減、地球の滋暖化、生物多様性な

どにも取り組んでいます。之の観点から、地域社会の自立的発援を推進していますので、皆様や、皆様の組

織と協)Jで寝ることがありましたら、お教えいただければうれしく思います。

N/ffJ3 
鈴木宣行{創価大学)

セネガルで識字推進担当の大臣表務められていましたママドゥ・ンFイエ氏にお尋ねしますα セネガルで

はECB(Ecoles Com血礎知tairesde Base、コミュニティ・スクール)という/ンフォーマルの教脊機関が

あると思います。この教育機関が農村地域の教育を改善するのに果たす役割は何でしょうか。またECBの

活動の方向性は何でしょうか。

吉岡和浩{広島大学)

まず、一回目の質問をありがとうございましたα 今までのご発言に対して、お二人の講演者にど回答いた

だきたいと思います。最初にママドゥ・ンドイエさんからお緩いできますか。

講演者からの回答

ママドゥ・ンドイヱ{アフリカ教育開発連合:ADEA) 

ご清聴ありがとうございました。大使、アフリカの教育開発における地域機関の役割について、私の意見
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唱を申し上げます。彼らは非常に大きな役割を果たせる可能性があります。今年、私たちはすべてのアフリカ

の地域機関をパリの会議に招待しました。全部で8つの機関で、アフリカ連合が宣言した「アフリカにおけ

る教育の 10年Jに対する支援と参加について言語し合い、とれらの機闘がどのように計画の実施に参加でき

るか検討してきました。二つの問題が提起されましたα 一つはスタッフです。地域機関は教育に関して適切

な人材が不足しています。教育分野の専門家がいないという大きな問題があります。教育の専門家はごく少

数で、場合によっては一人しかいません。一人ですべての仕事をするのは、ほとんど不可能です。ですから、

まずアフリカ諸国が最初に取り組まなければならないのは、とれらの地域機関に教育の人材を増やすことで

す。アフリカ西部の機関が最悪で、ととは現在4∞人の職員がいますが、教育の専門家は一人だけです。私は、

とれらの機関は雲監粟な役割が果たせると言いました。たとえば教育の質の評価ーなどです。南部アフリカ開発

共同体 (SADC)の加現国のいくつかは、よい例になります。とれらの国々は、アフリカの南部や東部の国#

の学習の成主義や効巣を比較できます。もう一つ興味深いのは、 COE(ce且teぉ ofexcelle:且.ce)の例です。い

くつかの国々のリソースをブールして、特に高等教育のCOEを推進していますα 今、 Aじは枠組みを作っ

て「第二の教育の 10年」をアフリカで開始しました。地域機関に地域レベルで実施・モニターする責任後担っ

てもらうために、之の 10年の運営委員会に地域機関を招いています。

初等教育の環境教育のカリキュラムに関しては、小学校で非常によい例があります。 9カ国で行われ、本

部はマリにあります。欧州連合がとのプロジェタトをに呂年前から支援していて、すべての小学校に環境

教育のカリキュラムを取り入れる活動脅しています。プログラムの教材を通じて実施すると同時に、教員研

修も行っています。また、学校が地域の住民と協力して、地域の環境を改善しようと取り組んでいるよい例

もあります。地域社会が参加して、カリキュラムと関連した課外活動もやっています。

ECBと呼んでいる学校は、ジョムティヱンの直後の1官官G年に、ADEF/AfriQueというNGOが始めました。

最も貧しい人身に教育へのアクセスを提供しようとする活動で、 8年聞の初等教育後4年間の基礎教育で実

施するモデルの構築に取り組んでいます。ほとんどの子どもたちは学齢期を過ぎているので、 4年間に短縮

しても学習でき、たいへん成功しています。フランス語と現地の言葉を併用して、二カ国語で教えていますe

最初は現地の言葉を使い、ぞれからフランス語へ移行するのです。評価を見ると、フォーマ}vな小学校教育
より、このプログラムの方が学習成績がよい結果でした。しかし、とればダッラ(コーランの学校)ではあ

りませんa ダッラはイスラム教の基礎教育システムで、主にイスラム教の教育を行います。伝統的な方法で

コーランやイスラム教のしきたりを学ぶところですα ダッラで職業訓練をするととも時にはありますが、目

的はECBと同じではありません。 ECBは、フォーマルな小学校教育と同じレベルの学轡を目指しています。

ご質問、ありがとうございました。

牟凶博光{東京工業大学〉

ご質問、ありがとうございました。南アフリカ大使がおっしゃったように、 ODAだけでなく NGOや民

間部門も様身な支援そしています。アフリカにおける食業の社会的責候 (CSR)の活動としては、植樹やマ

ラリアの予防などがありま寸。また人身が蚊に刺されないように蚊娠を提供している企業もありますa 多く

の関係者(翻主.eholders)があり、青年海外協力隊(JOCV)も含めて、多くの人々が援助を提供して、 h主主駐

をあげています。しかし、それぞれのグループが独自で活動しているので、成果の効果は限られています。

JOCVのメンパーは、農村のコミュニティに行って最大限の努}jそしているかもしれませんが、一人の効果

は限られています。で寸から、協力を?る際には、どとに焦点を当てるかを明確にする必要があります。も

ちろん、一つのドナーが単独で金問題を解決することはできません。政府レベルの調整やアレンジが必要で

す。民間企業のCSRも含めてです。そのような調整をすることによって、よりよい効果を上げられるでしょ
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うα それぞれの組織は最替の努力安しています。しかし組織問の調整が不足しています。一つの級織で、す

べてはできません。多くの人身が集まって協力して最善の成果栓出せるような、統括的な場があればとj思い

ます。 ODAだけでは十分ではありません。

植樹については、学校で一般的な環境教育を実施するととは重要です。環境教育では、 C02の削減の必要

伎など理論的な授業をしたあとに、実際に子どもたちが植樹をするというやり方もあると思いますα 子ども

たちへの説明と実際の植樹を含む、体験授業であるべきでサ。国際的なイニシアティブのよい例として、ミャ

ンマーやタイの「学校保健ブロジェクト」などは、学校で多くの活動を実施しています。日本の学校はすべ

て保健室があり、子どもたちに健康や衛生の指導をしており、非常に効果をあげています。このような活動

は健康や衛生の改善に役立つので、他の留にも取り入れようとf舌動しています。食事の前の手洗いや、散磨

きや、ゴミの分別やコンポストなど、いくつかの簡単なfi!i動を実施していま守@コンポストによって肥料が

できて、土を豊かにし、実際の食事の質を改善できます。子どもたちの参加がE重要です。清潔にすることによっ

て腹痛で苦しまなくてすむことを、子どもたちが知るととが大事です。 C02によって氷河が溶けるととなど、

より複雑なことも、理論学習だけではその主重要伎を理解するのが難しくても、体重量学習唱をするととでわかる

ようになります。子どもたちが理解し、自分たちの活動が自分の健康や環境を改善するととを実感すること

が大事です。ミャンマーやタイの教育は、公衆衛生の大切さを学ぶとどのような利点があるかを示していま

す。そして教員は、どのようlこすれば清潔を保てるか親にも教えるので、よい循環になります。これらの取

り級み疫プロジェクトとして外国で実施しているとと表、文部科学省のホームページで紹介していますので、

ぜひご覧ください。

吉田和浩{広島大学)

時間が来ましたが、ご質問があれば、あと5分ほど延長し、 1っか2つ質問を受けたいと思います。

ffl/lU4 

結城貴子{グローバル・リンクーマネージメント)

ありがとうございます。ママドゥ・ンドイエ氏に質問があります。氏が結論でおっしゃった第1と第2の

点に関連して、教育部門に対する今後の日本の ODAについてお尋ねします。日本政府がODAの国際的な

コミットメントを守るのが容易でない中、日本のODA内でリソースを再配分することは可能だと思います

が、いかがでしょうか。たとえばインフラ部門から教育部門へとか、主に奨学金としてODAが拠出されて

いる高等教育のサブセクターから初等教育のサブセクターに再配分することが可能なら、今後5年間のリ

ソース配分を再検討するように日本政府に提案されま?か。教育制度全体に取り組まなければならないと

おっしゃいましたが、多くのアフリカ諸国では今後5年間は初等教育がまだ優先事現ではないかと思いますe

ffl/lU5 

山口しのぶ〔東京工業大学〉

ママドゥ・ンドイエ氏に質問します。遠隔学習のための柔軟な教育の実施方法に演するお言語に、特に関心

を持ちました。東京工業大学はセネガルのユネスコで遠隔教育を推進した経験があり、効巣的に実施するた

めには、二つの主重要な要素があることがわかりました。一つは、生徒や教師や学校の管理織、地方政府など

受益者に熱意がある乙とです。第一二に、国や地方レベルの教育省の担当者が本気で取り組んでいることです。

このような公開学習や遠編学習を推進する基本政策について、 ADEAはどのように取り組んでおられるか、

ご質問します。また、これら遠隔学習のプログラムに参加したいという、学校レベルの動きや傾向はありま
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すか.

講演者からの回答

ママ戸ゥ・ンドイエ(アフリカ教育開発連合・ ADEA)

柔軟な実施方法についての、最後のご質問に簡単にお答えします。先生はアフリカで多くの経験をされ、

ユネスコのダカール事務所でいろいろと見てこられたと思います。私たちは、ユネスコ・ダカール事務所と

協力して、教育省の支援で、モーリシャスに遠隔教育ワーキンググループを置き、様々な可能性を模索して

いるところです。政府の支援で、遠隔教育に関するアフリカのすべての取り組みを評価し、 2冊の本を出版

しました.私は様々な興味深い取り組みがされていると思いますが、全体的には、多くの国々ではまだ、遠

隔教育は実験段階か試行段階です.これらの取り組みをスケールアップして国の政策に取り入れるのは容易

ではありません.今時間も限られていますので、後ほど来ていただきましたら、 ADEAのワーキンググルー

プが遠隔学習や公開学習について出版した本をど紹介します。乙乙に、より詳しい情報が書いてあります.

日本のODAの配分について、基礎教育が優先されるべきではとの最初の質問について申し上げます.私

は日本の中での議論の詳細はお話しできませんが、基礎教育の優先と全体的な取り組み<holisticap戸oacb)

は矛盾しません。全体的な取り組みがなければ、優先事項もありません.制度全体を把握しなければ、優先

事項を明らかにできません。基礎教育を第ーに優先するか、第三に置くかは、国の状況によります。アフリ

カでは、初等教育の普及に取り組む必要がなくなった国もあれば、今取り組んでいる国もあれば、平均より

ずっと遅れている国もあります固万人のための初等教育の達成レベルは、アフリカの中でもまちまちです固

アフリカはひとくくりにできません.アフリカは多様です.アフリカへの援助は、様々な園々の違いやニー

ズを理解していただく必要があります。そういう意味で、日本は選択しなければならないと思いますが、私

が意見を言う立場にはありません。教育の平等が重要な課題とされるなら、日本は貧しい国々を支援して、

初等教育に優先的に取り組むでしょう。知識社会の構築による経済成長のほうが重要と考えるなら、最貧困

ではなく、そのレベルに引き上げられる固が対象となるでしょう。日本が協力に闘して、どのような政治的

な選択をするかによります。しかし私自身の選択は明らかです。私は、最も貧しい者たちを選びます。

喜市
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【セッション1】

「あらためてアフリカの教育協力を考えるー学校現場と教育政策ー」

一一

【モデレーター】

ケネス・キング
エジンパラ大学名誉教授、元エジンパラ大学アフリカ研究センター長

【パネリスト】

デズモンド・パーミンガム
世界銀行FTI事務局主幹

ママドゥ・ンドイエ
アフリカ教育開発連合 (ADEA)事務局長

横関祐見子

ユニセフ東部・南部アフリカ地域事務所基礎教育・ジエンダ一部門東南アフリカ地域チーフ



44

タレ
J

アモ

ケネス・キング

ヱジンパラ大学名誉教授、元エジンパラ太学アフリカ研究センター義

王立アフリカ協会副会長、欧州開発研究訓練機関協会 (EADl)副会長。ヱジンパラ大学アフリカ研究セン

ター長(J関5-2005年〕、英国国際教育訓練フォーラム共同議長(l型的-2003年〉。専門分野は、援助政策、

零細企業やインフォーマル部門の教育・訓練、スキル・ディペロブメント、高等教育、知識政策論。援助攻

策を論評するNORRAGNEWS (官官官担針路吾org)の編集者を 20年務める。

[パネリスト}

デズモンド・パーミンガム
世界銀行FTI事務局主幹

英国および国際機関等で 20年以上にわたり教育分野に従事。 2006年より現織。前織は英国国際開発省

(DFID)教育部門長。上級顧問時にはヱチオピア、ルワンダ、コンゴ民主共和国、スーダン、ガイアナで勤務。

教育援助の効果的活用の向上および脆弱国家や紛争被災国への教育支援に関心を持つ。

ママドゥ eンドイ

アフリカ教育開発連合 (ADEA)事務局長

セネガル攻府の識字・国語推進大臣(1993-19何年}、同基縫教育・国語大匿を懸任(1995一回開年)02001 

年より現職。 1965年に小学校の校長に就任後、中等教育および教員養成大学の教員を長年にわたり務める。

アフリカ教育訓練開発機構(Assoc品世間おrthe Development of Educ刷。盟組dTra血血昌也A企ica:ADEF) 

事務局長 (1的2-1993年)。キンシャサ大学において教育研究訓練のPost-UniversityDiplo盟a(FREA) (博

士号に相当する)を取得。アフリカの政府間組織である成人教育・識字地域協議会会長、世界銀行経済開発

研究所の外部諮問委員、ユネスコ教育研究所〈現ユネスコ主主務教管研究所}理事を援任。 Prospec胞の編集

委員α

横関祐見子

ユニセフ東部・南部アフリカ地域事務所基礎教育・ジェンダ一部門東南アフリカ地域チーフ

ケニアやジンパブエでボランティア教師として教壇に立ったのち、 UNICEFジンパブヱに勤務。目的年

より JICA国際協力専門員{お06年)。日本の対アフリカ地域教育協力の第一人者として諸事業に従事e

2007 年より現職。専門分野は教育開発、中等教育、アフリカ地域の教育。編著に『国際教育開発論~ (有斐

鶴、 2005年)があるα
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モデレーターの冒頭の言葉

ケネス・キング
エジンパラ大学名誉教授

元エジンパラ大学アフリカ研究センター長

皆様、こんにちは.今日の午後のセッションでは、午前取り上げられた政策を、

いかに学校や教育機関における実践に結びつけるかについて、活発に討議してい

ただきたいと思います.政策を批判的に考察すると同時に、牟田先生が基調講演の最後でおっしゃったよう

に、どのように行動に移すかを考える機会でもあります.今年は国際的な開発の年と言えます.第4回アフ

リカ開発会議 (TICAD)や北海道の洞爺湖でG8サミットが開催され4 日本がEFA-FTIの共同議長固と

なる今年は、日本にとって特別な年であると聞きました.とれらの相乗効果により、との機会に日本は国際

援助体制の枠組み{副d町℃副担cture)に影響を与えることができます.もう一つありました.国際協力銀行

(JBIC)のODA部門と JICAが統合され、 JICAが新たな可能性を持って生まれ変わります.皆様は乙の可

能性がもたらす結果を理解されているので、今日の午後は、乙の相乗効果を念頭に置いてお聞きしましょう。

との新たな様式や新たな可能性に肉付けをする時です.

すべてを取り上げることはできないので、まずファスト・トラック・イニシアティプ (FTI)についてお

聞きし、それから元瓦CA職員だった方のご意見をお聞きします.転職はあらためて物事を見直す最高の機

会です。デズモンド・パーミンガム氏は英国国際闘発庁(DFID)の職員でしたが、現在は世界銀行の非常

に危険な椅子に座って仕事をしています。ママドゥ・ンFイエ氏は度々転職しましたが、今はADEAの重

責を担っています.そして先ほど申し上げたように、横関祐見子先生は、ケニアとガーナでの長いJICAの

経験で培った視点の上に、現在ユニセフで新しい視点を加えて、非常に明断に分析されています.先生はケ

ニアの危機を取り上げるために、昨夜、発表内容を見直され、ケニアに関心のある人々にとっては、非常に

興味深いお話になると思います。ケニアに関心のある人々やケニアの専門家は、この機会に会議の後、ぜひ

集まっていただきたいと思いますが、その前に先生のお話をご期待ください.

このようにパネリストの皆さんは全員、現状を新しい視点で見直されてきた経験を持っておられますので、

乙れらの新しい可能性についてどう恩われるか、ご意見をお聞かせいただきたいと思います。プログラムの

表紙のととに、 fAJと書いてありますが、何を表わしているのかわかりませんでした。今言ったことを考

えると、とのAは、 aidarchi旬応ture (援助の枠組み)またはadditio皿Iity(追加性)かもしれません.と

にかく、私の話はこれぐらいにして、パネリストの皆様にお話しいただ昔、その後、会場の皆様からご質問

をお聞きしたいと思います。パネリストの方々の発表が始まったら、どうぞ質問を書き始めてください。今

日は、教育省、戸ナ一、地域社会の皆様、研究者の皆様などが参加下っています。まず、デズモンド・パー

ミンガムさん、どうぞよろしく.
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デズモンド・パーミンガム
世界銀行FTI事務局主幹
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[nネル発表】

「万人のための教育ーファスト・トラック・イニシアティブ」

ご紹介ありがとうございました.この2年間で3回目の日本訪問です.来

るたびに、教育問題の研究者や活動家の皆様が集まることの大切さをひしひしと感じます固また文科省と外

務省が共同で主催されていることにより、さらに大きな意味を持つと思います。英国国際開発庁 (DFID)も、

研究者たちと緊密に連携する努力を何度もしてきましたが、これほどの協力体制はないと言ってよいでしょ

う.どうぞ、との連携をさらに発展させていただきたいと思います.今年の重要性については繰り返しませ

んが、 JICAと厄ICが統合して、あの「危険な場所」の世界銀行に次いで、世界第二の援助機関になるとい

うことを、昨日知りましたo JICAとJBICの統合は、乙の仕事についている人々にとって重要なだけでなく、

国際社会全体にとって重要な出来事です。日本が国際社会で指導的役割を呆たされる乙とを期待します。後

ほどできるだけ討議の時聞をとりたいと思いますので、さっそくファスト・トラック・イニシアティプ(同1)

についてお話ししたいと思います.

FTIとは何でしょうかo 2002年に導入された制度で、教育と開発について新しい視点から、ドナーと開

発途上国の真のパートナーシツプを構築するものです。現在、 30以上の二国間および多国間の援助機関と、

F古から技術的・財政的支援を受ける資格のある 60以上の低所得国がパートナーになっています。

FTIは7，200万人の未就学の子どもたちを支援するために作られました.そのうち 3，300万人は女子です.

女子が教育を受けることによって、貧困のサイクルを断ち、経済成長が高まり、エイズ感染を防止できるこ

とは、十分に証明されています.基礎教育に対する ODAは2000年以降、 2倍以上に増えていますが、サ

プサハラ・アフリカではまだ不十分です.このニーズに応え、とれらの国々が教育の目標をより早く達成で

きるよう支援するために、 FITが創設されました.

FTIはパートナーの国々とドナーの聞の相互説明責任の原則に基づいて実施されています.パートナーの

国々に対しては、圏内の支援を強化して教育に対する強いコミットメントを示すこと、主要な実績指標につ

いて成果を出すとと、プログラムを実施し戸ナーのサポートを調整するリーダーシップを発揮するととなど

が要請されています.一方ドナーは、リソースを確保し、一つの教育計画に対するサポートを調整し、国の

開発に闘する優先事項と整合性を持たせ、できるだけ手順の調和をはかることを約束します.

このようにF引の指針は、一つの園、一つの教育戦略、一つのプロセスで、全セクターをカバーすると

とです.乙れは現実的で自立発展的であり、全体的な貧困削減の戦略に結びついています。私たちは残存す

る4つのギャップを埋める努力をしています.それらは、政策、データ整備、資金、能力です.

FTIの2007年の年次報告書によると、FI1諸国で顕著な進歩がみられました.小学校の総入学率は、 32

カ固中23カ国で95%以上となり、ほとんどの閏が2010年までに 100%を達成できる見込みですo FTI諸

国では生徒数が2000年に比べて2005年には26%増えています.乙の傾向が続けば、 3カ国を除いた全て

のFTI諸国で2015年までに教育におけるジエンダー格差が是正されます.

2007年のFTI年次報告書では、アフリカで次のような成果が示されています固1)岡地域の総就学率は

80%から 95%に向上したo 2) FTI諸国の中でサブサハラ・アフリカの6カ国が初等教育修了率でトップの
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成績だったo 3)小学校の入学率が最下位だったアフリカの5カ国が、最大の伸びを示した。

私たちは特に、教育政策を学校の現場に反映させようとしていますo 2つの園の例をお話ししたいと思い

ます。まずケニアですが、学校が力をつけてきた良い例があります。「触媒基金」から資金が小学校の委員

会に提供されています。これらの委員会が学校が腕入する物を決めます.さらに 18.000以上のケニアの学

校が、生徒数に応じて配分される資金で教科書を買い、現地の委員会が銀行口座を管理しています。ガンピ

アでは、遠隔地に赴任する教員に対して特別手当が支給され、教員の配属が改善したこと、約 10校を担当

する指導主任制度が導入された乙と、学校の監督とモニタリングの成呆により、教員の欠勤が減り勤務態度

が改善されました.とれら2つの例をみると、アフリカにおける進展に期待できます。

このように前進してはいますが課題も残っており、 F百の拡大、改革能力の強化、資金の増額、国レベル

のプロセスの強化など、様々な取り組みが必要です園すべてのパートナーは、開発途上国の優先事項を支援

するために、協力体制の効率を上げ、正しいインセンティプを導入するよう、いっそうの努力が必要です.

すべての子どもたち、特に紛争の影響を受けた国々の子どもたちに手を差し伸べるためには、先ほど述べた

ギャップを埋めるよう、緊急に対処しなければなりません.

最後に、日本がFI1の共同議長国として、これらの問題の解決にむけて、どのようにご支援いただけるか、

いくつか提案させていただきたいと思います.まず拡大を支援し、南南協力のモデルなど、新たな可能性を

模索し続ける乙とが必要です。日本は三カ国間の直接支援だけでなく、 FTI基金への拠出を通じて非常に重

要な役割を果たしていますが、さらに重要なことは、すべての援助資金が確実にプロジェクトに宜結するよ

うに、日本が支援することです。これは、私たち全員にとっての機会だと思いますo FI1によって、私たち

は有効なモデルを得て、原則を実行に移しています.初めて教育省が本腰を入れ率先して責任を担っていま

す。私は皆様と協力して、今年をFTIの実現の年にしたいと思っています.
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[nネル発表】

「東部・南部アフリカ地域においてEFAを早期実現するために」

横関祐見子

ユニセフ東部・南部アフリカ地域事務所

基礎教育・ジエンダー部門東南アフリカ地域チーフ

このパネルでお話をさせて頂けることを光栄に存じます.東南部アフリカ地域

の教育開発を加速させるという乙とで話題を提供させていただきます。 1981年

からアフリカ地域の教育開発のお手伝いをさせて頂いた者として、「あらためて

、ikoYoレ

アフリカの教育協力を考える」ということで話題提供をさせていただけたらと思います。現在、ケニアの首

都ナイロピにあるUNICEF東南部アフリカ地域事務所で働いています.

実は先月、事務局にお送りした発表原稿を東京への飛行機の中で見直していて、今、ケニアで起こってい

るととをお話しなければ、という思いに追い立てられるような気持ちになり、先ほど、キング先生からお話

があったように、間際に発表の内容を変えさせて頂きました.そのため、発表に使わせて頂く資料はお手持

ちの資料と砦干異なっています.ご了承頂ければ幸いです.

2008年は、アフリカ諸国にとって、そして日本にとって、特別な年であると思います.いうまでもなく、

今年は、ダカール世界教育フォーラムが開催され、ミレニアム開発目標が発表された 2000年とその目標の

年である 2015年の中継点です.また、日本では、 TICADや G8が聞かれ、日本政府は初めてFTIの共

同議長固としての役目を呆たすことになります.日本のアフリカへのコミットメントを再確認して、戦略化

する年であり、今年のJEFには、その中で「教育」を強調するというととで、大きな意味があります。

本目、頂いた短い時間の中で、次の3つの点を強調したいと思います.

1.アフリカ地域の「万人の教育」に対する努力の活性化

2.人聞の安全保障としての教育開発の再確認

3.平和と開発のための子どもへの投資

アフリカ地域の教育開発の現状を見てみると、途上国中で最もニーズの高い国々であることがわかります.

乙の表は、小学校の就学率を表していますが、東南部アフリカ、中西部アフリカが、他の途上園地域よりも

格段と低くなっています.

今日お話をさせて頂く例としてまとめたのは、私が現在、働いている東部南部アフリカの国々、 20カ国

アンゴラ、ボツワナ、プルンジ、コモロ、エリトリア、エチオピア、ケニア、レソト、マダガスカル、マ

ラウイ、モザンピー夕、ナミピア、ルワンダ、ソマリア、南アフリカ、スワジランド、タンザニア、ウガン

ダ、ザンピア、ジンパプエです.ママド氏のお話にありましたように、アフリカ諸国は、多様性に富んだ国々

です。この国々には、教育に熱心な人々、学校で多くを学んでいる子ども、そして学校に行きたくてもいけ



49

ない子ども遼がいます。

この国々での「万人のための教育Jに対する努力の活性化が必要です。パーミンガム氏のお話にありまし

たように、 20∞年のダカール世界教育フォーラムの後、基礎教育への政府予算および教育協力が増えたも

のの、 2005年以降、わずかながら減少傾向が見えるのです。一方、東南部アフリカでは、 2000年以降、就

学里撃が伸び、男女格差も縮まったものの、まだ 1，130万人の未就学の学齢児童がいるのです。とれば大変な

数です。ですから、今、アフリカ諸国と支援する国々の努力を活性化する必要があります。そして、 2008

年がその機会となるととが大切なのです。

との 1，130万人の子どもたちがどとにいるのかを見てみましょう。国としては、ヱチオピアに約300万人、

ソマリア 120万人、ケニア 110万人、アンゴラ加万人、モザンピーク昌O万人となっています。それぞれ

の圏内で見てみると、学校に行けない子どもたちは、貧図な地域、農村や僻地、少数民族、身体障害などの

特別なニーズを持った子どもたちです。開発から「除外された (exclud吋)J子ども逮であると言えます

1宮初年からの歩みを見てみると、順調な歩みを遂げている国有がありますα ヱリトリア、ヱチオピア等

の国有は、就学率が20%台から劇的に伸びています。このグループに嵐するその他の国身は、マラウイ、

マダガスカル、モザンピー夕、タンザニア、ウガンダ、タンザニア、ザンピアです。

して、次に、就学準が増加してはいるものの、必ずしも順調ではない国々がありますαボツワナ、ブルンジ、

コモ口、ケニア、レソト、ルワンダ、ソマリア、スワジランド、ジンパブヱなどがこのグループに入ります。

にの二つのグループの国々を見てみると、共通しているのは、 20∞年を境に怠学率の伸びが加速してい

る留が多い点、です。 20∞年はダカール世界教育フォーラムが開催された年であり、世界的な啓蒙が影響し

ていることが示唆されますα

最後に、就学E替の増加が停滞している国々があります。アンゴラは、紛争後の立ち誼りに時間がかかって

います。南ア、ナミピアは就学望撃は高いのですが停滞・低下傾向にあり、これはHIVエイズの影響が強い

のです。

このような分析から、私たちは、どの国々が最も努力をするべきか、国際社会が支援を強化、更なる戦略

化をすべきかが明らかになります。

ここで、学校現場に臼を移してみたいと思います。冒頭で申し上げましたように、私は、現在、ケニアに

拠点を置いて東南部アフリカ 20カ国での仕事をさせて頂いています。ケニアは、昨年末の選挙の後、紛争

の中にあります。アフリカ地域で最も安定して平和であった国なのですが。 1月は新学期です。 1週間遅れ

て1fl 14 Elに学校が始まりましたα 新学期になって、真新しい制服を着て学校に行く子どもたちの姿を見

るのは嬢しいものです。でも、全ての子どもたちが学校に行けるわけではありません。西部の紛争が激しかっ

た地域では、学校が壊されるようなこともありました。との写真の学校は、選挙結果に怒りを覚えた若者た

ちによって破壊されてしまったそうです。でも、親たちが、壊された学校を子どもたちに見せたくないとい

う恩いで、早朝l之、片づけをしました。
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学校が破壊されるととがなくても、通学路の危険を恐れて学校に来るととの出来ない子どもも多かったの

ですa この写真のように、学校の近くに住んでいる少数の子どもだけが学校に来ましたa

国内避難民となってしまった子どもたちも多くいます。でも、子どもたちは学校に来たいのです。

今回、ケニアを突然襲った園内紛争では、教育を続けるために平和が大切であるとと、そして、教育は平

和を作るために必要であるととが明らかになったと患いますa とれは、日本の提唱する、「人間の安全保障」

につながります。

先ほどの、「子どもに、破壊された学校を見せたくない」と思って早朝に片づけを始めたコミュニティの

人たちは、やがて、学校を建て直すことになるでしょう α 選挙の直後には、憎み合って戦った人たちも、学

校の再建という活動を通じて一緒に働くととができるかもしれないa

アフリカ諸国の努力は目覚しく、 f万人のための教育」に対する多くの達成がありました。でも、ケニア

の炉jに見られるように、多くの困難と課題があるのも事実です。ぞとで、さらに戦略的なアプローチが必要

となります。

第一に、ガパナンスと平和構築のための教育の役割を見直す必要がありますa 緊急時の教育の戦略性が求

められていますα 第二に、「除外された子どもたち」を取り入れていく努力が必要です。地理的・民族的に

除外された子ども透、陣容を持つ子ども遼・貧函や紛争の中にいる子ども遼を取り入れていくための戦略が

必要ですα さらに、焦点をあわせた努JJを強化していくことが大切です。 EFA-FTIのようなグローパ

ルな努力、 ADEAやアフリカ連合などの地域的な努力に協力していくとと、さらに園内では、 SWApの

枠組みの中での協力が求められています。

いつもどおりのやりJ与(b加盟関S描 usuゅでは、もうダメなのです。 先ず、創造的で革新的な教育開発

の方法が大切です。たとえば、普通の学校に行けない子どものためのノンフォーマル学校などに積極的に取

り組む必要があります。基調講演で例に出たようなイスラム学校なども、との例に含まれます。さらに、学

校が子ども逮とコミュニティにとって価値あるものとなるために、教育の質と適切さを確保するために、こ

れまで以上の努力を払うことが求められます。第二に分野横断的 (Mul世田sectoralapproaches)なアブロー

チが求められています。学校は、子どもとコミュニティが知識を得るとと、健康的な生活をするための術を

得ること、さらに、文化と平和を保つための教育が求められています。これは、真の意味での「貧困削減と

成長のための教育Jに繋がっていきます。第三に、教育を続けるためには平和と安定が必要ということです。

子どものための平和が求められる一方、平和を築き維持するために、子どもに期待したいと思いますα 平和

と安定とガパナンスは、アフリカの成長と開発に不可欠です。そして、そのためには子どもと未来に投資す

ることが一番効果がありますe

日本塁E見ても、大人はもうだめだなと思うことがありませんか?子どもたちに平和と開発を託しましょう。

そして、大人たちもそこから学ぶことができるのではないでしょうか?そのために、アフリカ諸国が何をサ

るのか、日本が何をできるのかを考えることによって、日本もアフリカから多くの物を得ることができるこ
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とを期待しています.

最後に、冒頭で申し上げた3点を、もう一度見て見たいと思います

1.アフリカ地域の『万人の教育』に対する努力の活性化

2.人聞の安全保障としての教育開発の再確認

3.平和と開発のための子どもへの投資

ありがとうございました.
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[セッション1後の質疑応答}

ケネス・キング{元ヱジンパラ大学アフリカ研究センター)

ありがとうございましたαFTIの代表者たちは時間をきちんと守られますね。彼らは早いし、一貫していて、

明確ですα 説得力もありますo FTJについて非常に明確に説明くださいました。デズモンドによる 2007年

の年次報告書をぜひお読みください。とこの非常に興味深いパワーポイントの内容をえ主主にした、たいへんよ

く書かれた報告書です。デズモンドのペーパーの最後のページに書かれているサイトで入手できます。機関

先生もありがとうございました。彼女の発表も、たいへん説得力がありました。

この会議は、ただ無味乾燥な援助方式を述べる会議ではありません。国際援助体制の枠組み (aid

architec知re)について討議することがE重要です@このセッションの題が「学校現場と教育政策Jとあるように、

私たちは政策を学校現場に実施するために常に努力をしなければなりませんo EFAの対話の重要性は何よ

り明らかです。統計やMDGSはドライな言葉です。横関先生がおっしゃったように、 ODAは新たな視点で

見渡さなければなりません。数か月前まで順調に進展していた国々でさえ、どうなるかわかりませんα 例え

ばケニアでは、とと5週間ほどの聞に、市民が敵対して暴動で学校が破壊されました。私たちの予想や確信も、

常にこのようなことを踏まえて解釈しなければなりませんa 後半、アジア・アフリカの研究について見た中

で、学費の撤溌の意味は何か、とれが学校現場でどのような問題を提起するかなどを考えました。このプレ

ゼンテーションは私たちに融和を呼びかけ、有益だったとj思います。私たちは、理議後実践に移す必要性そ

常に念頭に霞かなければなりませんa ととで、ママFウ霊ンドイエ氏にど意見をお願いしま'"90 プレゼンテー

ションではなく、お二人の発言に対して、いくつかコメントいただいた後、アフリカ中西部の視点について

お話しいただきます。

ママドゥ z ンドイヱ(アフリカ教育開発連合:ADEA) 

3点ほど考えを述べたいと思います。第Iに、 FTIについてです。 FTIには多くの懸念がありますが、私

は、前向きにFTIを推進し話。用するべきだと思います。普遜的初等教育 (UPE)の達成を臼指して努力を

加速している良い例をなぜ挙げないのでしょうか。たとえば、アフリカの3カ国か4カ国は国際的なパート

ナーと共に、万人のための教育 (EFA)の達成に向けた努力を加速しており、日擦の期間内にUPEを達成

できます。主にアフリカの中西部にある、ニジエール、チャド、マリ、ブルキナファソなどの遅れている国々

でEFAの臼擦を達成するためには、この経験から学べると思います。アフリカの各国政府とドナーの両方

が受け入れた政策の適用は、目的達成の努)Jを加速させるのに、よい見本となりえるとJ思います。

第2に、教育の質についてです。モデレーターが何度も、加速は質の低下を招くと考えられていると言い

ました。この点については細心の注意を払うべきです巴国のレベルで起きていることを長期的に観察すると、

生徒数が大幅に増えても質が低下していないことが分かるかもしれません。質の低下は単なる印象であって、

評価によって裏付けられたものではありません。私は賓の問題がないと言っているのではなく、学習成果の

評価を 60年代、 70年代、初年代、初年代と比較すると、ずっと以前にも質の問題はあり、努力が加速さ

れている今だけ起きている問題ではないのですα すなわち私たちが取り組まなければならないのは、いかに

質を伴いながら進歩を加速させるかです。アクセスを拡大するとき、質に注意を払うことは非常に大切です。

国のレベルでは、現職教員の研修に資金が提供されることは、めったにありません。設備や教材提拡大しな

ければならないという偏った評価がされています。指導者や管理職の研修に投資するととも、ほとんどあり

ません。現地の言語を使うことに、 ドナーが正面から取り組むことも、ほとんどありません。学習の成果を

分析するとき、教育の質に影響を与える重要な要素は、現職教員研修、教員養成、学校管理とリーダーシップ、
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現地の言語の使用などです。とれらが賞授左右するにもかかわらず、十分な資余が投入されていません。

最後に、アフリカの中西部についてお話ししたいと思います。最も貧しい地域で、EFAでも遅れています。

フランス語闘の国々は、学校教育が遅れていますα これらの国身は、コストを削減し、教脊への投資を増や

して、教育へのアクセスを拡大しようとしていますa しかし文化的・宗教的な伝統が進歩の加速を妨げてい

ますα との悪循環そ克服するためには、教育を新たな視点でとらえる必要があります。教育の提供らいか

に食料の提供や保健プログラムの実施と結びつけるか。いかに学校教育を宗教的伝統と結びつけるかa たと

えばザンジパルでは、幼児教脊を受ける子どもたちは以前は 3%でしたが、幼児教育のプログラムを宗教学

校と契約したととで、 9む%になりましたa との例からも、地域社会を動員できれば大きな可能性が生まれる

と思います。しかし、そのようなととには取り組んでいません。

ケネス・キング{元ヱジンパラ大学アフリカ研究センター)

3人のパネリストの皆様には、大変簡潔にしかも明瞭にお話しいただき、ありがとうございました。後

45分残っていますので、会場からど意見唱をいただきたいと思います。皆様が何を言おうか考えておられる

簡に、 2、3考えを述べさせてください。その問、皆様、英語や日本語を研ぎ澄ませておいてください。デ

ズモンド、 2015年までに達成しなくてもよいスロー・トラック・イニシアティブの必要性についてはい

かがでしょうか。だれが2015年までにと決めたのでしょう。北側の資本ですね。長期的な取り組みはい

かがでしょう。スイスのように長期的なプロジェクト安好むドナーもあります。その点からお願いします。

19初年からリセットされ2000年に再度設定された目標に左右されなければならないのでしょうか。また

臼擦をリセットするのでしょうか。後7年でできないというのがわかっている主要因を支援する、ロング・

トラックの決定が重要ではないでしょうか。

ぞれに関連して、グラフ表見るのにあまりに時間後使いすぎて、どの国が願調で、どの園が遅れているか、

どの国が達成できるかを把援するのに時簡を費やし寸ぎているのではないでしょうか。また、様#なととに、

すべて河じスケジュールを当てはめるのは、いかがでしょうか。非常に奇妙に感じます。そのようなことに

時間を使うのではなく、達成した後、いかに持続するかを者えるのに、もっと時簡を使ったほうがいいので

はないでしょうか。日本はそのような問いかけ唱をできる、よい立場にあると思います。 2015年以降、どう

なるのでしょうか。達成はしたものの、資金の 50%をドナーからの援助に頼っている国はどうなるのでしょ

うか。ドナーは、「もう私たちは引き揚げますa 後はあなたがたの責任です」と言うのでしょうか巴自立発

展殺に対する取り組みはどうするのでしょうか。日本は、これらの問題を切り離さないようにする、よい立

場にあると思います。教育の議題を成長の議題から切り離しではなりません。経済分野からこの分野の問題

を切り離してはなりません。分野横断的な取り組みが必要です。日本はインフラへの投資において大きな貢

献をしてきましたが、との特別な年に、日本はこれらの他の問題にも注目してはどうでしょうか図 l自由品年

に日本は臼擦の枠組みを決めるのに重要な役割を巣たしました。今回も G8で、ただOECDデータのコン

センサスに参加するのではなく、 JICAとJBCIの統合によって世界第二の援助機関になるのですから、こ

のような複雑な問題を提起して、国際援助体制jの枠組みに影響を与える重要な役割を果たされるのはどうで

しょう。もう一つ質問があります。牟出先生のペーパーで示された、よく知られている援助方式がある中で、

日本が入れるところはどこでしょうか@可能性はいろいろ示されていますが、実質はどうでしょう。これら

の援助方式の骨組みの上に、どのような肉付けがされるのでしょうか。横関さんの発表に戻ると、学校の問

題は何でしょうか。

緩いコメントをいただきたいと思います。日本の格言に「能ある騰は爪を隠すJとあるように、最初に立

ちあがって大きな声をあげる人が、最も能ある人とは限らないので、私は挙手されない療にも臼を配りたい
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と思います。とちらの優秀なパネリストと交わりたいと思う方はおられませんか。

N/ffJl 
ジェレミー.l"ンガラ(ガボン大使館〕

アフリカの教育問題について、このような専門家の皆様にお話しいただき、うれしく思いますα アフリカ

は自分たちが望むものを知っており、自分たちが必要なものを知っているというととを、私たちは忘れては

なりません。アフリカでは、すべて「アフリカ開発のための新パートナーシッブ (NEPAD)Jの枠組みで行

うととを決めたと思いますe 私たちが何を望み、何を達成したいと思っているか、真剣に開いてもらえない

と思うととが待#あります。人身は自分たちの計画を持って来るのです。私が言いたいのは、とれを拝見す

るのは興味深いですが、気が滅入るときもあるというととです。アフリカの教育が貧しい状況にあり、いろ

いろ問題があるというデータは巴しかしガポンやその他の中部アフリカ諸国にも、とてもよい教育の例があ

ります。アフリカについて、キング先生が非常に重要な点を指摘されました。教育は成長と経済繍発と給び

つけなければならないと。しかしここでは、その関連について、あまり話がでていません。教育はあらゆる

酉で、成長と経務発援に結びつけるべきだと思いますa 日本の「専門学校』の伊jをあげれば、専門学校に行っ

た人々は、卒業すれば職業が身に付きます。今アフリカでは、「専門学校Jのようなリンクが必要です。つまり、

織業と仕事と教育を給ぶものです。これは非常に主重要ですa 私たちは日本の方々から、技術の移転を求めて

います。単にアフリカの悪い状況を知らされるのではなく、そのようなことが知りたいのです。

N/ffJ2 
西村幹子{神戸大学)

スロー・トラック・イニシアティブの諮には衝撃を受けましたm 私は、 EFAを達成することと、その自

立発展性は、まったく別の問題だと患います。今日の発表は、いかにEFAを達成するかに焦点が当てられ

ていたように思います。バーミンガム氏は、攻府の投資を増やすという自立発展性の一例を示されましたが、

政府以外の関係者 (8領keholder)はどうでしょうか。私はアフリカの4カ国で事例研究をしたとき、親が引

いて「政府がすべて頭倒をみるべきだ」と言っているのを知りました。親は今、学費唱を払っていません。ぞ

れと河時に学校の活動にも参加しなくなりました。自立発展性を考えると、 FTIが実際にうまくいっている

のかどうか、私にはわかりません。また特に、アフリカの多くの国有で教育が政治化され、欽治的な運動で

lJPEの普いが持ち出されるようになってきました。当事者である関係者は、政策を実施する態勢ができて

いません。関係者の関与という点から、 EFAやFTIの自立発展慨について、棲様のご意見をお聞きしたい

と恩いま寸。

主宰'f/fJ3

スタン zマム{フィジー・南太平洋大学、鳴門教育大学)

今の発言に関連してで守が、 FTIは素晴らしいイニシアティブであり、成功してほしいと願っています。

私が知っている太平洋での状況を言いますと、自立発展性と合わぜて教育の質の問題があります。太平洋の

ある国は、総就学率を上げようと公立高校を急いで作り、有資格の教員やりソースの不忌に直面しています。

自立発展性や質の問題を、 FTIはどう解決しようとしているのでしょうか。
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ーま'ff/{f4 

ラパリフエラ・リパ {マダガスカル大使館〉

いかにUPEを達成するかに関して、 2つ質問があります。まず、働いている子どもたちをケアする戦略

はありますか。二つ目の質問は、わが国の政府や政府織皇室の能力についてです。わが国は、世界銀行など国

際的なFナーから、多くの提言や指導をいただいていますが、大臣や局長の下で働いている磯良は、そのよ

うな素晴らしい提言を実行する能力がありません。とのような能力に関してお考えがあれば、ご意見をお聞

かせください。

パネリストからの回答

デズモンド aパーミンガム{世界銀行FTI事務局)

まず、キング教授が提案されたスロー・トラック・イニシアティブはその通りです。教脊の問題は一朝一

タには解決しません。始めるのに一世代、定着させるのにも一世代かかります。しかし教育における活動の

政治経済安認識しなければなりません。また、 2015年を目指した日擦を活用する政治経済も認識しなけれ

ばなりません。そのためにMDGsが合意され、 EFAの臼擦が合意されました。援助国や発展途上国の政治

家に目標となるものを示したわけです窃これによって、皆様や研究者や地域社会の方々がロピー活動をし、

提唱し、働きかける拠り所が提供されたのですa 現実的にならねばなりません。これらの目標やターゲット

がなければ、教育のような分野にリソースを投入するようにはならないでしょう。保健分野で働く同僚そ

うらやましくd思うととがよくあります。彼らは、AlDSなどの非常に重要な医療・保健の問題に対して、何

十億ドルもの資金を動員できるからです。しかし実際には、より少ない額の投資でも、教育に投資することで、

とのような医療に関する問題の多くを、はるかに効準的に解決できるのです。基礎教育は、変化の政治経済

(political economy of changes)になると、少しうぶなところも特にあるように思います.2訂15年までに、

世界中の子どもたちが質の高い教育を受けられるようにするという日擦が持つメッセージを、私たちは実際

に認めなければなりません。これは、非常に強力なメッセージです。これを見失ってはなりません。またこ

れを手放すべきではありません。確かに、全世界で目標を達成することはできません。達成しても、そこで

終わりではありません。やらねばならないことは山ほどありますが、私たちはそれに向かつて前進しており、

アフリカではどこでも、多くの国々が史上類をみないほど、急速に進歩していま?。ですから、これをしっ

かりと堅持して、失わないようにしましょうα 自立発展性の問題ですが、政府以外の関係者に関して、先ほ

どの方がおっしゃったど意見はもっともと思いますa 難しい問題ですが、親や地域社会など政府以外の関係

者を、教育の取り組みから外さないことが大事です。どの国のどの政府であっても、基礎教育薮提供するこ

とは基本的な責任だと、私は固く信じていま寸。もし子どもたちに基礎教育を提供していないのなら、政府

は何をしているのでしょうか固私たちは、開発途上国や援助国の政府が責任をきちんと果たすよう、 j五力を

かけ続げなければなりません。ぞれが唯一、持続可能な道です。長期的には、より多くの教育を子どもたち

に受けさせる持続可能な唯一の道は、その経費を国がまかなえるようになることです。すなわち、経済成長

が必要です。そのためには、若いリソースの多くの部分を教育に捧げることが必要で、留が責任をもって基

本的サービスを提供するように市民が要請してゆかなければなりませんe

機関祐見子{ユニセフ東部・南部アフリカ地域事務所:ESARO) 

ありがとうございます。教育の質について、 3点ほど簡単に述べたいと思います。質についてど指摘いた

だき、ありがとうございます巴非常に重要な問題ですα 待聞が十分にありませんでしたので、詳しくはご説

明できませんでした。しかしママFゥ氏は、アフリカをベースとした学習の実績を評価する、いくつかのよ
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いイニシアティブがあると言われました。よいイニシアティブやよい例があります。仕事悲している人はど

うでしょうか。おっしゃる遥りです。生涯教育です。アフリカの社会は、学習を大切にする社会ですa 学校

以外に、学習の機会がたくさんあります。徒弟制度は非常に実際的な学習の場となっています。 UPEを推

進するときには、との点も忘れてはなりません。しかしデズモンド氏が指摘したように、人々が生涯学び続

ける基本的な土台となるのが基礎教育、初等教育です。 EFAにとって2008年は折り返し点です。すべて

のよいアイデアを結集し、アフリカ諸国の努力に手を差し伸べるときです。そしてできれば日本のサポート

にも。最後に、ガポンの友人にお応えしたいと患いますa ご指摘ありがとうございました。つい意識せずに

暗い状況をお話ししてしまいますが、イメージを変えようとするつもりはなく、ただ現実をお話ししただけ

ですα おっしゃる通り、たくさんの良い例、成功例があります。アフリカは非常に多様なととろですα ご意

見を真撃に受け止めたいと思います。私はガボンのような国が、他のアフリカ諸国も貴国の中等教育のレベ

ルまで達するように、ご支援いただきたいと思います。ママドゥ・ンドイヱ氏が事務局長を務める ADEAは、

AUやNEPADと緊密に連携を取っています。彼に橋是いただけるのではと思います。ありがとうございま

したα

ママドゥ・ンドイヱ(アフリカ教育開発連合:ADEA) 

すでにいくつかお答えされているので、私から言うことはあまりありません。ただ、 AUはアフリカの教

育の行動計画を策定しており、 NEPADは今AUに移されているととろで、 Aじがプロセス喪主導している

ととを申し添えます。 NEPADは教育プログラムをAUの主導に委ね、 NEPAD自体は科学技術に絞った活

動をしています。また、目擦を達成できるかどうかについて、少し申し上げたいと4思います。私は複雑な思

いです。なぜなら、万人のための教育には2つのメッセージ、非常に強いメッセージがあるからです。最初

のメッセージは、基本的人権を実現しようと、私たちは初めて真剣に取り組んでいることですα 宣言でも明

言していま寸。教育は基本的人権です。;ここにおられる皆様は、もし自分の息子や娘が学校に行けなければ、

だれもが憤慨するでしょう。だれでもそうですα 私たちもそうです。との臼擦が現実的であれ非現実的であ

れ、私たちも河じです。だれもが教育を受ける権利があることを断言しなければなりません。ぞれを実現す

るために、あらゆる努力が必要です。もう一つは開発の必要性です。自立発展的な開発のサイクルに入る

めには、少なくとも最低限の教育が必要ですa アフリカやアジアの固有に、どれだけ待てと言うのでしょう。

して自立発展的な開発を要求するのでしょうα 子どもたちに、どれだけ待てと言うのでしょう。人類の連

帯を実現するためには、これは私たちの義務、国際的な義務です。ぞれがADEAのメッセージです。

ケネス zキング{元ヱジンパラ大学アフリカ研究センタ

私たちは、人権、子どもたちの権利と切り離せない問題について討議していることをど指摘いただき、あ

りがとうございます。ロング・トラック・イニシアティプを考えるときには、これらの状況の長期的な現実

にも取り組む必要があるととを忘れてはなりませんa 今でも未就学の人々のために、非常に強lうな介入が必

要とされます。彼らは、国によっては最も就学が図量産な人々であり、また留によっては最も就学に費用のか

かる人々です。またデズモンド氏が言ったように、中毒事教育を拡大する政策に取り組んでいる国々もありま

す。大きな緊張がありますα 会場から、いくつか他の質問も出ています。

J!I/!f15 

黒凶一雄(早稲出大学}

日本は現在、政府がFTl基金について決定するプロセスにあり、キング教授が指摘された点や、自立発展
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伎などについても、多く議論されてきました。デズモンド氏のとの問題に関するご意見は、よくわかり、満

足しています。との政治的な機運を逃してはならないと言われました。との機に子どもたちに教育を提供で

きれば、彼らは将来を強い、教育の成長は持続可能になります。ただ二つ自におっしゃった、地域社会の資

金調達に関するご意見は、理解に苦しみます。政府がすべての子どもたちに教育を提供するべきと固く信じ

るとおっしゃいました。ぞれは素晴らしいことで、人権にかかわるととでもあります。教育は提供すべきで

あり、無償で提供寸べきであると。その通りですが、ぞれは美辞麗句に過ぎません。現実は、守られていま

せん。何とかして提供しなければなりません。ママドゥ氏が言ったように、教育は人権です。ぞれを達成す

るととは、非常に主重要な臼擦で、あらゆるリソースを動員しなければなりません。地域社会の参加も必要で

すα 地域社会のリソースも非常にE重要であるのに、 FTIがなぜこの点張無視しているのかわかりません。

N/ffJ6 
ゴードン・ムアンギ(四国学院大学〕

一つコメントさせてください。再度強調したい点があります。宗教の役割と万人のための教育、すなわ

ちUPEについてです。私はケニア出身で、横関さんも同意くださるとj思うのですが、ケニアでは、教育が

早期から熱心に推進され普及した地域は、早くから入ったキリスト教によります。政府が教脊に対して担う

責任についてデズモンド氏が話されたととは、ほとんどその巡りだと思いますが、燦史的な事実として、地

域社会の宗教団体が教育受発展させてぎました。ケニアやセネガルのように、キリスト教が教育後推進した

地域では、早くから教育が普及しました。ガーナのイスラム教団は必ずしも EFAの目標達成に寄与してい

ないとママドゥ氏は言われましたが、これらの目標達成を加速するのに宗教団体の支援を仰ぐ方法はないで

しょうか。

N/ffJ7 

余語豊彦{神戸大学)

EFAを目指すことには全面的に同意しますが、ことで討議しなければならないのは、長期的なイニシア

ティブや嫁期的なイニシアティブについてではなく、自分の人生のために教育から何が得られるかがE重要で

はないでしょうか。グロ…パリゼーションで変わりつつあるかもしれませんが、教育から実際、何が得られ

るのでしょうか巴パネリストの方々のご意見をお聞かせください。

N/ffJ8 

江原裕美(帝京大学)

教育に関わる国際社会の援助機関や人々は、教育の重要性を認識していると思います。彼らはEFAの運

動に同意しています。問題は留の中にあるかもしれません。すべての子どもたちを就学させるために、具体

的な活動をしているのはだれでしょうか。教員と地域社会の人身です。彼らの中にFTIにも通じる良識が

あるでしょうか。また彼らは、国際社会が共有する道徳的な規律があるでしょうか。

それに隠して、私は地方分権の問題についてお開きしたいと思います。今、グローパリゼーションの時代

にあって、すべての国が教育制度を州や子宮に分権化する傾向があります。万人のための教曹を実施する機関

は、中央政府だけではありません。地方政府もそうです。地方政府も含めて、どのようにすればこれらの関

係者に意欲的になってもらえるでしょうか。非常に難しい問題だと思いますので、専門家のご意見を伺いた

いと思います。
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Nf/{f9 
結城貴子(グローバル・リンク，マネージメント株式会社)

今まで出されたすべての意見に基づき、簡単にコメントさせてください。との立場から、 G8サミット開

催の前、あるいは春の世界銀行の会議の前にも、新たな取り組みをしたらどうかと、との場で提案したいと

j思います。日本政府は、 G8の首脳や外務大臣などの政治家とうまく交渉できれば、新たなBEGIN、あるい

はFTIに代わるものを準備し提案できるのではないでしょうか。その新たなBEGlN，またはFTIに代わる

ものは、平和教育を主要な活動範囲に加えるのはどうでしょう。第一に、主要な活動範屈を拡大して質の向

上に取り組むこと、第二に、成長戦略など他の分野と明確に関連させながら、平和教育を導入する。そのよ

うな新たなFTIまたは新たなBEG亦'にB本がリーダーシッブを発揮で寝るとすれば、特に日本は何ができ

るでしょうか。日本政府は日本のODAがどう変わるのか、きちんと示?ものがなければならないと思います。

たとえば、 FTIに関するプレゼンテーションと関連して、日本はFTIの資金方式{韮且a且cia1moお且ties)、

例えば触媒基金に対する直接支援を増やすととができるとj思います。二国間援助においても変わらなければ

なりません。今のJICAのように、彼らは技術協JJ現について画定観念を持っています。彼らはアンタイド

の技術協力や、よりパイロットペースの協力もトライできるのではないでしょうか。いくつかのアフリカ諸

国や東アジアのようにα 教育分野で予算の支援ができるかもしれませんe

パネリストからの回答

機関祐見子{ユニセフ東部，南部アフリカ地域事務所:ESARO) 

黒出先生の質問に対して、簡単にお答えしたいとJ思います。人権に基づくアプローチについては、国に主

な責任があります。義務を担う者と梅利を持つ者がいます。明らかに、権利を持つのは教育を受ける子ども

たちですα 義務を扱うのは、に留です。しかし親や地域社会は子どもたちに対して特別な責任を持ってい

ますa 私たちは、地域社会の努力を強調しすぎるとき、ジレンマに焔りま90国がその反動で義務をおろそ

かにするかもしれません。そうならないことを願っていますe 私たちは日本も含めて教育を提供する責任を

担ってもらいたいと思います。余語さんのたいへん新鮮な質問に感謝します。教育から何が得られるかです

が、たくさん、本当にたくさんのものが得られます。余言語さんも、すでに答をお持ちだと思いますα アフリ

カでは、教育を受けた子どもたち、教育を受けた若者は力が付き、自分でよい選択ができますa 多くの選択

ができるのです巴ですから、教育は明らかに投資であり、投資の結果、安定と成長がもたらされます。最後に、

今日ここに参加して、 FTIのデズモンド事務局長にお会いでき、たいへん光栄です。アフリカの教育を支援

する、非常に戦略的な綴織です。私はB本の納税者ーとして、 B本がFTIや、NEPADも含めたAUの支援など、

アフリカや世界的な枠組みに戦略的に参加し、私たちの活動がより効果的なものになることを願っています。

日本の協力がより効果的なものになれば、日本も必ずやアブリカから非常に大切なことを学べると思いますe

デズモンドーパーミンガム(世界銀行FTI事務局)

いくつかのコメントに対して、私は私たち全員に訴えたいと思います。私たちは皆、ドナーの機関から来

ています。私たちは解決の一端を担いたいと患いますα 問題の績にはなりたくありません。地元の地域社会

が自分たちのリソースを使うべきか否かを決めるのは、この部厳に座っている私でも皆様でもありません。

その国の人身や政府が決めることです。私たちの仕事は、彼らにそうできるJJをつけることであり、ぞれを

支援することです。このスライドは、あまり知られていませんが、ケニアにおける地域社会のエンパワーメ

ントの非常によい例です。ケニアはここ 3年ほど困難に遼面してきました。ケニアでは、世界銀行、英国、

FTIの触媒基金が協力して、資金が政府へ流用されるのを最小限に食い止めるために、小学校の委員会に資
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金を提供しました。 18，0∞以上の学校が生徒数に応じた資金援助 (percapita gr組 ts)を受け取り、教科書

を貿いましたo 3年間の監査では、資金の約百5%が学校に履き、所期の目的に使われました。とれは、地

域社会の政策と学校を結びつけるととによって、親や子供たちと、実施者、教員、管理職、そして彼らを支

援するドナーとをできるだけ最短で結び、アカウンタビリティを明確にした例です。ぜひ解決の一旦を担え

るようになりましょう。

ママドゥ・ンドイヱ{アフリカ教育開発連合:ADEA) 

二点ほど申し上げたいと思います。まず、ダッラについて。ととはイスラムについて学ぶところで、教育

プログラムではないのが問題です。宗教教育もしているかもしれない他の宗教系の学校とダッラ校区別する

必要があります。ダッラは他の宗教系の学校とは異なります。教育の内容が宗教であり、ぞれが問題です。

第二に、地方分権についてですが、多くのアフリカ諸国では、制度の地方分権化を推進しています。フラン

ス話題では今まではそうではありませんでしたが、今は改革をして地方分権化に着手しています。ただ、そ

の戦略が効果的かどうかは検討しなければなりませんa 国の状況に合っているかだけでなく、役割の分担も

効果的に行なう必要があります。たとえば、コミュニテイ'レベルではなく地方レベルに権限が委譲される

べきものなど。そして、何が最も効果的な戦略か、なぜそれが効果的かを検討する必要がありますロ

ケネス zキング(元エジンパラ大学アフリカ研究センター)

パネリストの皆様に感謝いたします。最後に、皆様にととに来ていただいて、パネリストとお話しいただ

ければと思いますα また、今日の午後の討議は、 3時30分の後も続きます。次のテーマは非常に意欲的な

プログラムで「アフリカとアジアの教育協力Jのプロジェタトに関する研究成泉とプロジェクトの進捗につ

いてです。追加性{認ditionality)はどうでしょうか@政策を実行に移す討議はまだまだとれから続きます。

休憩後に、成果について集中的に討議を続ける予定で寸。
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【パネル・セッション2】

「南南協力」

Mary Gorett. NaKabugo 
71)ー・ゴレ')Tイナ力;fJ イl'1);( {/11 
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【モデレーター】

石原伸一

国際協力機構人間開発部第一グループ基礎教育第三チーム長

【パネリスト】

マリー・ゴレッティ・ナカブゴ
マケレレ大学上級講師カリキュラム・教授法教材研究科長

アジアンT.S.アブドウラ
東南アジア教育大臣機構理数科教育センター長 (SEAMEO-RE回 A附

小野由美子

鳴門教育大学言語系(国語)教育講座教授
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タレ
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アモ

石原伸一

国際協力機構 人問機発部第一グループ基礎教育第二チーム長

ユネスコ教育計画国際研究所(IlEP)国際デfプロマ、ロンドン大学教育研究所修士(教育と国際開発〉。専

門分野は途上国の教育開発と国際協力。 1開。年に国際協力事業団〈現舗独立行政法人国際協力機構〉に入

団。アセアン工学系高等教育ネットワーク霊プロジェクトの総括 (2003-20品5年)を経て、2005年より現職。

現在はアフリカ、中南米の基礎教育分野の案件形成、運営、評価に従事。

[パネリスト}

マリー・ゴレッティ・ナカブゴ
マケレレ大学上級講師 カリキュラム・教授法教材研究科長

アフリカで全教育を受けた数少ない著名な学者の一人口マケレレ大学{ウガンダ〕で教育学学士、ケープタ

ウン大学{南アフリカ}で教育学修士および博士を取得。アフリカ大学理学・人文・工学パートナーシッブ

(USHEPIA)プログラムブエロー。広島大学教育開発国際協力研究センターにICE)の客員教授 (2006年

12月 2007年3月)、現在は鳴門教育大学で日本の授業研究に潟し研究中 (2008年 1-3月〕。

アジアンT.S.アブドウラ
東南アジア教育大臣機構理数科教育センター長 (SEAMEひ臨:CSAM)

27年にわたり理科教育分野に従事窃マレーシア大学で理科教育の学士および教育学修士a 英国シェフィー

;];1<大学で博士号。圏内外で、環境教育の教員研修、科学の価値や姿勢の育成、理科学習の生徒評価、理科

・科学技術リテラシーの推進、持続可能な開発のための理科・科学技術教育など、理科教育や科学技術教育に

関する発表 a論J主多数。

小野由美子

鳴門教育大学言語系{陵言語〉教育隷照教授

19骨3年より現職、留学生の日本語学習と研究を支援。J1CAによる南アフリカ共和国「ムブマランガ州中等

理数科教員再訓練J(1的9-2006年)、アフガニスタン「教師教育強化プロジェクト (STEP)J (2005年う

に従事。専門分野は教師の能力開発、授業研究における教師の学轡、奨文化問学留、日本の学校における外

国語としての日本語教育a
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【モデレーターの冒頭の言葉】

石原伸一

国際協力機構人間開発部

第一グループ基礎教育第二チーム長

こんにちは。ありがとうございます。「南南協力と日本の役割」をテー

マにしたセッション2に参加でき、たいへん光栄に存じます。キング先生がセッション1のモデレーターで

したが、私はまだ若輩です.このセッションのパネリストは全員、 JICAの活動に関係されていますので、

JICAの経歴があるというととで、私がモデレーターに還ばれたのではと思います.私は以前、東南アジア

の高等教育のプロジェクトに加わっていました.今は、アフリカと中南米の基礎教育協力を担当しています。

本セッションのテーマは、福田首相が「教育は優先事項の一つである」と指摘し、スピーチの中でも言及さ

れた、南南協力を提唱するものです.パネリストの発表の前に、本セッションの背景について、簡単に説明

させていただきます.私は、キーワードが二つあると思います.ネットワークと授業です.パネリストをご

紹介する上で、 JICAの活動について説明し、各パネリストがどのようにJICAに関わっておられるかを述

べたいと思います.これは教育開発と基礎教育を示す図で、「授業」が核となり、学校管理や国のカリキュ

ラムなどの問題とリンクしていますo JICAについては、今朝、牟回先生が、 JICA設立以来の基本的な歴史

や、特に理数科を中心とした90年代のプロジヱクト型協力などについて説明されましたo JICAは将来の方

向を検討するために、昨年、乙れまでの活動を見直し、 30のプロジェクトを分析しました。それによって、

ほとんどのプロジェクトは、教室における授業の改善に焦点を当てているととがわかりました.また、主に

3つのアプローチがJICAのプロジェクトに共通して用いられていることがわかりました.一つが授業計画

です.生徒が興味を持つ授業にするために、授業をうまく組み立でなければなりません。二つ目は授業研究

です。乙れは日本の学校で非常によく行われているもので、乙のメソッドをアジアやアフリカでも適用して

います.パネリストの小野先生は南アフリカのプロジェクトに参加し、授業研究の専門家です。ナカプコ博

土も鳴門教育大学で、高次の思考力伯ighorder也担king)など、学習者主体、生徒主体のアプローチを用

いて研究しています.アジアン博士の研究所でも、理数科に闘する学習者主体生徒主体の研修プログラム

を提供しています.

JICAが取り組んでいる、アフリカ大陸協力のためのネットワークづくりは教員研修が中心で、ケニア中

等理数科教育強化計画プロジェクト (SMASSE)を基にしており、10か国に拡大しています.中南米でもネッ

トワークづくりをしており、牟田先生がホンジュラスのプロジェクトについて紹介されたと思います固今、

教科書がホンジュラス政府の検定教科書となっています。もう一つ、アジア・アフリカ聞の協力がありますが、

アフリカ諸国の聞での協力が非常に重要だと思います。小野先生が、南アフリカとアフガニスタンのプロジェ

クトに参加されているので、その経験に基づいて、お話しいただきます.このセッションは、アフリカとア

ジアの協力プロジェクトに関するもので、中心となって取り組んでいるのが広島大学のCICEです.ナカプ

コ博士は、このプログラムに参加されました.乙れはアジアへの 1週間の研修派遣と、日本における4週間

の研修からなるプログラムです。乙のプログラムを通じて、様々なアフリカ諸国からの参加者が意見交換し、

アジアや日本の諸機関とともに研究のトピックを発展させていますo JICAは国連大学やユネスコと協力し

て、このネットワーク・プロジェクトを支援しています.

私は昨年、初等教育のプロジェクトを形成するために、セネガルを訪問しました.そこで、セネガルの研
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修制度(クラスター方式の研修)は、ブルキナファソなどのアフリカ諸国の制度と非常に似ていることを知

りました.アフリカ地域や亜地域で、ある種の知識や経験を共有するのは、非常に役立つのではないかと思

います。

アジアとアフリカをご紹介したいと思います.スライドの黄色い部分がアフリカ理数科教育強化域内ネッ

トワーク (SMASE-WECSA)の参加国で、現在33カ国ありますo SMASE-WECSAは、 ADEAの理数科

教育ワーキンググループにおけるネットワークの基礎となっています.アフリカの中で良い実践例を共有す

るだけでなく、アジアとアフリカの協力、つまり南南協力も推進しています.これまでJICAはアフリカ諸

国から 100人以上の参加者を、RECSAMやフィリピンでの研修に送っています。以上、簡単に説明しました.

まずナカプコ博士に、アフリカの視点についてお話しいただきたいと思います.続いてアジアン博士に、

アセアン諸国のネットワークについて発表いただき、東南アジアのネットワークと博士のセンターがどのよ

うにアフリカの取り組みをされているかについてお苦苦しいただきます.そして、日本では授業研究と模擬授

業について違う面があるかもしれませんが、鳴門教育大学の小野教授には、アジアとアフリカの聞の架け橋

となっておられますので、その点からもお話しいただきたいと思います。
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[nネル発表】

げフリカとアジアの教育協力一南南協力と日本の役割」

マリー・ゴレッティ・ナカプゴ

マケレレ大学上級講師カリキュラム・教授法教材研究科長

1.はじめに

開発の南北格差は世界の大きな問題となっています.長年にわたっ

て不平等を是正する試みがなされてきましたが、まだ道は遠い状況で

，0.内Vμ'

す。不均衡を是正するのに大きく役立つと期待されているのが、「万人のための教育」の推進です。国連の

ミレニアム開発目標 (MDGs)が、 2015年までに万人のための教育(EFA)を達成するととを目標の一つ

に掲げているのは、教育が開発途上国の問題解決に役立つと信じられているからです.つまり教育の平等が、

平等な社会を創ると考えられているからです.残念ながら、 EFAの取り組みでは、豊かな固と貧しい固の

聞に格差があります。貧しい国々は、対外債務、飢餓、病気、有資格の人材不足、悪いガパナンスによる政

情不安、汚職、民主主義体制への遅々とした取り組みなど、多くのハンディを抱えています。

教育面で南の国々が北7の国々と肩を並べるために、何十年もの問、多くの努力が行われてきました.日

本などの先進国が発展途上国に対して、初等教育、職業教育、高等教育などの教育分野に援助を提供してき

たのもそうです。ほとんどの開発途上国(特にアフリカ)では、教育予算の 50%以上がドナーの援助によ

るものです。もう一つの取り組みは、時代遅れになってきているようでもありますが、南北協力です.この

介入は、北の先進国は南の発展途上国に教育開発の専門知識を輸出できるという考えに基づいています.開

発途上国の人々が途上国の機闘で研修を受けるための奨学金も、この形態の教育協力です(たとえば日本政

府(文部科学省)の奨学金制度や、スウェーデン政府の SARECの奨学金制度など)。残念ながら、多くの

研究者や専門家がこのような制度を利用したにも関わらず、彼らは開発にあまり大きな影響を与えていませ

ん 010血0，2004:196)0 

外国の援助への依存を減らし、開発途上国の自立的な教育開発を推進するために、南南協力のコンセプト

が生まれました.南南協力 (SSC)は、援助国の支援を得ながら、「複数の開発途上国が協力し、知識、ス

キル、リソース、技術的ノウハウなどの交流を適して、各国の開発や参加国全体の開発を図る」プロセスで

す (UNESCO，2006)。二国間協力も多国間協力もあり、同じ大陸内の協力も異なった大陸聞の協力もあり

ます(例 アフリカとアフリカ、アフリカとアジア、アフリカと中南米とアジアなど)。これは、共通の目

標を達成するために、発展途上国同士が連帯するメカニズムであるため、従来の南北協力を補完する重要な

取り組みです(取って代わるものではありません)。つまり、協力し合う南の国々は、北の園や経済協力開

発機構 (OECD)などの国際機関から、資金的、物的、人的リソースの支援を受けて、全体的な活動をサポー

トしてもらう一方、南の国々が自ら取り組みを決め推進することが、sscの主な原則ですo sscは、人口問題、

貧岡、飢餓、疾病、環境の悪化など、類似の課題や可能性や制約を持つ国々が、共同で事業を実施する乙と

によって、より容易に経験を共有できるという利点があります。
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2.教育協力における南南協力の傾向:アフリカーアフリカ間協力

sscは第」次世界大戦後の反植民地運動まで遡りまサが、その後、開発途上国が直面している社会的、経
済的、技術的、政治的問題に対処するために、進化してきました (UNESCO.2006)図ミレニアム隣発目標

(MDG器)などの国際的に合意された目擦を、各国や諸機関などの主体が協力して達成するために、開発途

上国が効果的なパートナーとなるよう、今Eまで数多くのsscの試みがなされてきましたa 教育分野でも
sscの取り組みはいくつかありましたが、特に南南協力と銘打つてはいませんでした。その多くは、アフリ
カの国身、あるいはアフリカの諸機関の取り組みでした。

たとえばアフリカ教育繍発連合 (ADEA)は1官官昌年に、アフリカ諸国の教育省の協力を得て、各国の問

題や失敗、成功、経験などを調叢し、何がうまくいくかを評価し分析する活動安始めましたα アフリカ大学

協会 (AAU)も、アフリカの大学聞の協力と対話を推進し、共通の課題に取り組むために設立されました。

アフリカ地域大学問ネットワーク (USHE到必も、科学、工学、人文など全般にわたって自立発展的な

能力開発によって人材開発をするととを臼様に、「北Jのドナーの資金提供によって設立された南南協力の

一例です行"ho盟踊，West & Shackleto民2002).USHEPiAはアフリカの参加大学のスタッフに対して、修

士号や博士号のフエロ…シッブを提供しています。一般的にアフリカの大学が関わる共同プログラム{最も

リソースのある大学ーケーブタウン大学ーがコーディネートする}は、北半球で行われる類似のスキームよ

りも好まれました。スタッフの開発フエローによる研究は、ヨーロッパや日本や北米で行われている同じよ

うなスキームに比べて、アフリカ大陸にとって妥当性が高く、コストも安かったからです。また大陸内で実

施されるととで、頭脳流出の恐れも少ないと考えられました。

3.アフリカとアジアの南南教育協力:日本の役割

とれまで、純粋なアフリカとアジアの教育協))は、あまり実施されていません。しかし、とのような協}j

が推進されれば、アフリカやアジアの貧しい国々の教育開発{特に基礎教育の開発)に大きく寄与できる可

能性があります。多くのアジア諸国は、質の高い基縫教育をすでに開発しており、アジアの生徒は、学力の

国際比較調王までも世界のトップレベルの成績を修め続けています (Sぬ:venso盟組dLee， 1労力e そのため、

アフリカ諸国はアジア諸国とネットワークを作って協l注すれば、基礎教育の開発において、アジアから専門

知識を学んで生かせるでしょう a 同様にアジアのカウンターパートも、紛争後の教育、人権教育、国V署エ

イズの教育など、現代の教育問題について、アフリカから専門知識を学べるでしょう。また、急速な人口増

加などの共通の開発問題について、アフリカとアジアは双方とも多くの経験を持ち、お互いに知識を共有で

きます。

アフリカとアジアの棺互協力の一つに{中南米のカウンターパートも含めて}、万人のための教育世界会

議(タイ、ジョムティヱン、 19昔日年)産後に始まったE一事イニシアティブがあります。 E-9イニユ/ア

ティブには、バングラデシュ、ブラジル、中国、エジプト、インド、イン戸ネシア、メキシコ、ナイジエリ

ア、パキスタンが参加しています (Uト官SCO.200針。イシドのニューデリーで1骨骨3年に人口が多い§カ

国を対象にしたEFAサミットが開催されたときに、このE-9イニシアティブが始まりましたaその目的は、

基縫教脊を基本的人権として国民に提供し、人口爆発を抑制することでした。このイニシアティブは、 2年

ごとに閣僚会議を実施し、優れた実践と技術的な専門知識の交流を図っています。

教育開発におけるアフリカとアジアのsscの中で、最も純粋で最も有望なsscは、おそらく「基礎教育
開発のためのアフリカ，アジア大学問対話プロジェタトJ(以下、対話プロジェタト}でしょう。 sscと明
示していませんが、「対話プロジェクトJは、日本の研究者がユネスコとの緊密な協議の上にアフリカとア

ジアの教育専門家と協力して編み出した革新的なプロジェタトで、基礎教育開発のために大学を対話に参加
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させるものです。 2005年に始まった「対話プロジェクトJは3年間のパイロットプロジヱクトで、サブサ

ハラ・アフリカの諸国の教育開発のために、統一的な視点を持ち、より自立した基礎教育の朔発を推進サる

ことを目指しています。アフリカとアジアの大学や機関の聞で対話や協力を推進し、研究や省察の機会を作

るととによって、とのような開発の観点を実現しますu 現在、プルキナファソ、マダガスカル、ナイジエリ

ア、ザンビア、エチオピア、ガーナ、インド、インドネシア、 B本、ケニア、マラウイ、ニジエール、南ア

フリカ、タンザニア、ウガンダ、タイ、マレーシア、ペトナムの大学が同プロジェクトに参加しています。

アフリカの諸機関{大学や教育省)がパートナーとなって、自国の基礎教育の状況を考察し、基礎教育の向

上のために妥当な研究計画安立てます。とのSSCは広島大学がユネスコ、国連大学、J1CAと協力してコー

ディネートしています。この対話は、サブサハラ・アフリカにおいてEFA達成の大きな障害となっている、

HIV .エイズ、多人数学級、教師の能力開発などの質的な問題に焦点を当てたものですa 日本などアジアの

研究者は、教育研究や基縫教育開発の経験に基づいて、批評をしたりファシリチーターの役割jを務めたりし

ます。この毒南協力は、高等教育と基礎教育を意図的に結ぶものです。長い問、アフリカとアジアの大学は、

基礎教育開発にあまり臼を向けていませんでした r対話プロジェクトJは、アフリカやアジアの参加機闘

が、よりしっかりとした基礎教育制度の開発に積極的に取り組むととによって、自らの妥当性を再確認する

場となっています。日本{広島大学)はコーディネーターの役割jを担うと同時に、 JICA、ユネスコ、国連

大学からの資金援助や技術援助を補っていますが、このSSCの特徴は、アフリカの大学が教育省と協力して、

自らのイニシアティブで研究することです。これによって主体性 (own醐魁p)が確保され、研究の成呆を

9'ぐに政策に生かすとことができます。

「対話プロジェクトJは、サブサハラ・アフリカで初等教育の完全普及 (UPE)を実現するための研究に

焦点をあてたSSCネットワークを新たに構築してきました。とのネットワークは神戸大学大学院冨際協力

研究科 (GSICS)がコーディネートし、 B本の文部科学省が支援して、ケニア、ウガンダ、マラウイ、ガー

ナが参加していま寸。とのネットワークは、優れた実践を記録し普及するために、 UPEの政策や、行政や

財政制度に闘して比較研究をしています.Ch抗p:1l官官官kobe-u.ac.jp/enlinfo/eve昌.l1e200801 22 Ol.ht盟}

「対話プロジェタトJから生まれたSSCのネットワークがもう一つあります。とれば「サブサハラ，アフ

リカにおける校内研修Jを通じて初等，中等教育の質の改善を目指すものです (0加 &Wa盟震対a，20告紛。

とのさL弓Cは、日本の鳴門教育大学がコーディ トし、南アフリカ、ウガンダ、ヱチオピア、タンザニア

の機関が対話に参加して、授業研究を通じて指導方法の改善に取り組んでいます。

4.アフリカとアジア隠の教育協力の今後と日本の役鈎

SSCは教育期発栓推進する上で大きな可能性があり、すでにSSCによって大きな前進がみられていまサ

が、この形の教育協力は、まだ多くの障害があります。 UNESCO(2006)は、物的、人的、資金的リソー

スの不足と、開発途上国に関する情報不足が、 SSCの障害として広く認められていると記述しています。ま

た、開発途上国がSSCをコーディネートし運営する効果的なメカニズムや制度も十分に磯立できていません。

そのため、教育分野におけるアフリカとアジアのSSCとして知られているもののほとんどは、日本の機闘

がコーディネートしていますe

明らかにSSCは、臼本などの先進国からの資金援助や技術援助をまだ必要としていますが、 SSCが自立

的開発薮目指すという所期の日的安達成するためには、ひも付きでないか、たとえあっても最小限のひも付

きでなければなりません。

しかし、アフリカとアジアのほとんどの開発途上国は、まだコーディネートカが十分にないため、パート

ナーシッブやユネスコなどの国際機関の枠組み内で活動するのが、 SSCのコーディネートのメカニズムとし
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て、はるかに確実でしょう。函連のような国際機関は、通常は確かに公平です。特定の留の利益のために活

動をしているわけではないので、開発途上国によって比較的信頼されていま寸。広島大学と JICAがユネス

コや国連大学などの国際機関とパートナーとなって「対話プロジェクト」を支援しているととも、アフリカ

の諸機関がとれに熱心に参加している理由の一つです。

教育開発国際協力研究センターが教育協力プロジェタトで繕って意たコーディネートの豊かな経験授もと

に、日本は南のコーディネート能力を育成するととを目指していただきたいと思いますa たとえば、もし「対

話プロジェクトJがもう数年延長されるなら、徐々に、しかし穣実に、アフリカの機関にコーディネートの

役割を移していただきたいと思います。広島大学が20昨年にケニヤッタ大学{ケニア、ナイロピ)と大学

問協定安結びケニヤッタ大学内に設立した「広島大学園際協力研究拠点(仮称)Jがカをつけて将来的な対

話のコーディネートの役割jを積極的に果たせるように育成するべきですe 研究プロジェクトを批評する役割

も、日本やアジアの人々からアフリカの専門家や研究者に、徐有に移行するべきです。彼らは対象の研究領

域をよく知っているので、彼らが役若手jを担うことで、研究にも科するでしょう。

日本が支援する人材育成後日約としたSSCでは、すでに開発途上国のより大ぎな自立に向けて動き始め

ていますa たとえば、アフリカの理数科教育の能力開発に対する援助で、日本は積極的に南南協力を推進し

ています。これにより、被援助国が日本の援助で得た知識や経験を、類似の問題を抱えた他の開発途上国に

移転していますα 日本で研修を受けたケニアの教師は、現在、 SMASSE8のプロジェクトでウガンダのカウ

ンターパートに対する研修を支援しています。またセネjfJレやウガンダでは、日本の支援母受けた磯業訓練

機関が、地域の訓練センターとなって、近隣諸国から研修生を受け入れていま守。とのような、能力開発の

専門知識を開発途上国に移転するというコンセブトは、アフリカとアジアの他のSSCにも適用するべきですe

たとえばアフリカ諸国の教員研修をコーディネートしている日本の研究者たちは、インドネシアが日本の校

内研修{授業研究)から得た専門知識を活用するべきです。

また、アジアやアフリカで能力開発センターが次々にできているので、日本はアジアやアフリカの人々に

対する研修を支援する際に、必ずしも日本の機関で実施する必要はありません。現地の機関で実施すれば、

研修の妥当性も確保でき、数多くの研修を実施できます{開発途上国の機関で研修をする方が、コストもか

かりません)。また、頭脳流出ち阻止できます。

最後に、必ずしも日本の専門家や機関が関わらない能力開発をアフリカやアジアで実施するのを支援する

ととも、日本に検言せいただきたいとj思います。援助留の簡で日本の顔が見えなくなるという恐れがあるため、

簡単ではないかもしれませんが、南の開発と自立が臼的なので、この方向も検討する価値があると思います。

日本は、自らも開発途上国として開発問題の解決策後見出し、ノウハウを蓄積してぎた経験があり、自助努

力やオーナーシップを脊むことの重要性を確信しておられるのは心強いことです (Ka官政臨此思dated)。日

本はまた、被援助国の状況に合わせた、質の高いフレキシブルな国際教育協力を実施する必要性を理解くだ

さっています (MEXT2006:4) 0 

5.結論

2008年という重要な年を迎えて、自立的教育開発に向けてSSCをどのように推進するのが最もよいか討

議を続ける上で、南の最も優れた研究者や機関が、活Cを実施しコーディネートするのが最も有意義で成果
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も多いという事実母無視できません。私はハッサン氏10が20∞年に述べた意見をご紹介します。彼は「南

の最高の研究機関や最も優れた研究者が全面的に参加しなければ、南南協力は(アフリカ内協力であっても

アフリカ・アジア間協力であっても〕実効を伴わないJと言いましたα 私は彼の意見に同意しますロ

前述の「対話プロジェクトjは、との方向を目指す良い伊jです{日本などの国際機関のサポートは得てい

ますが、アフリカが自ら研究のイニシアティブ唱をとりコーディネートしています入もちろん、自立的教育

開発に向けたアフリカとアジアの南南協力を推進するためには、資金的援助だけでなくリーダーシッブや知

識の面においても、日本のサポートが必要です。日本が発展途上国として教育制度の向上に苦労したのは、

ぞれほど遠い替のととではありません。日本はまた国際協力をコーディネートする経験が豊富です@日本は、

ぞれらの経験から得た専門知識をもたらします。一方、日本はSSCの活動に参加するととで、南と人間関

係を構築できるメリットがあります。とれはグローパリゼーションの時代にあって、非常にE重要ですa また

日本は、すでに日本が優れている分野(例:理数科教育、教員研修、学校管理など)を更に深められるだけ

でなく、日本が経験が少なく南の諸国が経験を蓄積している分野(医療やHIV.エイズ、紛争後の教育、特

別支援教育など)疫学ぶことがでぎます。
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[nネル発表】

「アフリカの教育者の理数科教育能力向上に果たす東南

アジア教育大臣機構・理数科教育センター (SEAMEO

RECSAM)の役割」

アジアンT.S.アブドウラ
東南アジア教育大臣機構理教科教育センター所長 (SEAMEORECSAM) 

まず、東南アジア教育大臣機構 (SEAMEO)について少し説明させていただきますo SEAMEOは1965

年に設立され、現在、プルネイ・ダルサラーム、カンボジア、インドネシア、ラオス、マレーシア、ミャンマ一、

フィリピン、シンガポール、東チモール、タイ、ベトナムの 11か国が加盟しています.また、オーストラリア、

カナダ、フランス、ドイツ、オランダ、ニュージーランド、ノルウェ一、スベインの8か国が準加盟国

(ass田.a同memb<司、ノルウヱーに本部を置く国際公開遠隔教育協議会(ICDE)が会員 (affiliatemember) 

となっています.日本と韓国は準加盟国になることに関心を持っており、オブザーバーとして評議会(Counci!

Confer四回)に参加しています.準加盟国は毎年 5.000米ドルから 20.000米戸ルの資金を拠出くださって

います.会員は団休大学、研究所などが対象で、通常年会費削00米ドルですo SEA旧 Oの事務局はバ

ンコクにあります.

SEAMEOの理数科教育センター (RECSA捕は 1967年に設立されました.東南アジアにある

SEAMEOの15のセンターの一つです。RECSAMの主な活動は、研修と研究開発です.研修には、レギュラー・

コース、現地圏内コース、特別コース、研修ワークショップがあります.研究開発としては、政策と教育

学に闘する研究を待っています。ベナンに研究センターとして 14のパートナー校があり、教授用教材や

学習教材も開発しています。 RECSAMは教育学の修士号プログラムなど、特別プログラムも提供していま

す.研修ワークショップは主にマレーシアの教員を対象に、回目，AMの専門家や外国のコンサルタントが

実施しています.地域ワークショップはユネスコや国連ハピタットなどの支援を得て実施しています.また、

Jo町田.1of Sci回目 &Ma也町naticsEducation in SEAなどの出版物や、 LeamingSci回目血dMa血町田町s

というオンライン・ジャーナルも出しています.

乙のスライドは、 2006年2月から先週までにRECSAMがアフリカの教育者を対象に実施したコースの

実施期間やコース名、参加者数、活動内容のリストです.小学校の理科の問題解決能力向上とか、小学校の

算数授業における児童主体の問題解決能力を向上など、様々なテーマのコースがあります固中等教育の理科

における能動的教授法・学習法を向上させるための双方向型授業や、初等・中等教育の数学における教育テ

クノロジーの設計・開発などのプログラムもあります.

コースはコアとなるこれらの内容の他に、1)基礎なICTリテラシ一、 2)乗数効果、 3)ベナン島やクア

ラルンプールなどの視察、4)学校・施設見学、 5)野外研修・野外数学、 6)授業の実践研究、 7)公開講

座など、様々なテーマや活動を参加者に提供しています。

私たちは将来的なコースの改善に役立てるため、コースの評価を実施しています。コース評価とあわせて、

コースの参加者がどれほど学ぶととができたかを知るため、実施前と実施後にテストを実施しています.

将来的には、 RECSAMのコンサルタントをケニアに派遣して、アフリカ理数科・技術教育センター

(CEMASTEA)のスタッフを支援することも計画しています.また、マレーシアと JICAによる研修プログ
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ラムにマレーシア技術協力計画 (MTCP)の支援をいただきたいと希望していますo RECSAMは、アフリ

カ教育開発連合 (ADEA)の理数科教育ワーキンググループ (WG陥 E)の会員で、今後も WGMSEを支

援します.

RECSAMのプログラムをど理解いただくために、写真を何枚かお見せしたいと思います。乙れはケニア

の研修生と小学生たちです。これはウガンダの研修生が学校訪問で台所の化学の授業を視察しているところ

です。これは40周年のお祝いの写真で、教育大臣が式典に参加され、ケニアの研修生が、ベナン島周辺の

生徒に理数科の展示をしていると乙ろです。乙れはウガンダの研修生が、文化のタベで踊っている写真、次

はケニアの研修生が文化のタベに参加している写真です。これはウガンダの研修生の卒業写真です。とれは、

2007年9月にケニアの高等弁務官が出席された、閉会式・修了証書授与式の写真です。これは昨年1月の

レギュラー・コースで、 SEAMEOの研修生とアフリカの研修生が一緒に研修を受けているところです.研

修生にはインターナショナル・ハウスという宿泊施設があります。乙れは一般の方も利用できます.ゲスト・

ルームやコンビュータ一室があり、 250人が収容できる SEAMEOホールがあります。

最後に、今回お招きいただいた主催者の皆様に感謝いたします。私たちの活動やプログラムについて質問

がある方や、ウェプサイトを見て、もっと知りたいと思われる方は、これが私のメールアドレスですので、

どうぞご連絡ください.
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[nネル発表】

「南アフリカ・アフガニスタンの経験から教育協力を考える」

小野由美子

鳴門教育大学言語系(国語)教育講座教授

私は 1999年8月にムプマランガ州中等理数科教員再訓練計画

<Mpu皿al叩IgaSe印 2白:ryScience Initiative， MSSDのPla皿泊gMission
.. 

の一員として、はじめて南アフリカを訪れました。すべての人種が参加した初めての民主的選挙が実施され

てから5年。当時、教育にたずさわる人々の聞に、新しい国造りに燃える意気込みと熱い期待が感じられた

のを覚えています.

初日5年7月、アフガニスタン国教師教育強化プロジェクト (Streng血血ingTeacher Education Project， 

Sl宜P)の一員として、私はアフガニスタンのカプールに派遣されました.もちろん、初めての経験です。断

片的な情報から勝手に作り上げていたカプールのイメージは根底から覆されました。首都カプールは、もち

ろんあちこちに戦闘の跡は残っていましたが、物資があふれ、およそ必要なものは何でも手に入りました.

そして、ここでも、国の復興の鍵は教育にあると信じて活動する人々と出会いました.

南アのプロジェクトへの参加をきっかけにして、アフリカからの研修員受け入れや外国人客員研究員の受

け入れ、共同研究プロジェクト参加、アフガニスタンの教師教育強化プロジェクトの受注など、個人として

だけでなく、鳴門教育大学としても有意義な経験を数多く積んできました.以下では、教員養成学部・大学

に所属する教員の視点から、これまでの教育協力の経験を振り返ります.その中で、日本の教育経験・教育

実践の中でアフリカ・アジアの教育開発に役に立っと恩われるものとともに、教員養成大学として学んだも

のについても触れたいと思います。

日本の経験・実践から学べると恩われるもの

教師の職能成長(白田herprofessiona1 develo陣 ent 養成教育・現職教育を含む)は、途上国に限らず、先

進国においても重要な政策課題の一つになっています.それは、JICAの報告書にあるように、「教員研修(な

いし教員養成)を通じて教師の指導力向上を図り、その教師が授業を改善するととで生徒の学習の質が向上

し、最終的には生徒の学力にも影響を与えるJ(2007， pp23-24)と考えられていることによります. 鳴門

教育大学も教員養成大学の使命と専門性に依拠して、教育協力にたずさわる中で、一貫して、授業に焦点を

あわせ、教室での教師の実践を変えることに関心を持ってきました.そうした活動を振り返って、日本の経

験や実践が有効だとJ恩われるものとして、つぎのようなものがあります。

校内研修としての授業研究LessonStudyas School-based 町SET

MSSI PhaseI(I999-2003)では、「理数科現職教員研修のシステムの構築」をプロジェクト目標としまし

たが、現職教員研修の中核は校内研修と位置づけられていました。すなわち、日本で研修した南ア理数科指

導主事 (CI)が、他のCIや各学校の理数科主任を集めて研修を実施し、所属校に帰った理数科主任は校

内研修において研修内容を同僚教員と共有する、というものです。理数科指導主事は、学校を巡回し、校内

研修を支援することが期待されました.2000年にはCI，理数科主任を対象とした研修では、実際に教室を使っ
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て授業研究が行われ、授業研究の普及発展に希望をいだかせました。しかし、高校率業試験の成績不振を

理由i之、 2001年からは学期中の研修はすべて禁止され、つい最近まで、現職教員研修の一環として授業研

究が実施されるととはほとんどありませんでした。

ムブマランガ州教育省が再び授業研究に関心を示すようになったのは、南アフリカ中央教育省が打ち出

した包括的な教師教育政策 (2007)がきっかけです。そこでは、教師の車霊能発達に関する世界的な潮流表

意識して、「学校現場に基礎を置いた、教師自身による授業の振り返り」が奨励されています。南ア理数科

教員を対象にした日本研修(1 9日呂~2008)では、 2005年以降、授業研究に特化したプログラムを実施し

ていますが、参加した理数科教員の中には、授業を本質的に変容させた可能性のある教員も見られましたかj、
野ほか、 2007)。授業研究による授業改善の可能伎は大きく、世界的に注目されています。果たして、他州

に先駆けてム州が授業研究を根付かせるととができるかどうか、大いに関心があります。

研究開発学校

日本では、教育課程の改善や、教育上の課題や学校教育に対する多様な要諦に対応するため、研究開発表

行おうとする学校を「研究開発学校Jとして指定する制度があります。日本では指定された学校は、現行の

基準に縛られない教育課程の編成・実施が認められ、その実践研究を通して新しい教育課程・指導方法を開

発していとうとするものです。政策理念が先行しがちな途上国では、学校レベルで政策を実施しようとする

時の阻害要因安明らかにし、具体的かっ実施可能な解決策を模索するために、研究開発校あるいは研究指定

校のような制度を導入するのは意味のあるととだと患います。研究開発校、指定校の提案は、当時、公正さ

を最優先させたム9'liでは支持されませんでした。

校長の任用

授業研究を行う環境作りに校長のリーダ…シップが欠かせないととは多くの研究が示唆しています。日本

の場合、今のととろ校長職のための特別な免許はなく、校長になるためには教諭として経験を積み、管理職

試験に合格するととが条件になります。そのため、校長織に就いた時の平均年齢は 50歳を越えています。

その弊容が多いことも承知していますが、教諭として実践経験が豊かで、校務分掌によってカリキュラム管

理の重要性、授業研究の必要性を体験した人が校長になるととは意味のあることだと思います。

教員養成機関として鳴門教育大学が学んだもの・学ぶべきもの

以前、国際教育協々を通して何疫学んだか、本学の教員にアンケート苦をとったととがあります。回収里障が

非常に悪丸信頼性に乏しいと言わざるを得ませんが、得られた回答は、「相手のニーズに柔軟に対応?る

必要性ム「研修の企画立案のノウハウ」、「相手への尊敬」のほか、「一方的な講義方法を見直し、学生の積

極的な発言を促すような参加型授業を心がけるようになったJという意見もありました。

私の最近の研究テーマの一つは、日本研修に参加した南ア理数科教員の授業が、研修前、研修中、研修後

でどのように変容するかというものです。日本研修では授業研究に特化された研修を行いますので、授業研

究はどのような教員の学びをもたらしたかを検証しようとしている、と言い換えることもできます。研究の

過程で再認識したのは、現躍語教員研修における教員の学びは成人学習であるということです。教員養成学部

生は成人かどうか意見が分かれるところですが、すくなくともteach釘 educatorである私たちは成人教育者

として学部、大学院での教育をとらえ蜜寸必要があるように思います。
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おわりに

教育はその国の歴史や社会式化的背景に依存するため、非常に異なるものとd思いがちです。確かに、その

国独自の教育課題もありますが、多くの場合、政策レペルでの基礎教育カリキュラムはよく似ています窃に

もかかわらず、子どもたちが獲得するカリキュラムは一様ではありません。政策を実施に移す学校組織や教

員の教え方に問題が多いととは容易に推測できます。その問題を解決する有望なアプローチとして授業研究

が提唱されていますが、教員の教え方というのはえ;化に深く根ざしたものなので、一朝一夕には変わりませ

ん。なぜならば、教え方を変える、というのは、個人が属する文化の中で形成した態度や信念を変える、と

いうことと同義だからですα では、態度や信念を変えるにはどうしたらいいでしょうか。

南アフリカで授業研究のための校内研修の時簡をどう確保するか、というととが問題になりましたα フィ

リピンで、毎日の授業時聞を 15分ずつ長くして、毎月 1回、半日分の研修時間を確保している例を話しま

した。残念ながら、教育省には実行可能と考える人は現れませんでした。時間を捻出する工夫をして、授業

研究をしているフィリピンの教員からアドバイスを受けたり、実際にそうやって授業研究を行っているとと

ろ恋自分の日で見て磯かめたならば、状況は違っていたかもしれません。

成人学習理論では、異なった態度や信念を持ち、異なった教え方をする人身と交流し、自らの教え方を振

り返る機会を持つことは、ものの見方を変容させる可能性を高めると言われています。アフリカ一日本とい

う関係だけではなく、アフリカーアジアに協力関係を広げ、実践を核に交流するととによっても、お互いに

もっと多くのととが学べるのではないでしょうか。
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[l~ネルセッション 2後の質疑応答]

石原伸一(J1CA)

ありがとうございましたα 南南協力についての概略をマリー・ナカブコ博士にお話しいただきましたo r自

立Jと f主体性」という言葉が印象的でした。どのような対話にも互いに共通の関心事があり、共通の関心

を過して相互利益となるようなネットワークを作れる可能性がある、というととを学びましたa とれについ

て、また後ほど少し討議できるのではと思います。また博士は資金確保に興して重要な点を指摘されまし

た。これは非常に重要な問題で、私たちも考えていることです。資金約にも、私たちが国々で支援している

専門家の専門伎という点でも、アジアが台頭しており、そうでなければ、このようなネットワークは維持で

きないというのが、刀CAや日本の立場です。アジアンーアブドウラ博士もありがとうございました。刀CA

の施設より RECSAMの施設の方がよいかもしれません回J1CAにとっては大きな競争相手ですα マレーシ

アは多言語社会で、外国人が生活に慣れるのも楽で、気候もたいへんよいととろです。J1CAは、日本だけ

でなくマレーシアやフィリピンでも、理数科教育の分野でアフリカの参加者を対象に研修プログラム安実施

しています。とれは私たちが最近取り組んでいる、アジアとアフリカの協力を促進する活動です。 JICAも

RECSAMも、教育の質を改善するのに、教授法に焦点を当てていると思いますα 小野先生も、アフリカと

アジアにおけるご経験に基づいた、示唆に富むお話をありがとうございました。

あと残りの 20分ほど質疑応答にあてたいと思います。会場の皆様の多くは日本の方#ですので、質問は

英語でも日本語でも構いません。会場から質問を受けたいとj患いますが、まず3人ほどから質問を受け、討

議したいと思います。質問をされる前に、お名前と所属をお緩いしますe

Nf/{fl 

岩井淳武(丈部科学省}

発表をありがとうございました。アジア霊アフリカ協力は、教育分野だけでなく、農業、中小企業、保健医療、

政府軍車箆の能力開発など様有な分野で拡大していますα アジアーアフリカ協力は将来さらに発展するでしょ

うα しかし拡大すればするほど、ニーズに合わせてリソースを確保することが難しくなるのではないでしょ

うかa アジア署アフリカ協力が量的に拡大していくのに合わせて、どのようにニーズとリソースをマッチで

きるか、特にナカブコ博士のご意見をお開きしたいとj思います。もう一つ、研修コースの成果についてお聞

きします。「研修終了後に、問題解決に関する研修生の具体的な活動が変わるJというのが研修コースの成

果だと思います。これらの成果を確実に実現すために、どのようなことを計画されているか、 RECSAMの

ご経験をお尋ねします。

主宰'f/fJ2

高瀬国主義{国際開発センター)

教育協力に関守る詳細な発表をありがとうございました。イギリス、ドイツ、アメリカなど他の先進国が、

教脊分野でアフリカやアジアの国々に、どのような援助をしているかに関心があります。また日本の援助と

の類似点や相違点についてお教えください。

Nf/{f3 

山口しのぶ{東京工業大学)

アジアン・アブドウラ博上にお聞きします。 RECSAMの多彩な研修コースに感銘を受けました。生徒の
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問題解決能力向上から、学校レベルの教授法の改善まで、様々な日擦があります。とれらの研修コースは、

そのような目標の達成に向けて、まだ最初の段階にあると思います。 RECSAMにおける研修コースの評価

方法についてお尋ねします。特i之、研修のインパクトや、研修の目擦の達成度について、どのように評悩さ

れていますか。研修の修了もですが、研修生が帰国した後のインパクトはどうか、研修目標の達成度はどう

かなどそ測るととが非常に困難なととが、日本で実施している研修コースが蕊面している問題です。それで、

RECSAMの経験を教えていただければ、日本の機関や日本のODAにとっても、たいへん参考になると思

います窃よろしくお願いいたします。

パネリストからの回答

アジアンT.S.アブドウラ (SEAMEORECSA閥

ありがとうございます。山口先生のご質問にお答えします。私たちは「インパクト調査」を実施していま

す。参加者やこれまでの修了生や教育省にアンケートを送り、研修で学んだととを、国に帰ってどのように

普及でぎているか調議しています。問題は、参加者が帰国後、私たちのととを忘れがちなととですα 教育者

を通じてアンケートを送っているのですが、なかなか返送してもらえず、回答率が低い状況ですa 参加者は

全員インターネットの使い方を学んでいますので、アンケートを直接参加者に送ることを現在検討していま

す。まだ実施していませんが、そうすれば回答準が上がるかもしれません@また、 10カ国か 11か国の加斑

留からなる「理事会」があり毎年会合していますので、そこでインパクト調変革を提示して協))を仰いでいま

90修了生に連絡を取っていただき、彼らが研修で学んだととそ確実に普及するよう、理事会のメンバーに

ご支援をお願いしています。日本語の質問がわかりにくかったのですが、何か問題を解決するのに、どのよ

うな活動をしているかというご質問だったでしょうかα 質問がよくわからないので、他の人にまずお答えい

ただければと思います。

石原伸一(J1CA)

たとえば評価についてですが、ネットワークのプロジェタトを使って、帰国後にどのように能力が向上し

たか安評価できると思います。実際のプロジェタトは始まったばかりなので、研修だけの部分で改善後評価

するのは難しいでしょう。プロジェクトは実際、参加者が何を学んだか、研修コースが何を提供したかを含

みます。しかし、プログラムのi正式な活動で培われた参加者のネットワークを通じて、参加者同士が私的に

様#な情報交換をしており、このような情報交換を通じて、 RECSAMはすでにアフリカに変化をもたらし

つつあります。

マリー・ゴレッティ・ナカブコ{ウガンダ・マケレレ大学)

ご質問をありがとうございます。発表をよくご理解くださいました。高瀬氏のご質問は、教脊分野におけ

るアフリカとアジアの南南協}jについて、他の二国間協力や多国間協}jのドナーが何そしているかについて

でした。あまり多くの事例はありません。開発途上国に対してDFlDが資金提供しているプロジヱクトが

一つの例かもしれませんが、アフリカとアジアの間だけに限りまぜん。例えばウガンダが参加しているもの

に、アフリカの3カ国とイギリスのパートナーが協力して、紛争が終結した地域で教師の能力繍発をするプ

ロジェタトがあります。 DFlDが支援する南南協}jプロジヱクトの特徴の一つは、開発途上国がコーディネー

トしていることです。紛争終結地域の教師能力開発プロジェクトの場合、ウガンダがコーディネートしてい

ます。先ほど伊jに出た、日本が支援している SSCブロジヱクトの改善点は、講のコーディネート能力を開

発することです。現在、日本の機関がすべてのコーディネートをしています。開発途上国のコーディネート
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能力安高めるために、次の段階に進む必要があると思います。

石原伸一(J1CA)

アフリカのニーズについてのご質問もありましたa アジアとの連携を通じて、これらのニーズにどのよう

に対応していくかについてです。非常に多様なニーズがあるために、アジア・アフリカ間の今後の協力安考

えると、ニーズをいかに適切に把握?るか、またリソースとのマッチをどのように行うかは、非常に重要な

課題です。

マリ-.ゴレッティ・ナカブコ{ウガンダ・マケレレ大学)

今日は教育分野の南南協力を中心に討議していますが、もちろん、できれば他の分野でも南南協力を推進

するのはよい考えと思います巴また、臼本の役割以外にも話題を広げて、他の援助機関は何をしているか、

他のドナーの役割も含めて討議するのも一案とj思いますα 他の援助機関でも取り入れられる、南南協力の成

功例がないでしょうか。

石原伸一{耳CA)

二点、コメントさせてください@アフリカにおける協力では、どのようなネットワークが活用されている

かを知る必要があります。大学のネットワークか、研修機関のネットワークか、どのようなネットワークが

活用されているのでしょうか。また、双方に利益となる協力にするために、協力の相互利益とは何かを明確

にしなければなりません。アジアのプログラムにかかわった持、アフリカのモデルを使えないかと必ず聞か

れました。私は、どのようなお互いに利益があるのかを明らかにするとと、また新しいネットワークではな

く既存のネットワークの話ム用できないか検討するととが重重要だと4事えてきました。たとえばJICAはADEA

を通じて理数科教育のワーキンググループを支援しています。 ADEAはアフリカを代表しているので、そ

のようなネットワークのよい例になるかもしれません。他にも質問があるようです。どうぞ。

Nf/{/4 

佐竹香里{国際開発教援財団〉

南南協力におけるNGOの役割についてど意見をお開きしたいと思います。また、皆様がNGOと協力さ

れたことがあるかどうかお尋ねします。

Nf/{/5 

嵐山勝太{神戸大学)

一つ質問があります。日本語の「教育Jは、「教えJr育むJという二つの部分から成り立っています。今

日は多くの貴重量な講演をお聞脅しました。皆様は「教えるJ教育に取り組んでおられることはよくわかりま

したa 南南協力の場合、「育むJ教育はどうなのか、よくわかりませんので、南南協力の「育むJ教育について、

ご経験をお聞かせくださいα

Nf/{/6 

松本知子{早稲回大学)

ありがとうございます。小野教授に一つ質問があります。私は日本の教育環境に誇りを持っています。ぞ

れにはいろいろな成功要素があると思います。例えば日本の教育は「日本語Jという共通の言語のおかげで
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成功してきました。悠の国々で教育プロジヱクトを実施するとき、多言語の国では、日本が従来開発してき

た教授訟を再検討しなければならないとともあると思います窃そういうとき、教育協力によって日本の教授

法にフィードパックされるものがありますか。日本でも外国のようにマイノリティーがいます。もしこれら

のマイノリティーに合わせた具体的な指導方法がさらに研究開発されれば、教育協力は日本の教脊に、もっ

と蕊接的に貢献できるとj思います。

N/ffJ7 
フレディ.v.・アヴェンダノ{名古屋大学)
討議のときに私に関係する諮が出てぎたように思うので、質問委しなければι患いましたα というのも私
は元教師で、点;部科学省の研修を受けているからです。ナカブコ先生の言を借りると、私は高いコスト南北

協力の受益者で、日本の大学院で国際関発を勉強している者です。とれまで出されたすべての質問やコメン

トに敬意を表し、私は心からそれらの考えに同意しますa かつて日本は先進国から重要な技術や知識を学ん

で活用したこと授、日本に来て3切りました。今、南の国々は、そうしようとしています。日本は学んだとと

をすべて、国家規模で取り入れるととに成功しました。しかし南の国々は、ぞれができませんa 南南協力で

あっても南北協力であっても、国主主規模で取り入れなければならないという意見に私は賛成です。受益者個

人のレベルでIとまってはならないと思います。ぞれが私の意見です。つぎに、教締として、また国際教育を

学ぶ者として質問したいと思いますが、ほとんどの協JJがいわゆる社会的・文化的な制約によって制限され

がちな教授法の要素に集中していると 4思います。特に理数科についてはそうですa その意味で、教授法や教

育の戦略を話すときには、講の国々からも学ぶととができますe 一方、ほとんどの国が、教科内容の能力不

足に直面しています。教科内容は心配なく、どとでも普遍化できます。教授法の話ーをするとぎのように、教

授法や文化的な制約を心配する必要はありません。

N/ffJ8 
Fゥック・トラン・カーン{ベトナム国立大学ハノイ校}

小野教授に質問があります。ペーパーの中で、教員としての経験が豊かな校長について指摘されています。

私は、経験が豊かな教員はよい校長になれると患います。しかしベトナムの場合、経験豊かな教師が大勢い

ますが、よい管理職やよい校長にはなれません。教師としての役割と管理職としての役割が違うからですe

この点について、もう少しご説明ください。教師としての経験が豊かで、かっ管理織の能力もある人を校長

として選ぶべ脅かもしれません。よろしくお願いします。

パネリストからの回答

石原伸一{瓦CA)

ご質問ありがとうございました。 3人のパネリストに、簡単にど回答いただきたいとJ思います。

小野由美子{鳴門教育大学)

ご質問ありがとうございました。指導で用いる言語は、私たちにとっても課題でした。南アフリカの人身

から、母国言語が英語でない学習者のためのよい方法があるかと聞かれました。南アフリカには 11の公用言語

があり、それぞれが同じく重要だと考えられています。残念ながら、多言語については、何も提案できませ

んでした。日本の公立学校では、日本言語を外国語とする生徒が増えてきましたが、私たちはこれに関する知

識も経験もほとんどありません。この分野は外国の方有から学べる分野です。
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授業研究は、内容も教授法も主重視します。授業研究は、内容に関する知識苦をどう教えるかに取り組んでい

ると恩います。南アフリカでは、教師が教科内容に関する知識を強化する必要があると思いましたが、プロ

ジェクトが時折実施するワークショッブでは、ぞれはできません。内容に関する知識は、長期的な取り組み

が必要です。南アフリカは、教員の指導力を伸ばすためのリソースも大学もあります。パートナーのブレト

リア大学に、との点に取り組んでもらうとと安期待しました。

校長についてですが、よい教員が必ずしもよい校長になれるとは限りません。日本には、校務分掌という、

学校管理の責任分担制度があります。教員は教務や研修などの分掌を担当します。校長になるまでに、その

ような役割を経験しています。地方の教育委員会がよい選考制度を持っているかどうかは、また別の問題で

すα

アジアンT.S.アブドウラ (SEAMEORE正::SA附

私に対する質問ではありませんでしたので、すべての質問に答えられるかどうかわかりませんが、「育むJ

教育についてのご質問がありました。理数科教育そ考えるとき、すべての生徒が科学的・技術的なリテラシー

を持つようになるととを目指しています。理科を教えるとき、内容だけを教えているのではありません。ス

キルや内容だけでなく、科学的な悩値や態度を育む必要がありますα

マリ-.ゴレッティ・ナカブコ{ウガンダ・マケレレ大学)

最後に、 ODAの役割について質問された方へのコメントですが、 ODAには役割があります。南南協力で

私が指摘した課題の一つが、既存の南南協力を持続するための資金が不足しているということでした。よい

アイデアがあっても、リソースを動員できなければ、無駄な話し合いに終わります。また、日本の専門家が

実施している南の研修に関しては、援助依存疲になってはいけません。教育に関する日本の専門的知識は必

要でも、南が自ら戦略を立て専門性を構築しなければなりません。

石原伸一{瓦CA)

ありがとうございました。質問はまだあると思いますが、残念ながら時間がなくなりましたα まとめてみ

たいと恩います。討議のトピックの一つは、授業をどのように変えていくかでした。アジアでも日本でもア

フリカでも共通の課題ですが、そのやり方やアプローチが違うのだと思います。今の課題はそれをどう評価

するか、校内研修というアプローチは本当に効巣があったのか、という点に科学的に取り組んでいかなけれ

ばならないでしょう。 MDGの中で次のステップは授業の質への取り組みです。教師とのかかわりの中で生

徒がどう変わるか、教師と生徒が互いにどう変わっていくかについて取り組む必要があると思いますa 日本

政府、 JICA、NGO、その他多くの関係者が関わっており、その中でどういうビジョンを描くのか、これは

南南協力にも当てはまるかもしれません。オール・ジャパンとして全体としてどのような方向を目指すのか、

日本のすべての関係者がこれから考える必要があります。

パネリストの皆様、貴重なお話をありがとうございました。また、参加者の皆様、活発な発言をありがと

うございました巴

吉岡和治{広島大学)

いくつかコメントをしたいと思いますので、もう少しご辛抱ください。第5回国際教育協力日本フォーラ

ムの目的は、具体的な提案をすることではなく、自由に意見交換する場を提供することです。今年は様々な

行事があります。時間の関係上、重要点を簡単にまとめたいと思います。
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1.牟田教授がおっしゃったように、青年海外協力隊は非常にすばらしい情動をしています.これを点とし

て終わらせず、政策的な支援で補完するととによって、より効果が上がると思います.とれは、目本が

多くの可能性を持つ方向であり、できることだと思います.現場での実績を政策に反映させる.それが

できる日本がFTIに参画するととによって目本独自の強みが発揮される.学校を現場とする教育改善に

向けて四貢献を通じて、日本は国際援助体制の枠組み (aid回℃副旬前田司)田再構築にも貢献できるので

はないでしょうか.

2 デズモンド・パーミンガム氏は‘政策、データ整備、資金、能力の4つのギャップについてお話しくだ

さいました.とれらのギャップを埋めるために、 Fττは非常に重要な役割を果たします.学校は、子ど
もたちはどこに位置づけられるのでしょうか.そう感じた方もおられるかもしれませんが、これは当帯主

非常に重要な要素です.国際社会もとのととを意識しながらと田イニシアティプに関わっています.そ

れはセッション2で取り上げられました.このセッションに書加して、それを強〈感じました.

3.もちろん現職教員研修や学校運営、現地の言語も忘れてはなりません.ンドイエ氏が指摘したように、

これらはしばしばドナーに無視されています.同時に.77リカ諸国の多様性についても指摘されまし

た.自立発展的な開発田ためには、自分目視点ではな〈、アフリカ自身白視点で状祝を把濯する必要が

あります.そうして初めて理解できる田です.

4.私たちは多〈回ととを学びました.多くのととが指摘され多くの可能性が示されました.とれらをも

とに次のレベルに向かい、今後も対話を続けていきたいと思います.

今日目7ォーラムを閉会する時間となりました.基調講演を下さったお二人に大きな拍手をお願いしま

す.参加者の皆様、パネリストやモデレーターの皆様に心から感謝申し上げます.また、 nCA、世界銀行、

JBICにも感謝申し上げます.

~...- .. ーザーザー
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【パネリスト】
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-…ω附…I.......t.。…'"……
. '"叫liooof刑制d副刷、加山…叩a
山..吋，，~叫

.…附……一
• 
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兵L looking FOIward: New 戸L
'.'叫・..佐圃払肩車伺'

Endorsements 
.. ・.t...曽圃同-

looking Forward: Financing Challenges 
• In 2∞7， 5 r首相 E阻Jntn~w町e酎叫明日d
. .酎"

• lib叫 V鯛 V '"且 2009 "且白
. "-11. CUlTef1t 33 m 0副~円e ..， ". " . ，梅干，，"咽悼 町山門出 1Countn田'".唖

"' "' 
.， 

. <;.io T.明暗量何回問 (10) 

. "問、州制'=刊理otsex問 cte<iin 2∞8 -ind叫'". ~屯"首181C凪Jntrle包，，，， .， 

出""酬量'"11P田t-c.曲、flictc.剖"'円出 (13) 
"同a防<:In99ap ". 温 ， ，.. 

• 13 e><pe<:te<i in 2.町四
駒山首 m.・岡勉副院

同

戸主 Financing Challenges: がよ looking Forward: 
F民. ~昨嘱祖"ー

QOA to Education 
..  岨t，....嘩姐同咽

Condusion 

S 2Z F・・

思v 民叩Eteptorobger目日11 Eh剖加唱田rema'n，and叩P町woot下回
need to be ~;z伺

す"/ '¥.，‘ ・+・.. 個.-白.鼠困問。.剛剛咽瞥咽・雌m・

へ 日+認出 -軒F同T困1副qeAiRt回ydl目岡加田nsh t町'"<Jf ""，"b<< <Jf ζ四HdE--z刷tオH出R d1ildf'割問高岡喝g咽>COI>e"，，"，，tM，..，.+抽--一. 
どと〉 +町一 . ，時例都，~<叫抽cll~fO<' ，f)fo<m .rcj 回訓匂~<11010事用

，~ '，' 1，0 Lマて . 白血岬・剛・- • lr>Cfease 11，睡眠旬唱a内d11$ f)ffOOlv別賞噛
-ー・・ " ‘ 

. ，，.・柿唱"・例<..刷'0)'.1... ・'"唱><....‘
1・・・ """ "'" ~ヨ.. ，償却 富司.. .寓担

非主
looking Forward: メょ

"凶~.. 叫崎両h・ ，...t，.豆島・咽地回咽
Conclusion (cont') 

A new aid architecture for回 ucation?
Thank You 

.10 I!oe 帆，~廿~"円"守claratl曲、曲、'"

曲EwE町fofu民ernhnt1ttEHwVoeEE田sne-田tEhposef，1dr 町aoe1H1回ffp11eca宮iRe司nnaetn四ldv m団 tredouble eff，世田'0 ~ectuÇatLon-fast-t[aCK，.o.rq 
町四』nd，ndoelva-Ele oPthIne s f1 
to put io place the r1¥1ht 

初

-品G.目pldsnetd tobe剖，，，世edursEu朋t田Ily 10 re，割出
市lInc朋 flkt.affected

日 .. 
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Accelerating progress 

!owards EFA 

in Eastern and Southern Africa 

叩-叫綱同

一山間

""蜘~醐
，~~ 

山 Y抑制

一，--，山崎刷。吋向
山'"山 刊刷…

山 町 Q!f1Ce(E叩

1. Revitalization 01 

effo門stowards 
EFA 

2. Recognizing 

education as 

human rights and 

human security 

3. Investing in 
children for peace 

and development 

MDG 2 -Progress towards UPE 
Where are we? 

IWgion .... 

ニg;;

• " '・ .. .. . ~陵

町 叩 IPrim町印刷剛剛Enrolmo川畑山OyR句ion

20 countries in Eastern and Southern Africa 

Angola. Botswana 
Burundi. ComOfOS 
Eriνe色 Ethio同a
Kenya. LeSOlho 
M剖 agascar.M醐 'Ni.
Mozambique. 
N山 Rwanda
Sα判alia.Sout~ 
Afc回 Swaz脳内d
Tznania Uganda 
Zambia. and 
Zimbabwe 

Need for revitalization of strategies 

to achieve Education for AII 

-Glob<ll回 Sl10 bas応………
Forum Oakar捌

一 Thed関 neIn山伽……
'M1y dowe附 ed10 rev陶 lizee向巾 forMDG2 and 3ヲ

• 11.3川町山'"'吋 inEaslem 
a川dSouthern A肱 a(16.7附嗣nnOI attend附g)

• Reoognizing Ihe代訓eof educalion as "mother of all 
MDG5 ..nd developπ噌 nt610..15 
・川cχeasedfocus on oompletic何 needed
一Ourchallenge鴎i同w10 achieve Ef A goals by 2015 
，"d山国'"帥afterwards'

Aid to education in low-income 

countries has declined 

'‘畑ト。Edue・，"関川L・w川e・..
c・"""刷 2・・・2・・・IUIO・N陶川
。。。
?・
5.。
，。

2。
1。
。。
2ω ，..， ，..含，."，...含ωs
t ・A・1・u ロa・1・・・・".. 
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MOG  2 & 3 -General Progress 
。ngeneral， primary school enrolment・mproved
and gender disparity reduced in E5AR 

Eニニ叩:LJLwy% 
MDG 2 -Progress towards UPE 
1) Enrolment 

1・
嗣

嗣

• 
嗣

• 
" 
" 

'.' 相聞

-，拘

ー一十一
~-→..随一---，~---

Sign同ficanlprogress. 
関附畑町$ince2α~， 

in: 

E加叩a
正嗣a
""陥聞
M剥申田r

Mozambi脚
Taru:ania 
Uganda 
Zambia 

MDG 2 -Progress towards UPE 

1) Enrolment 

空三ご
:じ7べJ工こ
• --山l
舗

" 

」 蜘閣繍

Losing ground 

A喝。陥

Namib<a 
S川町

MDG 2 -Prog同 sstowards UPE 
Where are ESAR's out-of-school children? 

同陶

嗣

嗣

'・

• 
同

• 
" 
" 

。一一一一一一一

MDG 2 -Progress towards UPE 

1) Enrolment 

-，拘

一一+ー
寸借幽旬

ー一---，~---
'.' 開閉

S砲、川町cantprogress 
eSJ;edally since 20∞ 
附:

Ethiopia 
正晴.. 
Ma:awi 
M醐 gascar
M回油相

Tanzanis 
Uganda 
Z刷出

Educational reality 

the case of Kenya 
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Some 

schools 

have been 

destroyed 

In the post 

election 

conflic恒

children have been displaced 

But children 
must continue 
learning 

More strategic approaches needed(川

τhe role of education in governance and peace-
building 
-，…加酬…
Positive effo同sfor inclllding the e翼clllded
a.句raphに剖aodeltlnic minonty 
Co耐renwith speω刷 needs

• More consolidated and fOCllSed efforts 
-G叫 f叩 andnabonal山
EFA.FTI. f句lional岡 崎以前a印刷'"筒AOEA，a吋 SŴ，

Only a few children can come to 

school in affected areas 

Education for peace is needed， and 
peace for education is needed 

More strategic approaches needed(2) 

Not busIness as usual 

Wene回 to・"'田tmore in 
-Creallve and Innovallve w削

A随一…σ'"叫…
Q"州制…。『…
-Mulll制。ralap四"... "民alionin什喝ffamewOf1<of P。崎匂喝duction
-"ω畑山出帆andchildfen for PE叫
。"'.舗由刷liIyaod 90・rnance



89

1. Revitalization of 

effor1s towards 

EFA 

2， Recognizing 

educatωn as 
human rights and 

human security 

3. Investing in 
children for peace 
and development 

Thank you very much! 
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Educ沼町、a1cooper割問国阿倍舶
A令セ泡andAsia 

サ'"souれ岳山由C∞間四出n町叫
間同ofJaoan

L .. 田on&̂耐-女

…… Y・m…嗣"…，-，……… ，.， 

印 刷"同吋"民間

ι'Lesson ~ 

に:ぷな烈ぷ法者説叩mJ('JJ:

………… 印刷lopmon¥01 slUd叩 e胴 同開刷
.oc"鍋 M 吻副首由r省首鳩咽

Af同国 A'"印，1，刻gueProject 'Nefww批
l 8.oic E舵 .u""D相 官旬開川畑A創価 l

〈己主亘"11""-'至E三D

@一町一-

，. 

t畑一

⑧N網間帥句'"慣例市川町

山田崎町一“

一均一--一一一・・』一一一一一回一

ル Ed凶耳t四 I白噛岡市町出崎&
JICA'sC出""""肱m
“L輔副間"

出国

【同司酎唱。

内謁~ 一蜘 """市..." ¥ 

S拘，~ 一一comnsぜ. "注mSOマ1駕ZdWAPa町留噛Wdm清酒a食同"-肱C布シ、'""" 
向 h

封咽 さち1Zー に

.....-
時一一….......bMrieaD四--……一一一一一‘崎曲目山由可h 抑制

何崎間iaJ....1odOOOJOP・回一四
…岡山一一

N山岡1一一'.0叫岡山町岡山町出…t同:叫Nicw，T.. 叫 u叫…叩:一一一....ω...均咽血伺'IinJ..個A射鍋且岨i略醐，
…一一…-I-.oooq Ia r.....，.町一一回側一泊"'--.........._'"・"--，，-'--''-IT_山町一一間1..UNE8(X)， hrio 

z 
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E叩 l加
m…Asia… 
畑同~""_..'b__ー

，…Kn_g.o .... 
f悲影山宮北・
:5間世帯紙法"“
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“Educational Cooperation 
between Africa and Asia -the 
South.South Cooperation and 

roles of Japan ." 

M明 G抑制州制'"
…“…………  

•• •••• ••••• ••••
•• 

Japan Education Forum (JEFV) 
.......c"，叩叫rOkyo，J.帥

F・同 町 民 醐

-f
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n
 . The development gap between the∞untries in the 

North and those川 theSoiJ¥hぬanundeniable 
realrty 

Edueohon for 011 humonity陪 hOpcdto hclp 
reducelremove the imbalance 

• NO wonder one 01 the MDGs is the aChievement 01 
Univers.剥 PrimaryEducation by the year 2015 

• Bul問ualeducat刷 d悼'$not necess剖 y時制
"'''首yin edu四回円 (thereare huge qua耐y
differences between wealthy and p田 rnatlons 

Trends m Educatlmalliiii-

Cooperation: Closing the gap?1 m ・
- 下両巾五百{而而ostAff(~扇面而両面百石苛
lI1e educalionbudg同胞financedbv don剛 aid

• N，巾-sωh∞Jperat剛 伊9，5品0laffihip5
lechnical ex剛健fromthe North 

• Unlortu附叫 de5pitethe川 mboげ01reseal凶."
and proles5ionals. pr凶川明dby創出s凶.m.広
lt1eir叩『山岡山d，町山叩"00
deveiop作~"'
・机leaknesshas been in Ihe lack 01 owneffihip 
autonomy. rel制噌削1M同 S抑制向
川 ωIved(mo僧 than60% re切削edby the 州出川

• sωth-South C∞peralion (SSC) as a∞mplin鴨川

Rationale for South-Southl m !o 

Cooperationl m:  

一 … … … ……一…向叫~tect叩'同剛icolchal晒 .~唱師同刷羽

・ cω川 崎~oft.... s倒防省・同調 ~(the<・3 ・ hω・
叩 … vanoe<l.， some園間刷…一
一切n刷 m同

• BUI附 a岡山 ……叩
川町，山山明日… … …
一 ……… 山間)

• UndMal<.en ua mutual ventur&. s.s.c 畑山一
t山 岡山田唱。'………岡
山叩叩叩 M畑山醐…
. !õ.~. t~ I!' _9同組鵬岡崎-. '・ 9陶ω仙."抽"Cninll. E~ 臥
Indi.， I町 制 .MeXlCO， N償 問山町一回叩
EFAu… 叫即幅削 ・x向山

Examples of SSC in Educationl m !. 

(Africa-Africa)1詰2・

• Sinoe 1996111e Association lor the Oeveiop作lentof "，伺Itionin Afl回 (ADEA)has in川iateda p中∞制s
IMt engト'9'渇 Ministriesof Edu閲 tio伺aerossAI閃 a
山 amfrom附 p叩削山
一時剛山一

• The A鴎 oeiation01 Alri日nUniv町5il自体Aしり
・TheUniversity Scie閃 e.Hu岡山tiesand 
'09川内eeringPa同nershipsin A制ca(USI<白P泊}
aims at hu庁""鈎"'代漕 developn梅川怖のU併
'"由inabie凶 P"均一加川崎 inthe general釘."
ot 田 '"ωengine町 Inga岡山陪 h"焔剛恥s
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cu 一一……喝…・ 削 ，向陶l一切叩吋・5咽-…n"""，mnn h間町…~，…切符
凶岨剛d同'"~川町 岡町“前 """rcl料引園開抽£回
d ……c:oosi.tently a叩畑…
……M………，，' 

・ 畑山由叩M ・xperus.e.，醐同 州 醐旬、叫
一 目臥曲一叩網岡山ion，h....，an聞協同一
and HIV叩…向。m
Thus，…山町。岡町d叩…副

一…一~om 岨同町剛山叫町帥.~……M佃1・2臨時……酬
帥健畑山..剛…吋

SSC in Education (Africa'l im . 

Asia): The Role of Japanl :;! 
oj，問 問 蜘 atesa吋 O耐 rsf，na岬削…l
，"防司10the 10。叩 19SSC involving Afri回'"'
'"陥
-……Dia岡崎印刷 … …一一一M…'"叫• SSCne'内側~，剤師~~~・以udyof Univ明暗旬州市~
一{明叩咽叩嗣S向山門叩 -
Cα対甜悩抵odtr; Kobf! Univ・山町
・皿 …………門酬tofpnmary
剛一…吋-<<…
Tra，ning in S印刷nAlricln Countoioes一一
~ "叩U~ity01 Teacher印 刷

Challenges of SSC Involvingl m i・
Africa-A剖 alip-

• Lack. 01 resources (physical， human and 
financ陪り

• Effective mechanisms and institutions to 
coordinate and manage SSC by developing 

countries have not yet国 ensufficiently 
developed 

・Thisex向 inswhy mosl of the k.no愉 nSSCs in 
education involving Africa and Asia are being 

coordinated by Japanese institutio問

Way Forward for Africa-Asia sscl :m . 
in Educat，on Roles 。fJapan|iir

• Mob回 onof reso山~5{financial and techr切り
with no s巾 g5attached 

• Devel岡 崎 andbuik:ling c∞rdinationω.pacity in the 
South 

・50印刷 humanresource開問0'加 dingon the 
A田 nand Afr回 ncontinent without n国間ri"
doing 50 in Japanese inst刷出"'

• Event凶 y，Japan sω附∞副ertak川gup the 
idea of supporting泊四αtybuilt訓ngin Africa and 
抽 "州t同 utneωS錨 rilyin凶 vingh釘 。棚内∞untry's
"岡山 andinstitut。備

-
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. ，よ謀誤射azzzr限 抗Ztm;15恐慌U
…"…同…削畑町一一…一一………一一…ー…-r側…

・2rAJE222E献4zrT竺14Zぷ町1よ羽尚
……山間札a川叫倒…
同市町抑制叩m胸t明 暗}

-mIFli品訳出zztr必JR回出間関P山一一一g'ea....…… 
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South-South Cooperation: SEAMEO South-South Cooperation: SEAMEO 
RECSAM’s role in capacity building in RECSAM’s role in capacity building in 
science and mathematics education for science and mathematics education for 
African educatorsAfrican educators

..町内欄

Programmes and Activities 

• Training -RegularCou時 es，In..country 
0."陪 es，Customised courses， Training 
workshops 

R & D. r回開陀hon policy & pedagogy， R&D 
cenlres， developmenl of t副 malerials

• Special programmes -Master prog市 mme，
SSYS， Co$MEd， Reg・。nalworkshops 
• Publications -Journal of $cience & 
Mathematics Educatio古川 SEA，On1ine journal 
Learning Science and Mathematics 

.山-，'-'"

醐

抽

畑

-・.-・F・揃

SEAMEO: Soulh Easl Asian Ministers of 

Education Organisation eslabl:shed in 
'965糊 th11 member coun!rie:s， 8 
associate member countries and 1 

affiliale member. Secretariat in Bangkok 

RECSAM: Regωn剖Cenlrefor Educal悶n

in Science and Malhematics esta凶shed

in 1田7.One of 15 SEAMEO四 ntres
around SEA 

..-山舗

同比刷瑚

山醐 l叩

._N抑
制 7

........_.....揃

1. Basic氾Tliteracy 

2. Multiplier E官射訓S

4・

舗

，. 

3. Educational tours around Penang Island 
剖 dKL 

4_ Sc泊。ωandinstitutional visits 

5. F悟d"岨ieslOutdoormaths 

6. Class日oom-ba民対 aCllor向指earch

7山岡崎

.......，."..-
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Customised Courses: Science and Maths Course for Kenyan Primary Level Customised Courses: Science and Maths Course for Kenyan Primary Level 
TeacherEducators7Aug?1Sept2006TeacherEducators7Aug?1Sept2006

Other programmes: One year post-graduate TESOL                Other programmes: One year post-graduate TESOL                
   programme with SEAMEO RELC (Workshops at    programme with SEAMEO RELC (Workshops at 
RECSAM 5 ?10 June, 21 ?26 Aug & 20 –25 Nov 2006RECSAM 5 ?10 June, 21 ?26 Aug & 20 –25 Nov 2006
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Master of Education in ICT for IndonesianMaster of Education in ICT for Indonesian
TeacherTrainerswithUniversitiKebangsaanTeacherTrainerswithUniversitiKebangsaan

Malaysia 17 July 2006 –10 June 2007Malaysia 17 July 2006 –10 June 2007
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SEAMEO HALLSEAMEO HALL

INTERNATIONAL INTERNATIONAL 
HOUSEHOUSE INTERNATIONAL HOUSEINTERNATIONAL HOUSE
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learning from Each Other: t Indivi削 Experienc
Reflecting on Educational Cooperation 
from Tndividual and Tnstitutional • Worked as a short tenn expe同'"
告Persp回 Ives Mpumalanga Secon由ryScience 

Initiative in South Africa from 1999・
2006 

Yumiko QNQ • Working as a short tenn expe同，n
Naruto University of Education Strengthening丁目E同rEducation 

Tokushima， Japan Project in Afghanistan from 2005 

Teacher Education and 

t 附 t Educational (00問 ration

• Aa:ept lICA loog term trai同 信 inmath and -What IS the unltqloun e cont「1butionof
sclence剖 u回世間 Teacher Education Institutions in 
. ~百明de ，ho陀恒，m 甘a i ni ngin math and Ed Cooperation? 
science f，町 soo出Afri日， l.aos， South Pa口fic

-How IndividuaEl/d Institutional I到昌「副"阿iddle-eastcountn白， Afghanis回n

• Aa:ept visi甘ng同rr四呂町四時白間百関古』from Afr四割咽 experience ln Coopeedruactiaotn lO 
∞ndoct∞"昌 間関昌叶 1凹司.jOO contribute to teacher education? 

t Teachers as附句 Success
Promising st日 tegiesto improve 

ft 叫

• Teacher Professional Development as • Les却 nStudy as School-based 
Priority Agenda across countri田 Prof，田.sionalDevelo四nentofTeachers 

.Be杭erTeachers， Be性erTeaching .D田 ignatedSchools for Re古田rchand 

• NUE focu担 son improving teaching at Development 

classroom level • Ap凹 intingprincipl田 w，出円chteaching 
expenence 
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t What F叫 MembersHave Le州

What Pr芭-Serviceand In-Service 哩Teachersat NUE have Learnt: 
• "1 fundamentally reviewed one-way • Reassurance of Good asp町也 of
lecture style of mine， and try to make a Japanese education 
class more pa出Eゆato町， where • Reassurance of 1m凹由nceof 
students are encour司oedto share their Education 
own opin:ons' 

.G∞d chance to reflect on my own 
• Flexible r'田 ponseto the ne坦ds，Planning teaching 
wo此ShOpS，respect for the trainees 

t What Staff Have Learnt t What 1 have learnt 

• T，凹 manyto mention • Teache市庁raln田 sas Adult learners 

• Swim or sink in troubled intercultural • Teacher Educators as Adult Educators 

史 a' • My回skas adult困ucatoris how to 
assist or facilitate transformative 
learning 

Teacher Education Institutions can 

を巾 τ州印刷俗la附 0州 9フ

• Enriching and Expanding Know恰dge • lesson Study in Phiippines， 1ndonesia， 
Base Vietnam 

• Human Resource Dev巴lopmentthrough • What were the challeng田 tointroduce 
collaborative research lesson Studyフ

• Professional development of Japane世 • How did they deal with the challenge事?
classroom teachers • How le吉田nStudy improved teaching? 
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